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鰯１Ｒ目１ＭＳの特色

㍗ 競禽 駁薄学がなぜ蛤襲か？

未 来を予測するこどは、 往々にして、 その未来
が現実

のものになった時に、 その無謀さを露呈してしまうような

行 為 に な り が ち で す。 し か し、 幸 い な こ と に、 科 学 全 般

や医学において、 ある根源約な発見がなされた後は、 新

しい 知識 が蓄積することで進 展しますので、 近 未来にど

のような展開が畷能かを予測できるような転換点があると

考えられます。

実 際、 過去二，
三十年の問に起こった３つの重要な科

学 の進歩 のおか げで、 私 たちは、 未来 予測 が可 能な転

換 点 に い る と 思 う の で す。 そ の ３ つ と は、 ユ） コ ン
ピュ ー

タの 発弱で、 情報 技術、 通信技術に革命 がもたらされた

こと、 ２） ヒト及 び数 種の生物の ゲノムの 分子構造 が完

読されたこと、 ３） 豚 性幹細胞や体性 （組織） 幹細月包が

発 見 さ れ、 操 作 出 来 る よう に な っ た こ と で あり ま す。 こ の

３ つは、 各々単独 でも健康 獲科学 の進 歩に重要な 変化

をもたらすような困子です。

し か し、 こ れ ら が 同 時 に 効 力 を 発 揮 し始 め た こと に より、

医療 の学 問と臨床に革 命的変化 が起こる条件 が整ってい

る こと を、 私 た ち は 気 付 き は じめ つ つ あり ま す。 今 や、
簡

単な遺伝子スクリーニングで、 将来起こる病気のリスクを

持つ人 種や個人 を、 あらかじめ同定 することができるの

で、 予 防措 置によって、 疾病の 出現を防いだり軽減した

りす る こと が 可 能 に な って い ま す。

身体 構造や生 理学 的変化 を映像化 できる機器が、 非

侵襲で、 より高感 度になり、 診断や 予後の追 跡がより藺

略化し正確化され、 病気の予 防ができ場くなって来てい

ま す。

今日の医 療は、 病 気の症状が現 れてから治療すること

が一般的であり、 症状 が出現した時には、 病気はすでに

進行して いることが 多いのです。 癌の治療につ いて考え

て み ま す と、 進 行 癌 の 治 療 で は、 大 掛 か り な 手 術、 放 射

線治療、 化学療法など、 また長期にわたる入 院が必要で、

窪療費も膨大になります。病気を早期に発規して、予防し、

または簡単な初期 治療で根治できれば、 総医療費を軽減
Ｉ

す る こと が で き ま す。 こ の よう に 治 療 中 心 の 医 療 か ら、 病

気の予 防を中心の医療へとパラダイムシフトすることが求

め ら れ て い ま す。
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翻１Ｒ目１ＭＳの特色

㍗ 繍禽 麟薄寧がなぜ銚嚢か亨 りづ割

わ が国の医 学、 生命科 学の各分 野の研 究は、 それ
ぞ

れ優 れた研究成 果を挙げてきましたが、 各分 野とも余り

に も 高 度 に 専 門 化
、
独 立 化 して き た た め に、

互 い の 交 流、

協力 が稀薄になり
、
この弊害 は臨床の現場にも現れてき

ま した。 こ れ は 医 療 を 受 け る 人 々 に とっ て も 不 都 合 で、 不

便さをもたらすことになっています。 その弊害は歳月とと

もに増加しているのが現状です。

また現 代の 医療は、 基本 的に西 洋医学 の概念 の下で

行わ れています。 一方で、 永年にわたり使われてきた漢

方薬のような伝 統的医薬晶や 健康食品などが
、
広く市場

に 出 回 っ て い る の が 現 状 で す。 し か し、
そ の 効 果 が 正 し

く評価されているわ けではなく
、
有効 性を科学的 に検証

す る こど が 必 要 で す。

現在の」 般的治療よりも診 断がもっと早く下されれ ば、

治癒率も高くなります。 玉Ｏ 年後は、 応用 遺伝学、 タン
パ

ク質解析 （プロテオミクス） と画 像解析 （イメージング）

の進歩 が相まって、 医学の様 相が変 わってくると思わ れ

塞す。 病気によって失われた臓 器の 機能は、 再生医療の

遼歩によってよみがえらせることが出来るようになります。

医療、 医 学を、 本来 の目 的である
ｒ人閥 の健 康を増

進して、 幸せな社会の 実現を目指す」 こどに向けて 進め

るために、 健康を統合的に研究する組織を作り、 病気の

原 因となる遺伝子の解析をはじめ、 病気の超早 期発見を

目指す 診断技術の向上と、 これによる病気の予 防に重点

をおき、 病気 がすでに発症している場 合には早期治 療を

実 施して、 根治率を高めるなど、 人々 の健康を守る研究

を、 多くの研 究機関や産業が協力して、 統 合的に推 進す

ると共に、 このような統 合医 科学を担う人材を育 成する

研 究・教 育 拠 点 を 創 立 す る こと が、 求 め ら れ て い る の で す。

１ 国際統合医科学硯究・人材育成拠点の必要性 １
嚢 麟

東京女子医科大学は、 全国に先駆 けて、 センター制導

入による高度の 医療技術を発展させてきました。 しかし、

各 分 野 が 高 度 に 専 門 化、 独 立 化 し た た め に、 基 礎、 臨

床全分 野を含めた統合的に研究を行う組 織が欠けている

ため、
“人問の 健康を総 合的に科 学する” 新組織を 早急

に構築する必要があります。

全副こ先駆けてセンター制を導入

各分野が高度に専門化、独立化したための弊害も出現

婚一

∵
６

‘‘人間 の健 康を総 合 的に 科学する’’ 新しい組 織が 必要

ｉ．ｌＲＥｌｌＭＳの 犠 魯 ｒ） 統 合 医 科学 が な ぜ 必 要 か？（つ づき）
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騒１ＲＥｌｌＭＳの特色

幻 葦腿１榊ｓへの鰯縛

文部科学省

科学技術・学術政 策局長

小 概 公 濠

「統合 医 科学」 をキーワードとして 眠Ｅ１豆ＭＳ は、 科

学技術振興調整費の 「戦略的研究拠点育成プログラ

ム」、
通称 スー パー ＣＯＥ の一 つとして、 平成 至７

年 度

に 採択された課 題です。 スーパー ＣＯＥ は、 第 ２期 科

学技術基本計繭において掲 げられる科学技術システム

の諸改革を優れた機関において集申的に実現するた

め のもの で、 研 究 機 関 の組 織 改 革を 進 め、 国 際 的に

魅力ある卓越した人材創出・研究拠点を形成するた

め に設けられた プログラムです。 現在、 全 部で １３ の

スー パー ＣＯＥ が 実施されています。

その中 で東京 女子医 科大学 が取り組まれている

眠Ｅ１豆ＭＥＳ は、 国
際自勺な研 究組 織として、 国

内 外の 研

究 者を 集 め、 複 数の 大 学 ・研 究 機 関と共 同 で、 また

産業界とも連携して研究を進め、 新たに統合医科学と

いう分野を切り拓くことを目的にした拠点と認識してお

りま す。

「統 合 医 科学」 と」 口 に言 っても、
その 概 念 は 固ま

って いるもの ではなく、
高 倉学 長 （統括 責任 者・所長）

によれば目指す統合医科学の定義は次の３つから成

って いると言って います。 第 １ は 分野
が 異なる研 究者

の統合で、 基 礎医学系や工学系さらに人文社会科学

系の研究者と臨床医学系の専門医が協力し合う統合、

第 ２ は他大学や研究機関で研究を行っている人たち

との共 同の研 究を推 進 する統 合、 第 ３ は、 代 替 医療

や統 合医療の手法を、 西洋 医療を中心とする現代医

療に 取り入れ、 総 合 的に 健康
を増 進させるような考 え

に基づ いた統 合 医科学 です。

２ユ世紀に向けての国際競争力の確保という観点か

ら、 治療だけでなく予防をも視野に入れた統合医科学

の考え方は、 世界的な医療費の削減に大きく貢献する

ばかりでなく、 我 が 国
プレゼンスを高 めるものでもあり

ま す。

特 に、 代替 医 療 ・補 完 医 療に つ いては、 既 に米 国

では巨額の投資がなされており、 明治期までの和漢薬

の豊 富な 知 見なども活 かしつつ、 新
た な分 野として総

合的な医学としての統合医科学を確立することが我が

国にとっても急 務となって います。

このような背 景 の下、１ＲＥＩＩＭＳ は、 この重 要な 課題

に対 応するた め、 学長 の 強力 なリー ダーシップによる

拠点運営や国際公募による若手研究者の積極的登用

といったシステム 面で の改 革を 行うと聞 いておりま す。

平成 １８年度から５年間を対象にした第３期科学技術

基本計画においても、 科学技術システム改革は引き続

き重要 な政策 課題 の一 つであり、 文 部科 学省としても、

互ＲＥ豆Ｉ泌Ｓ に対して大きな期 待をしております。 ８

１．ｌＲ…ｌｌＭＳ の 特 色 ２） １Ｒ…ｌｌＭＳ へ の 螂寺
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ａｓ ｆａｃ言ｏｒｓ ｓ鶯ｃｈ 旺ｓ ｈｖ三ｎｇ 養ａら圭ｔｓ 註ｎｄ ｔｂｅ ｐａξｉｅｎξ
１
呂 ｏ ｗ 珊 ｉ理ｎａをｅ

ｐｈｙｓ…ｃａ王 ｍ 泳 嘗一雌ｐ ら呂ｖｅ ｔｏ ｂｅ 辻級 ｅｎ ｉｎｔｏ ａｃｃｏ邊ｎｔ－ Ｆｏぎ

ｅｘ盆郷ｐ；ｅ，
ｉｔｉｓｓｕｒｐｒ

ｉｓ１ｎ 的 磁 ｆ１ｃ 泌 室ｏ ｓａｙ ｅｘａｃｔｌｙ わｏｗ ｍ理ｃｈ

ｅｘｅｒｃ量ｓｅ 三ｓ ｇｏｏｄ ａｓ 昼 ｐｉ’ｅｖｅηｔ…ｖｅ ｍ ｅ劃…；ｕｒｅ、 亙ｎ 星
ｄｄ肘亘ｏ廻

，

ｄ云…；ｅａ宮ｅｓ ｏｃｃｕ豚ｉ苅ｇ ｉ頸 ξｈｅ ｃｏ刮セｅｘξ ｏｆ 盆ｎ 旺ｇｉｎｇ ｓｏｃ圭ｅ言ｙ 醐 ｕｓｔ ｂｅ

○もｓｅｒｖｅｄ， ｎｏ
ｔｊｕｓξ ｏｖｅｒ ξｈｅ ｓｈｏｒｔ を㊦ｒ鰍，

ｂｕｔ ｏｖ曾ｒ ｎ１星珊ｙ ｙ蘭駐ｒｓ

ａｎｄ ξａｒｇｅ芝
ｉＢｇ ξｈｏｕｓ且ｎ

δｓ ｏｆ ｐｅｏｐ
玉ｅ。

猟 ｕｓ， ｗｅ ｒｅ φ ｒｅ ｍｕｃ
ｈ ｗ１ｓｄｏｍ 撚 ｗｅ１ｌ ａ け ｎｏｗ 賊 ｇｅｔｏ

１
．
Ｒａｔｉｏｎａｌｅ 晋ｏｒ１貫ＥｌｌＭＳ ３） …ｘｃｅｒｐｔｓｆｒｏｍ 言ｈ㊧ Ｐａ 蝸１ Ｄｉｓｃｕｓｓｉｏｎ ｏｆｔｈｅｒ昌

ｔｌＲＥｌｌＭ Ｓ Ｏｐ 梛 Ｓｙｍｐｏｓｉ舳
１’Ｗ 滅 Ｗｅ 匿ｘｐｅｏｔ ｏ青１ＲＥｌｌＭＳ

’１



騒 胴目１ＭＳの特色

旬 繁苓壌１概１１Ｍ慧 公繍シン涼ジウムバ李ルディスカッシ黛ンより

ポ１蔽１鱗＄１こ簸簿業届も 紅

バ・率 掩 夢 靖 巽 窯 繋 シ１萎１ン

憎 鱈欝禽議鱒寧イ ン翼 繋考肇 纂一紅簑灘簿貧蕃亀 釧

ヨ 時 １２Ｃ０５年１２月 ４ 豪 （貿 い ５１４Ｃ

場 所 １ 東 京 女 子 屡 移 大 挙 弥 生 記 念議 堂

マ 畑一シ ャ ク ラ カ ワ 帥一

（聖心女子大学助教授）

鳥魚公概
（１紺１ＭＳ 統 括 賛 任 者 ・ 所 長、 東 祭 女 子 医 科 大 学 学 長）

豆如をや馨汝Ｓ貴夏ｙＡＳγＡｙＡ

（カリフ才ルニフ 大 学サ ン フラン シス コ校 教 授）

清水青、１錐
（慶鷹義塾大学教授）

永於良 三
（東京大学医学部附属病院長）

東 魚洋一
（塵立情報学瞬究所副所餐）

姜高垣沙太帖

（１肥１ＭＳ 教 授）

松１増瑠芙ゴ
（ｌＲＥ 舳ｓ 教 授）

擦；爵紗１ボ１三
（艇 榊ｓ 研 究マ ネ ジメ ントリー ダ ー ・ 駿 閤）

ｊ
＃

（ｌＲＥ榊Ｓ 教 授）

園 会 （ク ラ カ ワ ー）： 皆 様、 こ ん

に ち は。 こ の パ ネ ル ディ ス カ ッ ショ

ン で は ３ つ の こと を お 話 しい た だ く

ことになります。 （王） 統 合医科学

がなぜ今、 必要なの か （２） 患者

にと１っ て、 そ れ が ど れ ぽ ど の 効 巣

があるものな のか （３） 統 合する

ためにはどうしたらよいのカ＼ 実現にはどういう嗣難 がある

の か。 最 初 に、亙ＲＥ葛ＭＳ 外 部 評 価 委 員 会 の 委 員 長 で い らっ

しゃいます、 東 京大 学医学部 附属 病院院長の永 井先生か

ら お 願 い い た しま す。 どう して 今、ＩＲＥ亙ＩＭＳ な の で しょう か。

承 辞：なかなか難しい御質間ですが、
先端医療の心臓

移植を例 にとってお考えいただくことにします。 心臓 移植

には心臓外科医、 循環器の内科医、 拒絶反応をコントロ
ー

ル す る た め の 薬 学・ 薬 理 学 ・ 免 疫 学 者、 血 液 循 環 を サ ポ ー

トするための 医工学 者、 そして場合によればもっと基礎的

な分野のて学者など、 いろいろを人
が必要です。 患者さ

ん を 中 心 とし、 ま た 心 不 全 と い う 病 気 を 中 心と１し て、 心 臓

移植のためにあらゆる知 識と人とを結集すること１になりま

す。 このような学問と１人材の結集というのが統合 の一つの

イメージではないかと思います。 これは心臓移植が必要な

患者さんと１いう非常に特殊な例ですが、 例え
ば糖尿病、 動

脈硬化についても当てはまります。 あるいは普通の肺炎と

い っ た 病 気 で も、 病 原 菌 だ け で なる わ け で は な く、 生 活 習

慣 や、 そ の 人 の
生 ま れ つ き の 体 質 な ど が 関 係 し て き 塞 す。

予防のためには運 動量をどうしたらいいのか、 というよう

なこと１を決めるのは意外に難しいわけです。 しかも高齢化

社会での病気というのは、 短期では解らず何十年もかけて

見 て、 何 千 人 も の 人 を 対 象 と して 観 察 しな い と い け な い。

そういう意妹で、 いろいろ知恵が必要で、 我々の目の前

に あ る 薬、 健 康 療 法、 運 動 の し か た、 あ る い は 遺 伝 子 を

ど 亘 つ 至 つ に つ い て、 そ れ
が 本 当 に ど の くら い 意 妹 が あ り、

葦◎

１．ｌＲＥ１舳 Ｓ の 袴 慈 ３） 公闘 シン ボ ジウムパ 秦 んディスカッションより 『１縦 舳 Ｓ に 轍書貧 るもの義



嚢菱
翻 Ｒａｔｉｏｎａｌｅ 亨ｏｒｌＲＥｌｌＭＳ

婁）萎董 灘 鱗 蕃鱗１ 纏 葬義謹 顯 １婁 鰯 轟１鐵 導書 縮 葦鎚１籔１灘 簿 鑓 勤 蝉 鑛１鰯 呈圭灘 鎧 簸 菱簿 鐘重簑書１綴姜 灘 男／鰯 重壷麟 綿

１１

ｔｒｅａ童 ａｎ ｉ１ｉｎｅｓｓ 棚 ｄ ｗｅ ｎｅｅｄ ｔｏ ｃ０Ｒｓｉｄｅｒ ａ…１言ｈｅ ｄｒｕｇｓｔおａｔ ｗ ｅ

嚢ａｖｅ ａｖａｉｌａｂｌｅ，
ｔｈｅ ｖａｒｉｏｕｓ ｈｅａｌｔお ｔｒｅａ流 肥ｎ亡ｓ， ｔ

ｈｅ ｄ｛ｆｆｅｒｅｎｔ

ｅｘｅｒｃヨｓｅ ｏｐξｉｏｎｓ ＆ｎｄ ｅｖｅｎ ｏｕｒ ｏ ｗｎ ｇｅｎｅｓ．
Ｉｎ ｌｉｇｈｔ ｏｆ 星１三ｔｈｉｓ，

ｏｎｅ ｈ３ｓ ｔｏ ｓｔｅｐ ｂａｃｋ ａｎｄ ｗ ｏｎｄｅｒ ｗ おａｔ三ｓ 芝ｈｅ ｓｉｇｎｉｆ妻ｃ 蜘 ｃｅ ｏｆ

ｅ昼ｃｈ ａｎｄ ｅｖｅｒｙ ｅｌｅｍ ｅｎｔ ａｎｄ ｔｏ ｗｈａ言 ｅｘｔｅｎ ㍑ ｈｅｙ 撚ｅ
ｉｍ ｐｏｒ－

ｔ 脚 ｔ．
Ｃ三ｅ欲１ｙ，

ｉｎ ｏｒδｅｒ ξｏ ｃｏ燃 ｅ 榊 ｗ三ｔｈ ａ ｇｏｏｄ 棚 ｓｗ ｅ至 ｔｏ

ξｈｅｓｅ ｑｕｅｓｔｉｏ 閉、 ｏｎｅ
ｍ ｕｓｔ ａｐｐｒｏａｃｈ ｔｈｅｓｅ 獅 ｙｒｉａｄ ｉｓｓ軸ｅｓ三ｎ 醐

ｉ珊ｔｅｇｒ罰ｔｅｄ 伽 齪ｎｎｅ£ Ｔｈリｓ， ｗ
ｈ｛１ｅ ｗｅ ｈ呂ｖｅ ｓｏ－ｃａ；王ｅδ ｃｕｔｔ麦ｎｇ－

ｅδｇｅ ｏｒａｄｖａＢ㏄ ｄ ｍｅｄｉｃａ茎ｃ ㈱ ａｓ ｗｅ｝ｉａｓも星ｓ｛ｃ ｍｅｄｉｃａ；ｃ班ｅ

ａｖａｉｌａｂ１ｅ，
ｉｎ ｔｈｅ ｅｎδ，

三ｔ ｉｓ ｉｎｄｉｖｉｄｕａ１ｉｚｅｄ ｍｅｄｉｃａ１ 庄ｒｅａ 繍 ｅｎｔ

ｔｈａｔ ｍ ｕｓｔ ｂｅ ｃｏｎｃｅｎｔｒａ言ｅｄ ｏｎ ｔｏ ｐｒｏｖ
｛ｄｅ ξｈｅ ｂｅｓｔ 言ｒｅａ ㈱ ｅｎξ

ｆｏｒ ｅａｃも ａｎｄ ｅｖｅｒｙ
｛ｎδｉｖｉｄｕａ茎．

γお膏ｓ
，
ａ ｃｏ 狐ｐ正ｅｈｅｎｓｊｖｅ

ｉ列ｔｅｇｍ童ｅ
ｄ もｏｄｙ ｏ

ｆｋｎｏｗ］ｅｄｇｅｉｓｎｅｃｅｓｓａ収

Ｏ ｎ 淡 ｅ ｏｔｈｅξ ｈａＢｄ， ａｓ ｔ
ｈｉｓ ｔｙｐｅ ｏｆ ｍ ｅｄ…ｃａ茎 ｃａｒｅ 細 ｓ

ｐｒｏｇｒｅｓｓｅｄ， セ
ｈｅ ｐ王ｏも１ｅｍ ｏｆ ｐｒｏもｉｂ麦ｔｉｖｅ ｃｏｓｔｓ 効 ｓ ｅ ｍｅＴｇｅδ・

Ｔｈｉｓ ㍉ａｓ１ｅｄ ｔｏ ｃｏ羽ｃｅｍ， ｅｖｅｎ
麦ｎ ｔｈｅ Ｕｎ｛ｔｅｄ Ｓｔ星ｔｅｓ，

ξｈ星ｔｏｎ茎ｙ ａ

ｓ㎜ａ１ｌ ｓｅｇ ｍｅｎｔ ｏξ ｔ註ｅ ｐｏｐｕ１ａｔｉｏｎ，
雀ｈａξ ｉｓ ｔｈｅ ａｆ刊ｕｅｎ言，

ｗ三］１ ｂｅ

ａｂｌｅ ｔｏ 星ｖａ｛１ｔもｅ 榊 ｅ童ｖｅｓ ｏｆｔｈ三ｓ ｔｙｐｅ ｏ
ξ ｍｅｄｉｃａ； ｃａｒｅ．

Ａ１ｓｏ
，

ｗｈａｔｔｙｐｅ ｏｆ ｍｅ
ｄｉｃａ旦 ｃ肛ｅｉｓ ｂｅｓ芭 ｆｏｒ ｐｅｏｐｌｅｉｎ ｄｅｖｅ１ｏｐ妻ｎｇ

ｃｏｕｎ言ｒ｛ｅｓ？ Ｔｈｅ 蜘 ｓｗｅｒｓ ｔｏ ｔｈｅｓｅ ｑｕｅｓ言ｉｏ 閉 齪ｇａｉｎ ｒｅ侵ｕｉｒｅｓ

ｂＯｔｈ 三ｎξＯｒｍ ａｔｉＯｎ ａ孤δ ＷｉＳδ０獅， ａｎ
δ ｎＯｔ ｊｕ害言 Ｏｎｅ ｔｙｐｅ ０ξ

塞ｄｖａＢｃｅｄ 棚ｅｄ三ｃ星１ ｃａｒｅ，
ｂｕｔ ｆｉ】＝ｓ童 ａｎｄ ξｏｒｅｎ｝ｏｓｔ，

ｉｔ 榊 ｕｓｔ ｂｅ

饒ｎｄｅｒｓまｏｏｄ ｔおａセ ｔあｅ 榊 ｅ至ｄｉｎｇ ｏｆ 星 ｗｉδｅ ｒ 馴 ｇｅ ｏｆ ａｃａｄｅ ｍｉｃ

ｆ 燃 ｓ ａｎδ ｐｅ湘 ㎝ ｎｅ１ｉ 汕 ｈｅ ｒｅｓｅ８ｒｃｈ ｇｒｏｃｅｓｓｉｓｒｅｑｕｉ王ｅｄ．

脇②舵了ａ－ｏｒｌ Ｄｒ Ｎ ＡＧ ＡＩ， ｗ
ｈ星ｔ 欲ｅｙｏｕｒｔ

ｈｏｕｇｈｔｓｆｒｏ㎜ ｔｈｅ

ｓｔ囲η 卵 ｏ１ｎ董ｏ多ｙｏ洲 ｏｗｎｓｐｅｃ
ｉａ；ｔｙ？

榊 舳１： Ｍｙ ｏｗＲ ｓｐｅｃ
ｉａ王ξｙ ｛ｓ ｉｎｔｅｒ㈱王 ㎜ｅｄｉｃｉｎｅ ｏぎ 細

ｃ｛ｒｃ睡王齪まｏｒｙ ｓｙｓｔｅ臓， ａｎ
ｄ ｔｏ ｇｅｔ ３ ぎｕ茎１ ｇｉｃｔ葛ｒｅ ｏｆ ｗｈａｔ ｃａ 眺 ｅｓ

ｄ｛ｓｅａｓｅｓ ｏｆ 言ｈｅ ｃｉζｃｕ１星ｔｏｒｙ ｓｙｓｔｅ 搬， ｏｎｅ
おａｓ ｔｏ －ｏｏｋ ａｔ茎ｏｎｇ－

ｓ 伽 伽 ｇ ｄ 繍 ｅｔｅ竃 ａｎｄ ｈｉｇｈ ｂｉｏｏｄ ｐｒｅｓｓｕｒｅ－ Ｗ ｔｈ 宝嚢ｅｓｅ

ｉ１１鵬 ｓｓｅｓ， ｎｏ ａ
ｄｖｅ正ｓｅ ｃｈａｎｇｅｓ ｗ｛ｌ１ ｏｃｃ 泌 ｉぎ ｙｏｕ ｆａ三１ ξｏ 言ａｋｅ

ｃａｒｅ ｏｆ ｙｏｕｒｓｅ
玉ｆ ｐｒｏｐｅｒｌｙ ｆｏｒ ａ ｄａｙ ｏｒ ｓｄ，

ｂｕｔ ｙｏｕ ｃａｎ ｅｎｄ 紅ｐ

ｗ 楡 ａ ｓｅｖｅｒｅ 三］１ｎｅｓｓ 星ｓ ａ ｒｅｓｕ１ξ ｏｆ 搬ｉｎｏｒ ｆ旺ｃ言ｏｒｓ ｔｈａ言 ｓ１ｏ ｗ１ｙ

ｂ浸ｔ ｓｕ茎ｅ１ｙ ａｃｃｕ ｍ 瞳；ａ言ｅ ｏｖｅｒ ａ １ｏｎｇ ｐｅ至ｉｏｄ ｏｆ ｔｉｍｅ， ｎ ｅｒｅ ａｆｅ

ａｌｓｏ ｐｒｏｂ１ｅ ｍｓ ａｓｓｏｃ三ａｔｅδ ｗｉ称 ｄ鉋
１１
ｙ
三ｉｖ三ｎｇ

ｈ星ｂｉｔｓ ａｎｄ ａｎ

ｉｎｄｉｖｉｄｕａ茎
，
ｓ ｇｅｎｅｒａｉ ｐｈｙｓ三ｃａ

１ ｍ 荻 ｅ ｕｐ． σｎｔ
ｉ１ ｎｏｗ， ｍ ｅ

ｄｉｃａ１

言ｅｘｔｓ ｈａｖｅ ｉｎｓｔｒｕｃｔｅｄ ｐｒａｃｔｉｔｉｏ篶ｅｒｓ ｔｏ ｐｒｏｖ三ｄｅ ａ ｓｐｅｃｉｆ責ｃ ξｙｐｅ

ｏξｔｒｅ３ｔｍ ｅｎｔ ｆｏｒ ａ ｓｐｅｃ圭ｆ量ｃ ｄｉｓｅａｓｅ， ａｎ
ｄ Ｉ もｅ１｛ｅｖｅｔ養ａｔ ｍｅｄｉｃａｌ

ｃａｒｅ わａｓ ｂｅｅｎ ｂａｓｅδ ｏｎ ｓｗｅｅｐｉｎｇ ｇｅｎｅ正ａ童ｉｚａまｉｏｎｓ。
玉 ｂｅ至ｉｅｖｅ

ｔ如ａま ｉｔ ｉｓ 搬 ｏｓｔ云王ｎｐｏｒｔａｎｔ ξｏ 王ｏｏ茨 ａｔ ｅａｃｈ ｐａｔｉｅｎξ 盆ｓ ａ 汕珊ヨｑｕｅ

ｉＢｄｉｖｉｄｕａ一、
ｔａｋ量ｎｇ ｉｎ主ｏ ｃｏηｓｉｄｅｒａξｉｏｎ ξｈｅ ｐｅｒｓｏｎ

，ｓ ｐ註ｙｓ
主ｃａｌ

ｃ０Ｂｓｔｉ童磁ｉｏｎ ａ乃ｄ ａｃｔｉｖｉ言ｙ 茎ｅｖｅ
ｌ ｗ ｈｅＢ ｃｏｎｓｉｄｅｒ呈ｎｇ ｗ ｈａξ ｉｓ ｔ汽ｅ

ｂｅｓｔ 搬 ｅｄ三ｃａ１ｃ 撚ｅ ｆｏｒ ｈ三燃 ｏｒ ｈｅ正 丁養ｕｓ，
ｉｎ言ｅｇ 榊 ｅｄ ｍｅｄｉｃｉｎｅ ｉｓ

もｅｃｏ欄ｉＲｇ 三ｎｃ附 ａｓ麦ｎｇ…ｙ ｉｍｐｏｒｔ鮒ｔ ｉｎ ａ ｓｏｃｉｅｔｙ ｃｈａｒａｃｔｅξ…ｚｅｄ

もｙ茎０ｎｇｅＶｉ迂ｙ。

洲ｏｄεｒａ 倣 ： Ｔｈ 馴ｋ ｙｏじ ｖｅｒｙ ｍｕｃｈ－ Ｉ ｗｏｕ１ｄ 脈 ｅ ｔｏ ｔｕｍ

ｎｏｗ ｔｏｔｈｅ Ｐｒｅｓｉδｅｎ言ｏｆ 級 Ｅ至ＩＭ Ｓ，
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ど の くら い 大 事 な の か。 そ う い うこ とを 明 ら か に して い くた

め に は、 や は り 統 合 的 に 考 え な い と い け な い だ ろう と 思 い

塞 す。 こ１れ は あ る 意 妹 で は 先 端 医 療 で あり、
か つ ま た 基 本

的な医療でもありますが、 最終的には、 」 人」人に」番

良い医療を提 煤するにはどうするかという、 楓 別医
療とい

うことになります。 そういう意 味でも統合的な知 恵が必要

に な っ て き ま す。

一方、 そういう医療を進めていくと１費用が大変かかって

くるという問題が出てきます。 ぽんの
一部の裕福な人しか

このような 医療を受けることができないという心配がアメリ

約でも田ています。 では聞発途上にある国の人たちにとっ

て は、
どう い う 医 療 が よ い の か。 こ れ に も ま た 知、恵 が 必 要 で、

剃こ一つの先端医療だけではなく、 あらゆる分野において

学術あるいは人材が統含して研究していく必要があると理

鱗 して お りま す。

司会：永井先生の御専門の立場から考えた場合にはど

脅 な の で しょう か。

泳井：私の専門は循環器 内科ですが、 循環器の病気に

な る 背 景 に は、 長 い 問 の
糖 尿 病 や、

高 血 圧 が 存 在 しま す。

こう い う 病 気 は、 注 意 を 亘 日 ちょっ と 怠 っ て も そ う 変 化 が な

いのですが、 長い
期間に積もり積もって重い病気になりま

す。 そ こ に は 生 活 習 慣 や 体 質 の 聞 題 もあ りま す が、 今 ま で

医学の教科 書では、 こういう病気の人はこういう治療をし

な さ い と、
十 把 一 か ら げ の 医 療 に な って い た の で は な い か

＆懲、い ま す。 そ れ を、 そ の 人 そ れ ぞ れ に とっ て 」 番 よ い 医

療はどういったものか、
体質や 運動 のことも考える必要が

あ りま す。 した が っ て 長 寿 社 会 で は、 統 合 医．科 学 が ま す ま

す 重 要 どな りま す。

薗 会 ： あ り が と う ご ざ い ま し た。 そ れ で は 続 い て、

玉珊 ＨＭＳ の 所 長 で い らっ しゃ い ま す 高 倉 先 牛．
か ら、 こ の 新

し い 体 制 の 特 徴 を お 話 し い た だ け ま す で しょう か。

蕊倉：統合医科学というのは、 いろいろな定義がありま

す が、 私 が 考 え て い る 統 合 医 科 学 と い う の は、 第 玉 は、

分 野が異なる研究者の統 合で、 墓礎医学系の
生化 学、免

疫 学、 生 理 学 等 の 研 究 者 と 内 科、 外 科、 心 臓 血 管 外 科、

脳紳経外科、 眼科等、 各専門医が協力し合う統合、 第２は

他 大学 や研究機関で研究を行っている人達との共同の研

究を推進する統含、 第３は現在行われている、 いわゆる西

洋 医学による医療に、 伝統的な漢方 医療
がアロマテラピー

のような代警 医療を組 み合わせて総 合 榊こ健 康を 増進さ

せるような考えに基づいた、 統合医療の考え方があります。

今日、 漢方薬等を用いる東 洋医学的伝統 医療による治療

や、 健 康 ・ 栄 養 壷 紬 を 用 い たり、 さま ざ塞 な 代 替 医 療 が 行

わ れています。 このような伝統・代替 医療 の年問の市場

規 模は 至兆 円に達すると推 定されていますが、 実際に、

健康増進に貢献しているかどうかは。 統言十学的に正しく評

嫡されてはいません。 統合 医科学研究の目的のひとつの

重 要 な 都 門 と して、こ の ような 伝 統、

代替医療の中で、 健康増進に真に

燭値 があるかどうかの有効 性を 移

学 的に検証して、 現在の規 準的な

治 療 と 比 較 ま た は、 合 併
して、 より

良い治療、 または病気の予防に役

立てることを目指す部門も含まれて

い ま す。

し た が っ て、 統 合 医 科 学 と は、 国 際 釣 な 複 数 の 大 学、

研究機 関が協力して、 現在の医療に、 有効性 が実 薮され

た 伝 統 的、 ま た 代 替 医 療 を 含 め て、 病 気 を 早 期 に 診 断 し、

予 防し、
また治療して、 人間の

健康を守る方法を統合的

に研究しようとする機構改革であるといえます。

それから、 病気に対して現在の医療というのは、 伺か症

状が出てきてから治療するという状 況です。 私は専門が脳

外科ですが、 患者さんが例えば頭痛がするとか手がしぴれ

るというような伺か疲状が出てから受診きれると、
もう病気

がかなり進行している場合があります。 非常に大きな脳腫

瘍 が 見 つ か っ て、
な ん で もっ と 早 く 来 な か っ た の か、

と い

うようなことがしぱしばあり、 進行した脳種瘍を治そうと恩

いますと、
手術のほかに放射 線治療、

化 学療法などを行

なうために、 簑期の入院が必要となり、 医療費も葬常に高

く な る わ け で す。 こ れ が、 も し も そう いう 症 状 が■出 る 前 に、

腫瘍が小さいうちに発見されますと、 簡単な治療で根治 率

も 高 く な り、 医 療 費 も 非 剃 こ 小 さく で きま す。 し た が っ て、

有 意 義 な 生 活 の 質。 つ
ま りク オ リ ティ ー ・ オ ブ ・ ラ イ フ が

ｈがります。 現在の医療の、 症状が出てから治療するとい

う、
「治 療」 が 基 本 の キ ー ワ ー ドに な っ て い る もの を。

「予 院

に 考え方を 変えると１いうパラ ダイムシフトしたいと思 い

ま す
。

司 会 ： そ れ で は、 カ リフ ォ ル ニ ア 大 学 サ ン フ ラ ン シ ス コ

校 の ＳＲ１ＶＡＳＴＡＶＡ 先 生 に も お 伺 い し た い と 患 い ま す。 さ

きほどのシンポジウムで米国の事情をご紹介いただきまし

たが、 先
生の統 合医科学についてのご意 見はどうでしょう

か。 米 国 で は そ れ は 受 け 入 れ ら れ て い る で しょう か。

ＳＲｌＶＡＳマＡＶＡ： 米 国 で は、 統 合 に つ い て 重 要 視 さ れ る よ

う に な っ た の は ここ ３， ４ 年 ぐ ら い の も の で す。 シ ン ポ ジ ウ

ムで Ｎ旧 のロードマップについて説明をさせていただき蒙

し た が、 ま だ 懐 疑 的 な 昌 で 見 ら れ て い る とこ ろ も あ りま す。

変化は常に難しいものですし、 懐疑的に見られるものです。

しかし過去２隼間、 より受け入れ態勢がよくなってきたよう

で す。 従 来 の 医 療 に 溝 足 で き な い と いう 視 点 か ら、 や は り

変化が必要であると感じられてきたようです。 代替医療の

分 野 で、 ま だ 変 化 は 出 て き て い ま せ ん が、 政 府 が イ ニ シ ア

チ ブ を とっ て、 より 厳 しく テ ス トし ようと い うこ と に な っ て お

ります。 しかしまだこのやり方が広範に受け入れられてい

る と い うも の で も あ り塞 せ ん が、 厳 し い 科 学 的 な テ ス トと、

１２

ｒ．１縦１１ＭＳ の 特 色 ３〕 公 關 シン ポジ ウム パ ネル デイスカ ッションより
肝１ＲＥｌｌＭＳ に期 待 する もの』（つづ き）
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ＳＲｌＶＡＳ一^ ＶＡ ： Ａ ｓｔｒｏｎｇ 三ｎまｅｒｅｓｔｉＢ １ｎξｅｇｒａまｉｏｎ ｂｅｇａｎ 星ｂｏ滅

ｔ汰ｅｅｔｏ ｆｏ概 ｙｅ趾ｓ ａｇｏｉｎ ξｈｅ Ｕｎｉｔｅｄ Ｓ 撤 ｅｓ．Ｉ ｅｘｐ１ａｉｎｅ６ ｔ養ｅ

ＮＩＨ ｒｏａさ 榊ａｐ δ服ｉｎｇ ｔｈｅ ｓｙｍｐｏｓ…Ｂｍ，
ｂｕｔｔもｅ ｓｕｂｊｅｃｔ ｉｓ

ｌｏｏ良ｅｄ 杜ｐｏｎ ｗ
圭ｔｈ ｓ麦ｅｐ白ｃｉｓｍ ｉｎ ｓｏｍｅ ｃｏｍｅ王ｓ．

Ｃｈ 柵ｇｅ ｉｓ

ｅｘｔξｅ㎜ ｅ…ｙ ｄｉｆｆｉｃｕ１言 ａｎｄ ｉξｉｓ ｖｉ㊦ｗｅｄ ｗｉ齢 ｓｕｓｇｉｃｉｏｎ－
Ｈ ｏｗ ｅｖｅｒ，

ξｈｅ王ｅ ｈａｖｅ ｂｅｅｎ ｓｉｇ羽ｓ ｏｆ 星 ｇｒｅａｔｅｒ δｅｇｒｅｅ ｏｆｒｅｃｅｐｔ三ｖｅｎｅｓｓ ｉｎ

ξｈｅ ｐａｓξ ｔｗ ｏ ｙｅａｒｓ。
冊 ｅ ｐｒｅｖａ｛１圭ｎｇ 鰍 ｏｏｄ もａｓ ｂｅｃｏ ｍｅ ｏｎｅ ｉｎ

ｗ ｈｉｃお ｄｉｓｓａｔ…ｓｆａｃｔ三〇ｎ ｗｉξｈ ｃｏｎｖｅｎｔｉ０Ｂ昼≡ ｍ ｅｄｉｃａ１ ｃ 趾ｅ ｈａｓ

ｂｅｅｎ ｔｒ星ｎｓ茎ａξｅδ ｉｎｔｏ ａｒｅｃｏｇｎｉ言ｉｏｎ ｏｆｔｈｅ ｎｅｅｄ ｆｏ童 ｃおａｎｇｅ．

Ｉｎ ξおｅ ｆ呈ｅ｝ｄ ｏｆ ３１言ｅｒｎａ言ｉｖｅ ｔｒｅａｔｎ｝ｅＢｔｓ
，
ｃｈａＢｇｅ ｈａｓ ｙｅｔ ξｏ

ｏ ㏄ ｕｒ
，
ｂｕｔ ａｓ ａ ｒｅｓ黎呈ｔ ｏｆ ｇｏｖｅ ｍ ｍ ｅ珊ｔ ｉｎｉ言ｉａｔ…ｖｅｓ，

言ｈｅξｅ ｈａｓ

ｂｅｅｎ 盆 ｍ ｏｖｅ ｔｏｗ 肛 ｄ ｍ ｏ 禰 迦 ｏｒｏ 洲 ｔｅｓｔｉｎｇ．
珊 ｉｓ ａｐＰｒｏ星ｃｈ，

ｈｏ ｗｅｖｅｒ，
ｈａｓ ｙｅｔｔｏ ｂｅ ｗｉδｅｌｙ ａｃｃｅｐｔｅｄ，

ｂ 滅 １ｆ ｓｔす１ｃξｓｃｉｅｎ芝ｉξｉｃ

ｔｅｓｔ量ｎｇ 三ｓ ｃｏｎｄ浸ｃｔｅｄ ｔｏｇｅｔｈｅｒ ｗ三ｔｈ 王ｅｓｅａ王ｃ註 ａｎｄ ｔ註ｅ ｅｆｆｉｃ乱ｃｙ

ｏｆｔｈｅｓｅ 舵 ａｔ㎜ｅｎまｓｉｓ ｖｅξｉｆ童ｅδ，
セｈｅＢ Ｉｔ為ｉ漱 ｔおａｔξｂｅ ｄｏｏζ ｗｉ１至

Ｏｐｅｎ ｔＯ ｔおｅ ｕＳｅ Ｏｆ ａｈｅｒηａｔ量Ｖｅ ｔｒｅａ言搬 ｅｎｔＳ、

洲Ｏ 倣 ａ 鮒 ＝ Ｗ 為ａｔ ａｒｅ ｙ ㎝ｒ ｔｈ ㎝ ｇｈｔｓ ㎝ Ａ 燃ｅ王ｉｃａｎ ｈｅａ脇

ｉｎＳ理茎ａｎＣｅ？

ＳＲＩＶ＾ＳＴ＾Ｖ＾： Ｉｎｓｕｒａｎｃｅ ｄＯｅｓ ｎＯｔ 言ｙｐ三ｃａ１至ｙ ｃＯｖｅ正 ｔもｅ ｃｏｓｔ

ｏｆ ｐｒｅｖｅ邊ｔ１ｖｅ ｍｅｄｉｃｉ鵬 ｉｎ ｔ養ｅ Ｕ ｎｉξｏｄ Ｓｔａｔｅｓ． Ｐｏｒ ｅｘａ ｍｐ１ｅ，

ｔ養ｅ ｖａｃｃ呈ｎａｔ｛ｏｎ ｏｆｃｈｉ１６ｒｅｎ ｉｓ ｃｏｎｓｉδｅｒｅｄ ｅｓｓｅｎｔ｛劃…ｔｏ ｐξｅｖｅｎｔ

ｔ益ｅ ｓｐｒｅａδ ｏｆ ｄｉｓｅ星ｓｅ，
もｕｔ ｃ０ＲｖｅＢｔｉｏｎ星１ 量ｎｓｕｒ８ｎｃｅ δｏｅｓ ｎｏξ

ＣＯＶｅｒＳｕＣお ＶａＣＣｉｎ８ｔ葦０ｎＳ．

Ａ ｓｅｃｏｎｄ ぴｏｂ１ｅｍ ｉｓｔおａｔ 蜘 圭鰍ｐｏｒｔａｎまｐ 航 ｏｆ ｛ｅ 鞭ｐｒｏａｃｈ

ｅ 澱 ｂｏ６ｉｅｄ ｂｙ ｐｒｅｖｅｎｔｉｖｅ 榊ｅδｉｃ量ｎｅ ａηｄ ｇｅｎｅ 星ｎａｌｙｓｉｓ 三ｓ ｔｏ

１ｄｅｎｔ１ｆｙ ｔｈｏｓｅ ｉｎｄｉｖｉｄｕａｉｓ ｗ註ｏ ｍａｙ ｂｅｃｏｍｅ 三１１ ｗｉｔｈｉｎ ａ

ｐｅｒ圭ｏｄ ｏｆ ｓｏｍ ｅ ｙｅａｒｓ ｂｙ ｅｘａ ｍｉｎｉｎｇ ｔおｅｉｒ ｇｅｎｅｓ，
Ｈｏ ｗｅｖｅｒ，

セｈｅｓｅ ｓ星ｍ ｅ ｇｅｎｅξｉｃ まｅｓｔｉ列ｇ ｒｅｓＢ夏ｔｓ ｃａｎ ｂｅ 洲 ｅδ ｂｙ ｉｎｓ泄 ａｎｃｅ

ｃｏ ｍｐ註ｎ
ｉｅｓ ｔｏ ｄｃξｃｒ概ｉＢｅ言ｈａｔｔもａｔｉ荘ｄｉｖｉｄｕａ至ｉｓ ａｔ苗 ｈ｛９ｈｅζ茎｛ｓｋ

ｔｏ ｃｏ ｍｅ δｏ ｗ ｎ ｗｉｔｈ ｄｉｓｅａｓｅ ｔおａｎ ｏｔわｅｒ…ｎδｉｖ…ｄ 蝸 １ｓ．
Ｍ ｏｒｅｏｖｅｒ，

ｉＢ 雀ｈｅ Ｕ ｎ｛ｔｅｄ Ｓｔａｔｅｓ ａｔｌｅａｓｔ，ｔ
養ｅｒｅ 弧ｅ ｎｏ 至ａｗｓ ｗ 絨ｃ註 ｐｒｏξｅｃｔ

ｉｎｄ｛ｖ三ｄｕａ；ｓ ｆｒｏ 欄 ｗ養ａｔ ｃｏｕ１ｄ もｅ ｃ暮ａｒａｃｔｅｒｉｚｅｄ ａｓ ｇｅｎｅｔｉｃ

ｄｉｓｃｒｉｍｉｎａｔ…ｏｎ ｂｙ １ｎｓｕｒａｎｃｅ ｃｏ ｍ ｐａｎ三ｅｓ． Ｔちｉｓｉｓ ａｎ ｅｘまｒｅ 燃ｅ
董
ｙ

１ｍｐｏ 伽 Ｂｔｉｓｓｕｅ ａｎｄ 玉ｔ養ｉ欣 ｔ暮ａｔ ｗｅ ｍ丑ｓｔδｅａ； ｗｉまｈｉｔｉｎ ｔ養ｅ

Ｂｅｘｔｃｏｕｐ１ｅ ｏｆｙｅａｒｓ．

ＭＯｄ欲ａｔＯ了１Ｉ ｗｏｕｌｄ ｎｏｗ １ｉｋｅｔｏをｕｍ ξｏ Ｄｒ．
Ｍ ＡＳＡＫ至

，ｗ
ら〇

三ｓ ｔｈｅ 梛 ｅａｒｃｈ 棚ａｎａｇｅｍｅｎｔ ｌｅ＆ｄｅｒ ｏｆ 玉ＲＥ玉ＩＭ Ｓ ａηｄ ａ

ｓｐｅｃｉａｌｉｓま ｉｎ ｐ註盆ｒ鰍 ａｃｏｌｏｇｙ． Ｉ ｗ ｏｕ１ｄ １三ｋｅ ｔｏ ａｓ更 ｙｏｕ まｏ

ｃｏ 郷 ㎜ｅｎｔ ｏｎ ＩＲＥ玉ＩＭ Ｓ ａｓ ａ ｒｅｓｅａｒｃｈ ｓｙｓｔｅ ｍ．

洲 ＡＳ＾Ｋ１ ： 珊 ｅ ｂａｓ１ｃ ぎｅｓｅａｒｃｈ ｍ ｅｔ湊ｏｄｓ ｈ８ｖｅ 列ｏｔ ｃｈ 蜘 ｇｅｄ－

Ｗ 養ｅｎ ｗ ｅ ｃｏｎｓｉｄｅｒ ｔｈｅ ｎｏｔｉｏｎ ｏｆ 榊 ｅｇｒａｔｅｄ 狐 ｅｄ１ｃ１ｎｅ，
ｉｔ

ｓ養ｏｕ夏ｄ ｂｅ ｍｅむｔ｛ｏｎｅｄ ｔｈａξ １〕ａｓ１ｃ ｒｅｓｅａｒｃお ｍ ａｋｅｓ ａ ｃｏηｔｒｉｂｕ－

ｔｉｏｎ ｔｏ ｐａ主ｉｅｎｔｓ ｂｙ ｆｅｅｄｉｎｇ ｂａｃｋ 固ｐＰｒｏＰｒｉａ童ｏ ｉｎξｏ茎ｎｌａ童ｉｏｎ ａｓ

Ｗ 三ｃｋｌｙ ａｓ ｐｏｓｓｉｂｌｅ ｔｏ ｉｍ ｐξｏｖｅ ｔｈｅ…ｒ ｍ ｅｄｉｃ乱… ｃ昼ｒｅ， ｌ ｗ ｏ泌 ｄ

１ｉｋｅ ｔｏ 獺 星ｋｅ ａｎ ａｄｄｉｔｉｏｎａ； Ｐｏｉ珊ξ ｒｅｌａｔｅｄ ｔｏ ｛ｎ言ｅｇｒａｔｅｄ

㎜ ｅｄｉｃｉｎｅ． Ｉ ａｍ ａ 凶 ａｒ搬 ａｃｏ１ｏｇｉｓｔ ａｎｄ ｐｈ 趾 ｍａｃ〇三〇ｇｙ

ｏｒｉｇｉ珊ａ１ｌｙ ｅ ｍ ｅｒｇｅδ ｆｒｏ ｍ ｔもｅ ｃＨｎｉｃａ１ ｓ…ｄｅ．
Ｐｈａｒ搬 ａｃｏｌｏｇｙ

ｏｒ｛９量ｎａｔｅｄ ｉＤ ｔちｅ ｃｏｒｎｅｒｓ ｏｆ茎ａもｏｒａｔｏｒｉｅｓ ｉＲ Ｐ星ξｉｓｉａＢ ｈｏｓｐ…ｔａ１ｓ

ｉｎｔｈｅ １７ｔあ 蜘 ｄ １８重ｈ ｃｅｎｔｕｒ主ｅｓ ｗｈｅｒｅ ａｒｕｇｓ ｗｅｒｅ ｃｈｅｍ
ｉｃａ呈ｉｙ

ｅｘ辻ｒ星ｃ言ｅｄ，
ａｎｄ ｔｈｅｎ ξｅｓｔｅｄ 凶ｒｅｃ言１ｙ

ｉｎ ｐ８ｔ三ｅｎξｓ，
Ｓｕｂｓｅｑ軸ｅｎ言１ｙ，

ａ ㎜ｅξｈｏｄ ｗ ａｓ 飴 ｖｅ至ｏｐｅｄ ｂｙ ｗ 養ｉｃわ ｄｒｕｇｓ ｗ ｅｒｅ ｎｏｔ 乱δｍ…ｎ１ｓ－

ｔｅｒｅδ ｄ三ｒｅｃｔｌｙ ξｏ ｈｕ棚 ａｎｓ，
ｂｕｔ ｗ ｅｒｅ ｆ…ｒｓｔ ξｏｓｔｅｄ ０Ｂ ａｎ｛燃 ａ更ｓ．

Ｔｈｉｓ 搬ｅ童ｈｏδ ｗａｓｉ 漱 ｏｄｕｃｅｄｉｎ Ｇｅｒｍａｎｙ，ａｎ
ｄ ｄｅｖｅ三〇ｐｅｄｉｎｔｏ

ξｈｅ ξｏ，㎜ ｏｆ ｅｘｐｅζ｛棚ｅｎまａｌ ｇｈａｒｍａｃｏ１ｏｇｙ。 丁蓬ｕｓ，
凶 趾 ｍａｃｏ一一

ｏｇｙ ｏｒ，
三ｎ ｏｔらｅｒ ｗｏｒｄｓ， ｅｘｐｅｒ

ｉｍｅｎｔａ１ ｐｈａｒｍ ａｃｏ王ｏｇｙ，
ｈａｓ ａ

茎ｏｎｇ ｈｉｓｔｏｒｙ． Ｅ ｘｐｅｒ１ｍ ｅｎｔａ１ ｐｈａζｍ ａｃｏｌｏｇｙ ｐｕξ ｔｏｏ ｍ 訂ｃｈ

ｅ ｍｇｈａｓｉｓ ｏｎ 棚ｉｍａ王 ｓｔ紅ｄｉｅｓ ａｎさ 鰍 証Ｂｙ ｃｒ主ｔｉｃｓ ｐｏｉｎｔｅｄ ｔｏ ｔｈｅ

ｐｒｏｂｌｅ ｍ ｏｆｔｈｅ ｄ 欄ｅｒｅｎｃｅｓ ｂｅξｗｅｅｎ 星列ｉｍ ａ１ｓ ａｎｄ ｈ竈 ｍ 棚 ｓ．
Ｉｎ

固岱ｓｗｅｒ ｔｏ ｔ為三ｓ ｃｒ三ｔｉｃｉｓ欄，ξ
ｈｅ ぎｉｅ１ｄ ｏｆ ｃ１…ｎｉｃ星１ ｐｈ皿 獅ａｃｏｌｏｇｙ

ｄｅｖｅ１ｏｐｅｄ ｓｅｐ旺ｒａｔｅ１ｙ，
Ｗ ｂｅｎ ξｅｓｅａξｃおｅｒｓ 棚ｏｖｅ ｔｏｏ ｆ駆 ａｈｅａｄ，

ｔおｅｙ ｃａη ｌｏｓｅ ｓｉｇｈｔ ｏｆ ｃ三ｉｎｉｃａｉ ｃｏｎｓ三ｄｅｒａｔｉｏｎｓ， ｗ
註ｉｃｈ ｉｓ ａｎ

ａξｅａ ま益ａｔ ｎｅｅｄｓ ｔｏ ｂｅ ｒｅ利ｅｃｔｅｄ ｕｐｏｐ． Ａｔ ｐｒｅｓｅｎｔ，
ｂａｓ三ｃ

燗 ｅ星ｒｃｈ 三ｓ ｍ ｏｖｉ珊ｇ ｆ昼茎１ｓξｏａｍ ａｈｅａｄ ａｎ 伽 ｈｅ ｓｈｅｅｒ ｖｏ呈讐 ｍｅ ｏｆ

吏ｎｏｗ…ｅδｇｅ ｈａｓ らｅｅｎ ｉｎｃｒｅａｓｉＤｇ ｒａｐｉｄｌｙ．
Ｔｈ 洲， ｏｎｅ ｇｒｏ

ｂ１ｅ 棚

ξｈ昼ｔｈａｓｐｒｅｓｅｎまｏさｉ重ｓｅｉξｉｓｅｘａｃをｌｙ ｗｈｏ ｗｉ１王ｋｅｅｐｉ皿 搬ｉＢｄ ξｈｅ

ｃ１１ｎ１ｃａ】 ｃｏｎｓｉδｅｒａｔ三〇ｎｓ， 棚
ｄ ｛ｔ ｉｓ ｆτｏ ｍ ξｈ呈ｓ ｓ圭ａｎｄｐｏ｛ｎｔ ｔ養ａｔ Ｉ

ξｈｉｎｋ ｗｅｎｅｅｄｔｏ茎ｏｏ良 ａｔＩＲＥ豆ＩＭＳＩ

ＭＯｄｅｒａ言α１ Ｎｏｗ Ｉｏｏをｉｎｇ ａｇａ
ｉｎａξｔｈｉ鵯 ｓ

ｆｒｏ棚 嵌ｅ ｐｅｒｓｐｅｃ－

ｔｉｖｅ ｏぞ ｂ乱ｓｉｃ ｒｅｓｅ 肛ｃｈ，
ｗ ｅ ｈｅａｒｄ ｂｅｆｏｒｅ ａｂｏ 漱 ξｈｅ ｃゑａｌｌｅηｇ三列ｇ

ｆ呈ｅ亘ｄｓ ｔａｃｋ互ｅｄ ｉ孤 ｔｈｅ ｇ㎝ ｏ郷ｅ ｐ芋ｏｊｅｃｔ．
Ｄｒ，
ＳＨ蔓ＭＩＺＵ

，ｃ ㎝
ｌｄ

ｙｏｕ ξａ１ｋ ａｂｏｕξ ξｈｅ燃， Ｐａｒｔ
ｉｃ薄王ａｆ１ｙ ξｒｏ 鰍 を註ｅ ｓ言ａｎｄｐ〇三ｎｔ ｏ£

ｉｎｔｅｇｒａｔｅｄ ｍ ｅｄｉｃａ｝ｓｃｉｅ列ｃｅｓ？

ＳＨｌ㎜ｌＺｕ ＝ Ｗｅ ｈａｖｅ おｅａＩｄ ｆ王ｏｍ 搬 ｍｙ ｐｅ湘 ㎝竃ξｏ 的 ａｂｏｕ言

ｔわｅ ｃｏｎｃｅｐξｓ ｏｆ ｉｎｔｅｇ 榊 ｅｄ ｍｅｄｉｃａｌ ｓｃｉｅｎｃｅｓ ａＰｄ 三ｎ言ｅｇ 榊 ｅｄ

ｍｅｄｉｃｉｎｅ。 棚
ｄ 玉 ｔわｉ赦 言ｈ雛 圭をｉｓ ｇｏｏｄ ｔｈａｔ ｗｅ 秘ｅ 搬ｏｖ｛ｎｇ

ξｏｗ ａ茎ｄ ｍ ａｋｉｎｇ ｔ
ｈｅｓｅ ｃｏｎｃｅｐｔｓ ａ 王ｅａ茎ｉｔｙ．

Ｈｏ ｗｅｖｅｒ
，
ａｓ ａ

ｒｅｓｅａｒｃ養ｅｒ
，
至 ｗｏｕ１ｄ ｌｉｋｅｔｏ ｎｏ宣ｅ ξｈ８ｔ宣ｈｅ ｈ讐 ｍ 棚 ｂｏｄｙ ｃｏｎ宝ａ１ｎｓ

２３
，
０００ ｇｅｎｅｓ ａｎδ ；ｉ£ｅ ｉｓ 燃ａ三ｎｔａｉｎｅδ ｂｙ ｔ紬 ｏｕｔｃｏ ｍｅ ｏｆ ａ

もａｓ…ｃ ｐ１ａｎ 伽 ｏ証ｇｈ ｗ ｈｉｃｈ ｔ養ｅｓｅ ｇｅｎｅｓ ｍ 泳 ｅ ｐｒｏｔｅｉｎｓ， ａｎ
ｄ Ｉ

ｗａ珊ｔ ξｏ ｋｎｏｗ ｅｖｅｒｙまｈｉ珊ｇ ｐｏｓｓ 搬 ｅ ａｂｏリｔ 童ｈｅｓｅ ２３，
０００ ｇｅｎｅｓ

纈ｎｄ ｔｈｅ１ｒτｅ１ａξｅさ ｐｒｏｔｅｉｎｓ． Ｗｅ ｗｉｌ１ ｎｏξ ｂｅ ａるｌｅ ｔｏ ㎜ ｄｅｒｓｔ 蜘 ｄ

ｈ荘 ｍ 醐 ｓ ｎｏｒ ｈｏｗ ξｏ ｓｕｓｔ星ｉｎ ｈｕ ｍａＢ ｈｅａ１言ｈ ｗ圭ｔｈｊｕｓｔ ａ ｓｕｐｅ〆ｉ－

Ｃ妻ａ至 ｕｎｄｅξＳｔａｎｄｉ廻ｇ ０ξξｈｅｉｒ ｇｅｎｅＳ．

Ｎｏｗ ｉξ ｗｅξａ三ｋ 盆ｂｏｕ言 燃 ｅａｓｅ， ｍａｎｙ ｗ
ｉ茎１ ｂｅ 主ｎｔｅｒｅｓξｅδ ｉ烈

ｃａｎｃｅｒ ｏｒ ｔｈｅ ｓｏ－ｃａ三１ｅｄ １…ｆｅｓξｙ至ｅ ｄ言ｓｅ星ｓｅｓ，
ｂｕま 妻ｎ ａ６ｄｉｔｉｏｎ ｔｏ

ｔｈｅｓｅ ｃｏｎｄ三ｔｉｏｎｓ，
ξｈｅ王ｅ ａｒｅ ａ…ｓｏ ｍ ＆ｎｙ δｉｓｅａｓｅｓ ｗ ｈ｛ｃｈ ａｒｅ

ｐａｓｓｅｄ ｄｏ ｗｎ ｇｅｎｅｔ
ｉｃａ…１ｙ

ｆｒｏ ｍ ｐａｒｅｎｔ ｔｏ ｃ ㈱ ｄ． 丁
淀 ｓｅ ｇｅｎｅｓ

Ｂｕ鰍ｂｅｒ ａｂｏ祉ｔ ４
，
５００
．
Ｗｅ ㎞ ｏｗ ｗｈ纈ｔｄｉｓｅａｓｅｓ ｗｉ；ｌ ｄｅξｉ列ｉｔｅｌｙ

ｏｃｃ㍊ｒ ｉｆ ｏ羽ｅ ｏぎ ｔｈｅｓｅ ４，
５００ ｇｅｎｅｓ ｏｕξ ｏｆｔとｅ ｏｖｅｒａ１｝ ｔｏｔａｉ ｏｆ

ａｐｐｒｏｘ｛獅 ａｔｅ１ｙ ２３，
０００ 三ｓ ｄａｍ ａｇｅδ．

Ｈ ｏｗｅｖｅ正， ｏ
ｆ ｔｈｅｓｅ ４．

５００

０Ｂｌｙ ａｂｏ 滋 一，
２００ 養ａｖｅ ｂｅｅｎ ｃ０Ｂぎｉｒｍｅｄ ａｓ もｅｉｎｇ ｒｅｓｐｏｎｓ三ｂ；ｅ

ｆｏζ 跳 ｅ星ｓｅ． Ｉｆ ｐｒｏｇｒｅｓｓ ｉｎ ｈｕ 猟 ａｎ ｇｅｎｅｔｉｃ畠 ｍ δ ｇｅｎｏｍｉｃｓ

ａ茎１ｏ ｗｓ 峰ｓ ｔｏ ｄｅｔｅｒｍｉｎｅ ｗ ちｉｃｈ ｏｆ言ｈｅｓｅ ４，
５００ ｇｅｎｅｓ ａｒｅ１量ｎｋｅｄ

ｔｏ ｄ…ｓｅａｓｅ
，
ａｎｄ をｈｅｎ 麦ｆ ｗ ｅ ｃｏ湿至ｄ ｄｅξｅｒ搬ｉｎｅ ｗ 養ａｔ ｐｒｏｔｅｉｎｓ 趾ｅ

榊ａｄｅ ａｎδ ｈｏ ｗ ｔｈｅｙ ａｃｔ亭ｔ
もｅｎ ｗｅ ｗ ｏｕｌｄ ｂｅ ａｂ－ｅまｏ ｕ珊ｄｅｒｓｔａＢｄ

ｔらｅ ｆｕｎｃξｉｏｎ ｏｆ １０，
０００ ｐ王ｏまｅ｛ｎｓ ａｎｄ ｆｅ汀ｅ言 ｏｕξ ａｎ壱 ａｔ言ａｃを ｔちｅ

ξｅｌｅＶａｎｔ ｇ ㎝ ｅ．

Ｃ 棚 ｃｅｒｓ ｃ 酬 もｅ ｄｉｖｉδｅｄ 麦ｎ言ｏ ξｗｏ ｔｙｐｅｓ； ｔおｅｒｅ 躯ｅ ｓｏｍｅ

ｃａＢｃｅｒｓ ｗｈ…ｃｈ ａξｅ ｇｅｎｅｔ三ｃ ｉｎ ｏｒ圭ｇ三ｎ， ｗ
ｈｉ１ｅ ｏｔ㍉ｅｒｓ 趾 ｅ ｍ ｏξｅ

嚇ｅｓｔｙ１ｅ ｒｅ１ａｔｅｄ，
ｉ
．ｅ一，ｔ

おｅｙ ａｒｅ ｃａｕｓｅｄ ｂｙ ｇｅｎｅ δａ撚 ａｇｅ ｗ ｈ三ｃも

塁ａｐｐｅｎｓ 星ξｔｅｒ ｂ…ｒξｈ．
Ｎ ｏｗ ｆｏｒ言ｈｅｓｅ ｄｉｓｅａｓｅｓ， ｗ

ｈ呈ｃお ｒｅａ茎１ｙ ｃａｎ

ｂｅ ｃ纈呈１ｅｄ １圭ｆｅｓξｙ三ｅ δ…ｓｅａｓｅｓ，
正 ｔ為ｉｎｋ 言ｈａｔ ｉｔ ｗ ｏ獺；ｄ ｂｅ ｂｅｓ言 ξｏ

ａｄｊｕｓま童ｈｅ茎ｉξｅｓｔｙ
丑ｅ．

至ｆｉ室 ｗ ｅｒｅ ｐｏｓｓ三ｂ１ｅ まｏ ｃｏｎｄｕｃｔ 棚 ｅｘａ搬ｉｎａｔｉｏｎ ｆｏｒ１圭ｆｅｓξｙ三ｅ

燃 ｅａｓｅｓ ｕｓ三ｎｇ 棚ｏｄｅｍ ◎ＮＡ ｃｈ｛ｐｓ， ｍ
ｄ ａ１圭ｎｋ ｃｏｕ１ｄ ｂｅ ｍａδｅ

ｗｉｔ為 ｉ珊ｄ１ｖｉδｕａ； ｃｈａｒ８ｃｔｅｒ１ｓｄｃｓ ｏｒ ｐ卿 ｓ１ｃａ１ 欄ａｋｅ州ｐ 蜘ｄ ａ

ｔ㈹ ｅ ａｓｓｏｃｉａｔ…ｏｐ ｆｏｕｎｄ，
ｔおｉｓ ｗｏ 戯 ｄ ｂｅ ｅｘまｒｅ ｍ ｅ１ｙ ｕｓｅｆｕ１ ｆＴ０ ｍ

ｂｏｔｈ ξｈｅ ｓｃ｛ｅｎ重欄 ｃ 細 ｄ ｃｌ｛ｎｉｃａ… ｓまａｎδｐｏ｛ｎξｓ．
Ｈ ｏｗｅｖｅｒ，

玉 ｆｅｅ】

１．Ｒヨｔ１ｏｎａ１８ 亨ｏｒｌＲ日１ＭＳ ３） 医ｘｏｅｒｐｔｓ 膏ｏｍ ｔｈｅ Ｐ 酬 ｅｌ Ｄｉｓｃｕｓｓｉｏｎ ｏｆｔｈｅ１
昌言１ＲＥｌｌＭ Ｓ Ｏｐｅｎ Ｓｙｍρｏｓｉｕｍ

■■Ｗｈ昌ｔ Ｗｅ Ｅｘｐｅｃｔ ｏテｌＲＥ１ｌＭ Ｓ
■■｛ｃｏｎｔ；ｎＵｅｄ）
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調 査 研 究 を 行 っ て、 そ の 効 能
が 証 明 さ れ た 意 ら ば、 い ず

れ代替医療に対する門戸が開かれると思います。

司 会 ： アメ リカ の 保 険 に つ い て は ど の よう に 感 じて い らっ

しゃ い ま す で しょう か。

ＳＲｌＶＡＳＴＡＶＡ： ア メリ カ で は、 予 紡 医
療 費 と い う の は 通

常、 保 険でカバーされません。 例えば子供のため の免疫

接種は疾病の伝播を予防するため

１こ、 必 須 の 項 目 で あ る と 考 え ら れ

ていますが、 従来型の保険ではカ

バ ー さ れ て お りま せ ん。

ま た、 ２ つ 目 の 問 題 は、 予 防 医

療、 そ し て
遺 伝 子 解 析 （ｇｅ鮒

捌３１ｙＳｉＳ） に 関 して ア プ ロ ー チ す る

ま二で、 邊 伝 子 か ら み て こ れ か ら 何

年かのうちに発病し得るような患者さんを同定していくこと

が重要ですが、 その同じような遼伝 子解析結 果が保険会

娃 に よ っ て 使 わ れ る こと に よ っ て、 そ の 個 人
は ほ か の 人 た

ちよりも疾病の濯患に関してより高いリスクを持っていると

い う こと に な り ま す。 そ して 現 在、
少 な くとも ア メリ カ に お

いては、 個 人を遺伝子差別ということで保 険会社から保護

するような法 律はありません。 これ
は非常に重要な問題で

して、 ここ何 年かの問には対処されなくてはならない重要

な 課 題 ど 考 え て お りま す。

爾会：研究マネジメントリーダーの眞騎先生、 ご専門は

薬理 学と伺いましたが、 眠ＥＩ互ＭＳ を研究体制としてどう
ご

ら ん に なっ て い らっ しゃ い ま す か。

眞騎：特に基礎研究の方法が変わるというものではあり

塞 せ ん。 統 合 医 科 学 と い う 立 場 か ら 考 え ると１、 患 者 さ ん に

高度の医療をできるだけ早く、 適

切な形でフィードバックさせるとい

う点で、 基礎研究 が貢献するとい

う点が亘つあります。 それからもう

至 つ は、 そ の 統 合 医 科 学 と い うこ

とに関してです。 私は薬 理学者で

す が
、
薬 理 学 は も と もと二は 臨 床 か

ら 出 て き た も の で す。 亘７世 紀、 １８

微紀のパリの病院の研究室の一角で 薬を化学的に抽出

してそれを患者さんに直綾 試すというやり方 から出発 し、

そ の う ち、 人 に 直 接 投 与 す る の で は な くて、 動 物 で
ま ず 試

して み る と い う 方 法 が と ら れ、 そ れ が ドイ ツ に 入 っ て、 実

験薬理学という形になりました。 薬理学すなわち実験薬理

学であるという伝統がずっとあるわけです。 その実験薬理

学があまり行き遇ぎて、 最近は動物とヒトとは違うという問

題も指摘されて、 別
に臨床薬理学が発達してきました。 研

究者 があまりにも先端化すると、 臨床を忘れることになり

か ね ま せ ん。 そ れ が 至 つ の 反 省 と な っ て い ま す。 現 状 の

基礎研究は非常に進歩し先端化して、 知識景がふえてい

る。 とこ ろ が、 鞠 床 ど い う 面 に ど れ だ け 注 意 を 払 っ て い る

か と い う の は、 １ つ の 間 題 で あ り、 そ う いう 視 点 に
立 っ て、

こ の ＩＲＥＨＭＳ を 見る 必 要 が あ る の で は な い かと 思 い ま す。

詞会：同じ基礎 研究の立場から、 清氷 先
生
、 先ぽ

どの

ゲソ ム プ ロ ジニ［クト の お 話 はと て も 難 し い 分 野 で す が、 い か

が で しょう か。 そ れ と、 統 合 医 科 学 に つ い て
は。

溝氷：統合医科 学、 統合医療についての構想を今日飼

人かの方から伺し＼ そういう方向で現実に動きだしている

と いう の は い い こ と だ と 思 い ま す。 し か し 研 究 者 と して は、

人間の体というのは ２万 ３千の遺伝子、 それ
がつくるタン

パク質によって基本的には設言十されていて、その働きによっ

て生命維持されていると考えていますので、 その２万 ３千

の還伝子とタンパクをまず徹底 的に知りたいわけです。 大

ざっぱな理解では人閥を理解できるわけがないし、 人瀧

が どうやって 健康 を維 持している かということもわから

な い。

病 気 に つ い て は， お そ らく 多 くの 人 は。 が ん や い わ ゆ る

生 活 習 慣 病 に 関 心 が あ る の で す が、 そ れと１は 別 に、
遺 伝

的に親から子に伝 わる病気もたくさんあります。 それ が遼

伝 子 の 数 で 遂，５００ ぐら い ありま す。 全 体 で 約 ２ 万 ３
千 の

遺伝子の申の ４
，
５００ のどれかに傷がつけば必ず発症する

と い う 病 気 が 知 ら れ て い ま す。 た
だ し、 ４，５００ の 申 で も、

病気 の 責任 遺 伝子と１して確 定して いるの は、 実 はまだ

１
，
２００ ぐ ら い で す。 とト の 遺 伝 学、 あ る い は ゲノ ム 学

が 進

歩 す る に つ れ て、 そ の ｛，５００ に つ い て
確 実 に 責 任 遺 伝 子

を つ か ま えて、 そ れ ぞ れ が ど ん な タ ン
パ ク 質 を つ くっ て ど

ん な 働 き を して い る かと１いう こと が わ か れ ば、 １０ 万 と い わ

れ る タ ン パ ク 質 の 機 能 も お お む ね わ か っ てく る と 考 え、

ユ 個 １ 姻 の 遺 伝 子 に つ い て、 しら み つ ぶ し に ア タック して

い る わ け で す。

」 方
，
が ん に つ い て で す が、 遺 伝 性 の もの もあ りま す し、

牛活習慣的な、 要するに生まれてから後の遺伝子の傷の

つ き 方 で 起 こ る も の も あ る の で、
そ れ は 分 け て 考 え ま す。

それから、 本当に生活習慣病という名 がつくような病気は

生活習慣を直せばいいと、 私なりに考えてい
ます。 いずれ

生活習慣病について近代的な ＤＮＡ チップで調べて、 個人

差 と か 体 質 と１い うよ う な も の に つ な げ て い っ た と き に、 本

当 に き っ ち りし た ア ソ シ エ ー ショ ン （関 達） が つ け ば。 サ

イ エ ン ス ど して も 医 療 と し て も 非 常 に 有 効 に な る で しょう。

し か し、 ま
だ ま だ 遠 い と い う 感 じ が しま す し、 何 人

か の 方

が お っ しゃ っ て い た よう に、 ｐｅｒＳＯ胴ｈＺｅｄ ㎜ｅｄ１Ｃｉ鵬 と１い う

の は か な りコ ス ト が か かる の か な と１い う 聞 題 を どう や っ て 解

決 して いく かと いうよう な 課 題 が あ る の で は な い で しょう か。

だ か ら と い っ て 香 定 的 に 言 っ て い る の で は な く、 基 礎 医 学

としてもまだまだ統 含されていませんし、
豪してや基礎 医

学の成果が 臨床 医学につながるトランスレーショナルなと

ころ に ギ ャッ プ が あり、 そ こを きっ ちり 埋 め て い くと いうこ
と

似

１．１輿ＥｌｌＭ Ｓ の 轄 色 ３） 公 闘 シン ポ
ジ ウムパ 苓ル ディスカ ッショ ンより 欄 Ｅ 洲 Ｓ に期 持 する もの』（つ づ き）
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１５

ｔむａｔ芭ｈ麦ｓ ｄａｙ ｉｓ ｓｔ三１１ ａｌｏｎｇ ｗａｙ ｏｆｆ， ｐ撚ｔ
１ｙ らｅｃａｕｓｅ ｗｅ ｓξｉｎ

Ｂｃｅｄ ｔｏ ｔａｃｋｌｅ ｔｂｃ ｉｓｓ 鵬 ｏｆ ｈｉｇｈ ｃｏｓｔｓ ａｓｓｏｃｉａｔｅｄ ｗｉ言ｈ 室ｈｅ

ｉｍ ｐｌｅ ｍ ｅｎｔａｔｉｏｎ ｏｆ ｐｅｒｓ０Ｒａ１ｉｚｅｄ 榊ｅｄｉｃｉｎｅ，
ｂ哺ｔ ｔわｅ ｂａｓｉｃ

搬 ｅｄ三ｃａｌｓｃ…ｅｎｃｅｓ ｈａｖｅ ｙｅｔｔｏ もｅ ｉｎｔｅｇｒａｔｅｄ， ａｎ
ｄ ξｈｅｒｅｉｓ ｓをｉＨ ａ

ｇａｐ １ｎ ｔｈｅ ｔ正ａ 閉１ａｔ１ｏｎ ｏ
ｆ～ｅｓ邊玉ｔｓ 釘 ｏ棚 ｂａｓｉｃ 鵬 δｉｃａ１ ｓｃ１ｅ正ｃｅｓ

ξｏ ｃ王ｉｎｉｃａｉ ｍ ｅｄｉｃｉｎｅ．
Ｉｔｈｉｎｋｔ鉦ａｔ｛ｎｔｅｇｒａまｅｄ 榊ｅｄ１ｃａ１ ｓｃｉｅｎｃｅ …ｓ

ｎｅｅδｅｄ ｔｏ デｉ鐵 妻ｎ ｔおｉ害 ｇａｐ。

胸 ｄｅ 榊 Ｏ〒： Ｎｅｘ室、
Ｉ ｗｏｕ茎ｄ 脈 ｅ ｔｏ ａｓｋ Ｄ£ Ｍ ＡＴＳＵＯ ＸＡ，

ｐ王ｏｆｅｓｓｏｒ ｏぎ ＩＲ Ｅ玉至 Ｍ Ｓ ｔｏ ξａ１ｋ ａもｏｕｔ ｔｈｅ ｅｘｐｅｃ宣ａ言ｉｏｎｓ
ｆｏｒ

三ｎξｅｇ 榊ｅｄ ｍｅｄｉｃｉ 附

洲 町 ＳｕＯ ｍ ：Ｉｓｐｅｎｔ ８ｐＰζｏｘｉｍａξｅ至ｙ ｆｉｖｅ ｙｅａ王ｓｓｔｕｄｙ三ｎｇ ｉｎ

ｔｈｅ Ｕｎｉｔｅｄ Ｓξａまｅｓ，
星ｎｄ 王ｅ触 ｍ ｅｄ ξｏ Ｊａｐａｎ ２董 ｙｅ打ｓ ａｇｏ．

Ａ言ξｈａｔ

ｔ 械 ｅ
，
ξｈｅ ｔｅｒｍ

“
９ｅ珊ｅ室ｉｃ ｄ１ｓｃｒｉ鰍ｉｎａまｉｏｎ

”
ｗａｓ ｃｏｍ１ｎｇ ｉＢｔｏ ｕｓｅ

１ｎ ｔｈｅ Ｏ ｎ｛ｔｅｄ Ｓ 倣 ｅｓ．
Ａｓ ｓｏ ㎜ｅｏ 鵬 ｗ養ｏ ｉｓ ｅ珊ｇ罰ｇｅδ ｉ皿 ｇｅηｅξ

ｉｃ

ａｎａ至ｙｓｉｓ，
Ｉ をｏｏｋ ｎｏｔｅ ｏｆ ｔｈｉｓ ｓｉｔ汕 ｔ三〇ｎ． Ｕｐｏｎ ｍ ｙ ｒｅξｕ ｍ ｔ０

ＪａｐａＢ，
Ｉ ｗ ａｓ ｄｅ言ｅ ㎜ ｉＢｅｄ ｔｏ ｓｅ言ｕｐ ａ ｓｙｓｔｅ ㎜ ｗｈ…ｃ陰 ａ

１三〇 ｗｅｄ ｕｓ

ｔｏ ｅ箭ｅｃ言ｉｖｅ至ｙ ａｎ星１ｙｚｅ ｄｉｓｅａｓｅ 舶 ｃｔｏｒｓ
ｆｏｒ ｏｕｒ ｐａｔｉｅｎｔｓ ｗ 池 ｏ 滋

ｃｒｅａξｉ螂ｇ ｔｈｅ ｐｏｔｅｎｔ
｛ａ一多ｏｒ ｇｅｎｅｔ麦ｃ ｄｉｓｃ正ｉｍ…ｎａξ…ｏｎ．

Ａ里ｓｏ，
Ｉ ｆｅｌξａ

ｎｅｅ “ ｏｒ ｅｓをａ舳ｓｈ１㎎ ｃｅ１ｌｌ１ｎｅｓ ｆｒｏ棚 ｂ１ｏｏｄ ｓａ㎜ｐｌｅｓ 纈ｓ ｈａδ

１〕ｅｅｎ ｄｏｎｅ ｂｙ まｈｅ ＮＩＨ ａｎｄ Ｉ ｃｏｎ言ａｃｔｅｄ ㎜ａｎｙ ｄｏｃｔｏ江ｓ ａｂｏｕｔ

ｔ養ｉｓ 椰 ａｔｔｅ£ Ｕ ｎｆｏｒξｕ ｍｔｅ１ｙ，
㍑ ｉｄ ｎｏｔ ｇｅｔ ｍ 註ｃｈ ｏｆ ａ ｒｅｓｐ０Ｂｓｅ，

畳ｎδｓｏＩｅ搬ｂａｒｋｅｄ ｏ い ｈｅｔａｓｋ ｂｙ ｍｙｓｅ；ｆ． 腕 ｓ１ｃａ
ｌｉｙ，
Ｉｄ三ｄ ｍξ

ｇｏ ｏｕξ 榊 ｄ ａｓｋ ｆｏｒ ｓ星ｍ ｇｌｃｓ． Ｒａｔ益ｅｒ Ｉ ｃｏ１董ｅｃｔｅｄ ξ
ｈｅ ｍ ｉ列 言ｈｅ

ｃｏｕｒｓｅ ｏぎ ｍ ｙ ｎｏτｍ ａ呈 ｍｅｄ１ｃａｌ ｐｒａｃ雀
ｉｃｅ． Ｏｎｅ

ｄａｙ い ｕ ｍ ｅδ

ａｒｏｕｎ壱 ｔｏ ｄｉｓｃｏｖｅ正 ξｈａｔ ｗ ｅ ｈａｄ ｃｏ１茎ｅｃをｅｄ ｃｅｌｌ ｌｉ 鵬 ｓ ξｒｏ ｍ

４
，
０００ ｐａｔｉｅｎｔｓ，

ｗｈ…ｃお ｉ竃 ａ ｃｏｎｓ１ｄｅ獺 ｂ１ｅ ａ ｍｏｕｎξ三蘭 ξｈｉｓ ｆ三ｅ；ｄ．

Ｇｅｎｅξｉｃ ａｂｎｏすｍａ 洲 ｅｓ ａ１ｍｏｓｔ ａ茎ｗ ａｙｓ １ｎｖｏ１ｖｅ ｏｎｅ ｏξ ｔ為ｅ

ｐａｉξｓ ｏｆ ｇｅｎｅｓ 舵ｃｅ｛ｖｅδ ｆζｏ ｍ ｅ 搬 ｅｒ ｏｆ ξｈｅ ｐ酊 ｅｎｔｓ もｅｃｏ ｍ
ｉｎｇ

ｄ 榊 ａｇｅｄ ｏｒ ｄｅｆｅｃｔｉｖｅ １ｎ ｔ益ｅ ｐａ｛ｉｅｎま、Ｉ ｎｏｔ１ｃｅｄ
１ｎ ｔｈｅ ｃ ㎝ ぎｓｅ ｏｆ

ａｎａｌｙｚ１ｎｇ ｇ ㎝ ｅ ａｂ珊ｏ ㎜ ａｌｉｔｉｅｓ ｌ
ｈａｔ １ｆ ｂｏｔｈ ｐａｉｒｓ ｗｅｒｅ ａらｎｏｒ－

ｍａｌ，
ｔｈｅｎ セｈｅ 鮎 鮒 ｗ ｏｕ三ｄ ｄｅｖｅｌｏｐ 昼 ｓｅｖｅｒｅ ｄｅｖｅｌｏｐ 榊ｅｎ言ａ三

ｄｅｆｏｒｍｉ言ｙ ｔｈａξ ｉｓ ｉｎｃｏｍ ｐａｔ圭も茎ｅ ｗｉｔ益 １｛ｆｅ、
細 ｏｗｅｖｅζ，

言ｈｅｒｅ ａｒｅ

ｍａｎｙｔｙｐｅｓ ｏｆ 伽 ｏ ㎜ ａｌ１ｔｉｅｓ ｗｅ ｃ棚 ｓｅｅ ａ鰍 ㎝ ｇ Ｐａｔ１ｅＢｔｓ ｗ
ｈ０

ｈ昼ｖｅ ａ 飴 ｆｅｃｔｉＲ ０ｎ…ｙ ０Ｂｅ ｏ
ｆ をｈｅ主ｒ ｐａ｛ｒｓ； ｗｅ ｓｅｅ ｖ 趾ｉａｔ｛ｏｎ 三ｎ

ｔ養ｅ ｐｂｅｎｏｔｙｐｅ ｏ
ｆ ＆ｂｎｏ正㎜ ａ 舳 ｅｓ－

Ｆｏｒ ｅｘａｍ ｐ１ｅ，
ｔｋｅｒｅ ａぎｅ ｍａｎｙ

ｐｅｏｐ
１ｅ ｗ ｅ ｓｅｅ ｗｉξｈ ３０，

０００ ｂａｓｅｓ ｄｅｌｅｔｅｄ 三ｎ ξｈｅ ｒｅｇｉｏｎ ｏｆ ３０

ｇｅｎｅｓ．
Ａ 棚 ｏｎｇ ｔｈｅ ｍ， ξ

ｈｅｒｅ ａｒｅ ｉｎｄ呈ｖ三６ｕａ１ｓ ｗｈｏ ｅ 池 三もｉｔ

ａｂｓｏｌｕｔｅ１ｙ ｎｏ ｐｒｏｂｌｅ棚 ｓ ａｔ 纈呈一， ｗ
ｈｉ玉ｅ ｏｔｈｅｒｓ 趾ｅ ｅｘ ㈱ ｍ ｅ１ｙ ｉ１…．

Ｉ珊 ｃｏｎ言ｒａｓ言，
ｔｈｅｒｅ 皿ｅ ｓｏ 鰍ｅ ｐｅｏｐ］ｅ ｗ ちｏ ちａｖｅ ｍ 棚 ｙ ｐｒｏｂ１ｅ搬 ｓ

ｗｉ言ｈ ０Ｂ１ｙ ａ ｓｉｎｇ１ｅ もａｓｅ ｃｈａｎｇｅ
ｉｎｔｈｅ ｓａｍ ｅ ｒｅｇ

ｉｏｎ．

Ｉ Ｃａ ｍｅ 芝０ ｔ養ｉＳ Ｓｔ 舳 １麦ｎｇ ｒｅａｌｉＺａｄＯｎ ａｂＯｕｔ ｔｅＲ ｙｅａＴＳ ａｇＯ

ｗｈｉ１ｅ ｐｅｒ
ｆｏｒ搬三控ｇ ｄｅｔａ……ｅδ ｇｅｎｅｔｉｃ ａ恋ａ１ｙｓｉｓ 棚 δ ｔζｅａｔｉｎｇ

ｐａｔｉｅｎｔｓ， 蜘
ｄ Ｉ もｅｇａｎ ξｏ 言ｈｉｎｋ ｔ貞ａｔ ｗｅ 鵬ｅ壱ｅ６ 言ｏ ｐｒｏｖ妻ｄｅ

ｃｏ ｍ ｐｒｅｈｅｎｓ三ｖｅ ｃｏｕ列ｓｅ……ｎｇ。
玉 ａｐＰｒｏａｃｈｅｄ ｏ口ｒ ｕｎ壬ｖｅｒｓｉｔｙ

ａらｏｕｔ ｓｅ主ｔｉｎｇ ｕｐ ｓｕｃも ａ ｐｒｏｇｒａｍ ａｎｄ ｔｈｅｎ ａｐＰｒｏｘｉｍ 舳
至ｙ

ｓｅｖｅｎ ｙｅａξｓ ａｇｏ 玉 ｏｇｅｎｅｄ ａｎ ｏｕ言ｐａｔ｛ｅｎ言 ｃｏｕｌｌｓｅ
王ｉｎｇ ｓｅｒｖ｛ｃｅ

ｂａｓｅｄ ｏｎ 言ｈｅ 搬 ｍ ｃｏｎｖ三ｃ言｛ｏｎ ξｈ星ｔ 言ｈｅ ｎｅｅｄｓ ｏｆ ｔらｅ ｐ星ｔ圭ｅＢｔｓ

ｍ 滅 もｅ ａｔ ｔｈｅ ｃｏｒｅ ｏｆ ｏ 皿 ａｃξｉｖｉｔｉｅｓ．
Ｗ ｅ ｈａｖｅ ｉｎｃｒｅａｓｉ ㎎ ｌｙ

ａｔξｒａｃξｅｄ ｐａｔｉｅ羽ｔｓ 計ｏ 棚 星ｃｒｏｓｓ ｔおｅ ｃｏ訂ｎｔｒｙ， ａη
ｄ ｕｐ をｏ ｎｏｗ ｗｅ

ｈ８ｖｅ ｗ ｏｒｋｅｄ ｗ｛ｔ註 ａｐｐｒｏｘ…搬ａξｅ
ｉ
ｙ
３００ ｉ■ｄｉｖｉδｕａ－ｓ，

Ｏ ｕｒｒｅｓｕ１をｓ

ｈａｖｅ ｒｅｖｅａｌｅｄ ｐａｔ三ｅｎｔｓ ｗｉまｈ ３０ ｍｉｓｓ圭ｎｇ ｇｅｎｅｓ， ａｎ
ｄ ｏｔ誌ｅｒｓ

ｗｉまｈ ２０ ｍ１ｓｓｉｎｇ ｇ㎝ｅｓ ｗ為ｏ ｈａｖｅ Ｗｉｌｌｉ３ｍｓ ｓｙｎｄｒｏ棚ｅ． Ｗｅ

榊 ｅｒｇｅδ ８ｓ ｔｈｅ 鰍 ａ１ｎ ｃｅｎｔｅｒξｏｒ ｔわｅ ｔｒｅ 榊 ｅｎｔ ｏｆｔ註ｅｓｅ ｇｅｎｅｔｉｃ

δｉｓｅａｓｅｓ． Ｗｅ ａｌｓｏ 養ａｖｅ ａｃｈｉｅｖｅｄ ｇｏｏｄ ｒｅｓ湿１ｔｓ ｗ
１ｔ註 ｐ＆ｔ…ｅｎ言ｓ

ｗｈｏ ｈａｖｅ ｈｅ 痂 ｄｉｓｅ星ｓｅ ｉＢ ｔ養ｅ ｆｏｒｍ ｏｆｆａｍ１ｌｉａ け ｙｐｅｒｔ至ｏｐｈｉｃ

ｃａ歪ｄ麦ｏ ｍ ｙｏｐａｔｈｙ． 丁
訂ｉｓ ｃｏ篶ｄｉｔ１ｏｎ １ｓ ｔｈｅ ｒｅｓｕ１ｔ ｏｆ ａ ｓ三ｎｇ至ｅ ｇｅｎｅ

ｍ ｕｔａｔ１ｏｎ ａｎｄ ｃａｎ ｂｅ ａ ｃａｕｓｅ ｏｆ ｓｕｄ６ｅｎ δｅａξｈ．
亘 言ｈ１ｎｋ ξｈ研 ｅ

㈱ 鰍ａＢｙ ｐ星ｔ１ｅｎｔｓ ｗ養ｏ 昼ｒｅ ａｔｔｅｎδｉｎｇ 在ｈｉｓ ｓｙｍｐｏｓ｛ｕ棚 言ｏ曲 ｙ，

舳 ｄ ａ榊 ｏｎｇ 辻ｈｅ ｍ ｉｓ ａ ｐａｔｉｅｎ言 ｗおｏ ｉｎ ｔｈｅ ｐａｓを ｎｅｅ
ｄｅｄ ｔｏ 重ａｋｅ

ｔ汰 ｅ㊦ ｂｅξ罰一ｂｌｏｃｋｅｒ ｔａｂ１ｅｔｓ，
ξｈｒｅｅ 言ｉｍｅｓ ａ δａｙ，

ｂｕｔ ｔｏｄ盆ｙ ｓｈｅ

ｈａｓ ｒｅｃｏｖｅｒｅｄ ξｏ ξｈｅ ｅｘｔｅｎｔｔおａｔ ｓｈｅ ｏｎ１ｙ ｎｅｅｄｓ ｏｎｅ ｔａｂｌｅｔ ｏｒ

ｃａｎ ａ三翻 ｏｓｔｄｏ ｗｉ言ｈｏｕｔξｈｅｍ．
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が、 統 合 医 科 学 に 要 求 さ れ て い る こと だ と 思 い ま す。

司 会 ： そ れ で は、 ＩＲＥＨＭＳ 教 授 の 松 岡 先 生。 統 合 医 科

学の期待について豪ず伺いたいのですが。

松 闘 ： 私 は、
約 ５ 年 間 アメリ カ に 留 学 して、 ２ユ

年 前 に

ヨ 本 に 嬬 っ て き ま し た。 アメ リカ で は 当 時、 遺 伝 子 差 別 と

い う 言 葉 が 流 行 し て お りま した。 そ れ を 見 る に つ け、
私 臼

身 が遺伝子解 栃を 行う立場で、 Ｂ本に帰ったら、 遺伝子

藻別でないスタイルでかつ 患者さんに有効な病因の解明

効 で き る、 と い う よう な 体 制 を つくり た い と 思 っ て おり ま し

汽。 帰 国 して い ち 早く、 Ｎ 胴 で 既 に や っ て い た 患 者 さ ん の

搬液から細泡株を樹立することからやらなければいけない

の だ ろうと１いうこ とで、 多く の 先 生 に も お 声 を か け て み た の

で す が、
あ ま り 反 応 が あ りま せ ん で し た。 そ こ で 私 は 独 自

に 始 め ま した。 基 本 的 に は、 お 願 い して 集 め た の で は な い

の で す が、 自 然 に 集 ま っ て き ま し て、 振 り 返 っ た ら こう いう

分野ではかなり大芙錆模な ４，ＯＯＯ 人の
患者さんからの細胞

練 が 集 ま って い ま し た。

遠伝子異常といっても両親からの二組のうちの一・方にだ

け 傷 が あ る と か 欠 損 して い る と い うこと が ほ ど んど で す。 両

汽 が 異 常 だ と、 ほ
と ん ど 生 ま れ る 豪 で に 至 ら な い．

重 篤 な 発

宅簑常をもたらすからです。 こういった還伝子の異常を解

事掃していて気がついたのですが、 半分
だけ欠損している患

讃きんにおいてはいろいろなタイプの方がい塞す。 例えば

蜘 燭の遺伝子領域の ３万塩基が欠損している方にも、 い

る い ろ な 方 が い らっ しゃ る の で す。 同 じよう に 欠 損 して い て

も舛の問題もなく過ごされている人もいるし、 重篤な状態

の 方 も い る。
一 方 で は、 そ の よ う な 領 域 の う ち の た っ た １

鰯の塩基の異常で、 いろいろな問題が起こっている方もい

豪 す
。

遺伝 子を詳細に解析し、 患者さんを診ていてそのような

こと に 気 付 き、 カ ウ ン セ り ン グ を しっ か りと す べ き だと 考 え

て 実 際 に 始 め た の が、 約 亘Ｏ 年 前 で す。 患 者 さ ん を 申 心 に

考えると１いうしっかりと１した姿勢がなければいけないという

こと で、 カ ウ ン セ リ ン グ の 外 来 を ７ 年 ぐら い 読 か ら 大 学 に

お 願 い して 開 か せ て い た だ き ま し た が、 全 国 か らど ん ど ん

患 者 さ ん が 集 豪 る よう に な り、
今 で は もう ３００ 人 ぐら い に

な っ て お り ま す。 そ の 結 果、 ３０ 姻 も 還 伝 子 の 足 りな い 患

着さんと１カ＼ ２０ 個も足りないウィリアムズ症候群の患者さ

ん に つ い て の 日 本 の セ ンタ ー 的 存 在 に な っ て しま い ま した。

それから、 ユ 個 （塩基） だけの遼伝子の異常による心 臓

の病気で、 突然死の原因といわれる家族性の馳大 型心 筋

症の方も結構よくなってしまう例があります。 本臼この会に

ご出席のなかにも患者さんがたくさんいらっしゃると患いま

す が、昔 は
べ 一 タ ブ ロ ッ カ ー を 旦 日 ３ 錠 も 飲 ん で い た 人 が、

今 は たっ た １ 錠 で よく、
もう ほ ど ん ど 飲 ま な くて も い い と い

うぐらい回復されているという実例 があります。

それで気がついたことなのですが。 遺伝子 二組のうちの

一組に ３０ 個もの欠損がある患者さんたちの多くに高脂血

症 な ど 糖 と君旨質 代 謝 の 異 堵 が あ っ た の で す。 そ こ か ら、 こ

ういう人たちでもよくなるのなら、 １ 個 （塩基） だけの遺伝

子の 異常をもつ患者さんや、 先ぽど永井先生がおっしゃっ

たような働き盛りの半数は生活習 憤病と替われているＥ１本

人 人 口 工 億 ２，５ＣＯ 万 人 の 方 々 の 予 防も で き る の で は な い

か と思、し＼ 統 合 医 稀 学 の 考 え が 出 て き たと１い う わ け で す。

司 会 ： 高 垣 先 生 が 話 し て い た ｃｏｍｐｌｅ㎜ｅｎｔａｒｙａｎｄ

ａｌｔｅｍａ榊ｅ ｍｅｄ１ｃｉ汀ｅ（ＣＡＭ〕 の サ プリ メ ン ト な ど の 問 題 は

い か が で しょう か。

松闘：私自身は、 サ
プリメントでもこれはと患うものにつ

いては動 物実験をしっかりやって、 安全性テストで確認し

て 患 者 さ ん に お 勧 め して い ま す。 た だ、 患 者 さ ん は ほ と ん

どの方がなんらかのサプリメントを用いていらっしゃるとい

う の が 現 実 で す。 そ の よう な 状 況 か ら 考 え て、 真 正 繭 か ら

ＣＡＭ に も 取り 組 ん で い き た いと 患 って おりま す。

司 会 ： 先 ほ ど ＣＡＭ の お 話 を し て い た だ き ま し た

亙ＲＥＨＭＳ 教 授 の 高 垣 先 生 か ら ご ら ん に な っ て、 い か が で

し よう。

高 垣：今、 松鰯先生 の方からおもしろい 指摘があった

わ け で す け れ ど も、 遺 伝 子 に 傷 が あ っ て も、 患 者 様 に よっ

て発病する方も発病しな い方もい

らっ し ゃる と い う 点 で す。 先 ほ ど 会

場から至つ 良い質問が出たのです

が
、 脳 神 経 の こと二を き ち んと二や ら

なければいけないのではないかと

い う 鶴 指 摘 が あ り 豪 し た。 実 は、

昨 年 『ネ イ チ ャ ー ・ ニ ュ ー ロ サ イ

エ ン ス （Ｎａｔｕｒｅ Ｎｅ鮒 ＯＳＣ圭ｅｎＣｅ） ７

巻 ８ 号 ８４玉 頁、 ２００４ 年１ と１い う 雑 誌 に、 １ っ お も しろ

い 例 が あ りま し た。 母 親 が 非 常 に 子 育 て が うま い ラ ットと、

下手な母親が育てた場合との比較です。 脳の海馬と呼ば

れ る 場 所 の グ ル コ コ ル チ コ イ ド（ｇｌｕＣｏＣＯｒｔｆＣＯｉｄ） と 浮 ば れ

るホルモンのレセプターが、 子
育てがうまい親の子 側こ量

が 多 い。 母 親 が 丁 寧 に 育 て る こと１に よ っ て、 遺 伝 情 報 に 一

種の警き込み が起こり （実は ＤＮＡ のメチレーションが外

れ）、 そ れ で グ ル コ コ ル チ コ イ ドの レセ プ タ ー の 量 が 多く な

り、 そ の 結 果、 ス ト レ ス に 強 く な りま す。 し か も、 どう いう

わ け か、 そ の 子 は ま た 子 育 て がう ま い。 そう い う 報 告 が あ

りました。 これは世界申を驚かした研究です。 後 天的に遺

伝」溝 報 に 警 き 込 み が 起 こ っ た。
どこ豪 で 本 当 カ＼ ま だ い ろ

い ろ 実 例 を 確 認 しな け れ ば い け な い け れ ども、 こ れ は、 清

水 先 生 の よう に一・生 懸 命、 ゲ
ソ ム を 研 究 さ れ て き て、 膨 大

な塩基配列の、 いわぱ辞書をおつくりになった方々の努力

があって初めて見えてきたことです。 同じ遺伝素 顕を持っ

ていても、 生活が違い環境が違えば人問は変わるかもしれ

な い と い う 考 え が あ り、 そ れ を ｅｐｉｇｅｎｅｔｆｃｓ （後 生 遺 伝）、

プ
始
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ｅｎｌｅｒｇｉｎｇ ｆｉｅ…ｄ ｏｆ ｒｅｓｅａｒｃ㍉ ｃａ１…ｅδ ｅｐ｛９ｅｎｅまｉｃｓ．
Ｅｇｉｇｅｎｅｔ妻ｃｓ

養ａｓ ｄｅｖｅ玉ｏｐｅｄ ａｓ ａ ｒｅｓｕ１言ｏｆｔｈｅ ｕｎ…ｏｃ吏ｉｎｇ ｏｆｔｈｅ ｇｅｎｏｍ ｅ－

Ｉ 註ａｖｅ らｅｅｎ ｃｏｎｄｕｃξｉｎｇ ζｅｓｅ星ｒｃ
ｈ ｉｎｔｏ ｔｈｅ ｇｅ列ｅｔｉｃｓ ｏぎ

妻欄 ｎｌｕｎ三ｔｙ，
ａｎｄ 芝ｈｅ ａｄａｇｅ 曲 ａｔ

“三１；ｎｅｓｓ ａｒ量ｓｅｓ 紺ｏ㎜ ξｈｅ ｓｐｉｒｉｔ
”

ｓｅｅｍ ｓ，ｕｎｅｘｐｅｃｔｅ
ｄｌｙ，ｔｏ

ｂｅ ｔｒｕｅ ｔｏ ｓｏ ｍｅ ｅｘ言ｅｎむ Ａ ｗｉｄｅ ｒａｎｇｅ

ｏｆ ｅｖｉｄｅ孤ｃｅ ｉｓ ｌｌｏ ｗ ａｐｐｅａｒ｛ｎｇ ｔｏ 胸 ｐｐｏｒξ 童養三ｓ 量ｄｅａ．
Ｔｈｅ

ｎ星ｓｃｅ鮫 星ｃａδｅ棚ｉｃ ｆｉｅｌｄｓ ｏｆ ηｅｕｒｏｉｍ ｍ 響犯ｏｌｏｇｙ ａｎｄ ｎｅｕｒｏｅｎ－

ｄｏｃｒｉｎｏ１ｏｇｙ ａｒｅ ｎｏｗ ｂｅｉｎｇ ｒｅｃｏｇｎ三ｚｅｄ ａｍ ｏ列ｇ ｓｃｉｅｎｔｉｓｔｓ ａＢｄ

ｈ星ｖｅ 流ｅｉｒ ｏｗ ｎ 昼ｃａδｅ鰍ｉｃ ｓｏｃｉｅｔ三ｅｓ． Ｆｏｒ ｅｘａｍ ｐ
三ｅ，
ｔｈｅ ｎｕ澱 ｂｅｒ

ｏｆｉｙ棚ｐ養ｏｃｙξｅｓｃ棚 磁ｆｆｅｒｉｎ ｐａｔｉｅｎｔｓ ｗｉｔｈｔｈｅｓ星珊ｅ ｄｅｇｒｅｅｏｆ

ｃ 蜘 ｃｅξ；ｉｆ ｏ 鵬 ｐａ言ｉｅｎま もｅｌ…ｅｖｅｓ おｅ ｗ…ｌｌ ｂｅ ｃ 淑ｅδ ａｎδ 盆皿ｏｔｈｅｒ，

ｐｅｓｓ三㎜｛ｓξ圭ｃａ王茎ｙ，
ｂｅ夏呈ｅｖｅｓ ｈｅ ｗｉ１１ ｄｉｅ， ｓ

曲 ｓｅｑｕｅ械至ｙ， ｔ
ｈｅｓｅ

ｐａ言ｉｅｎｔｓ ｗ１ｌ… ｓｈｏ ｗ ｄ１ｆｆｅｒｅｎｔ ｏｕｔｃｏ ｍｅｓ。 悩 ｅｒｅ 駆ｅ ｓｏ ｍｅ ｖｅｒｙ

概 ｙｓまｅｒ｛ｏｕｓ ξｈ三ｎｇｓ ｇｏｉｎｇ ｏｎ ｈｏｒｅ ｂ滅 ＢｎａＨｙ， ｗ
ｉ芝ｈ まｈｅ ｃｒｅａｔｉｏｎ

ｏｆ ｔｈｅ ｄｉｃｔ云ｏｎａＷ ｆｏｒ ｔ養ｅ 養ｕ ｍ昼ｎ ｇｅｎｏ ｍｏ Ｄ Ｎ Ａ ｓｅ Ψ ｅ珊ｃｅ，

ｔ嚢ｅｓｅ ｍ ｙｓｔｅｒｉｅｓ ｃａｎ ｂｅ ｅｘａ ｍ三ｎｅｄ 芒ｈｒｏじｇｈ ξｈｅ ；ｅｎｓ ｏｆ ｓｃｉｅｎｃｅ、

玉 ｂｅ１ｉｅｖｅ ｔ註ａｔ ｗｅ 概ｅ ｏもｓｅ 岬ｉｎｇ ｔｈｅ ｄａｗｎｉＲｇ ｏｆ 齪 ｎｅｗ ａｇｅ．
ＩＢ

ｔｈヨｓ ｓｅｎｓｅ
， Ｐ
呂説ｉｃｕｌａｒ；ｙ ｉ列 ｔｈｅ ｃａｓｅ ｏｆ １Ｒ正三蔓Ｉ 泌 Ｓ， ξ

ｈ…ｎｇｓ ｔ誌ａｔ

ｈａ壱 ｈｉｔｈｅｒ［ｏ ｇｏｎｅ ｃｏ 榊ｐ１ｅｔｅｌｙ 緕ｎｎｏξｉｃｅｄ ｂｙ ｒｅｓｅ＆τｃｈｅｒｓ ａｎδ

ｓｃ｛ｅｎｔｉｓ言ｓ ａｒｅ ｂｅ量ｎｇ ｔａｌｋｅｄ ａｂｏｕま、 Ｆｏｒｔｕｎａ言ｅｉｙ， ｗ
ｉ言ｈ ｔ養ｅ ｃｅ茎１

三ｉ珊ｅｓ ｗｈｉｃｈ ｈａｖｅ ｂｅｅｎ ｐｒｏｖｉ６ｅｄ ｂｙ ｐａｔ…ｅｎｔｓ 脚 ｄ主ｈｅ ｇｅｎｏｍ１ｃ

三ｎｆｏｒｍａ主ｉｏ羽 曲 ｔＨ圭ｎｅｄ ｆｒｏ ｍ ｔｈｅｉｒ Ｄ Ｎ Ａ， ｗｅ ｃ
蜘 ｔｏｓｔ ｓｏｍ ｅ ｏｆ

汰 ｅ 列ｅｗ 多ｉ列ｄ…ｎｇｓ．
１言 ｉｓ ｍ ｙ ｆｅｅ】｛Ｒｇ 池 ａｔ ｔｈｅ ｓｔ正ｅｎｇｔｈ ｏｆ

服 Ｅ１玉Ｍ Ｓｉ１ｅｓｉｎξｈｅ ｃｅ１沁 ａ放 ｗｈ１ｃ ポ ｓａｒｅｍａｒｋａｂ１ｅ ａ㏄ｏ醐一

ψ ｓ糞ｍｅｎξ■重１ｓｔおｅ ｆｒ淋 ｏｆ ２０ ｙｅ昼ζｓ ｏｆｌａｂｏ歪 ｏ苅 ｔ為ｅ ｐ 航 ｏｆ

ｒ）ｒ－
Ｍ Ａ ∬ Ｕ Ｏ ＫＡ ｓｉｎｃｅ ｓｈｅｒｅｔｕｍｅｄｔｏＪａｐ棚．

洲０ｄ叡ａ胸【： Ｄｒ． Ｃ ＹＯ ＮＧ ｃｏ戯ｄ ｙｏｕ ｔａｌｋ ａｌ…ｔｔ三ｅ 星ｂｏ滋 ｔｈｅ

ｓｐｅｃｉａ王圭ｚｅｄ 趾ｅａ ｏｆ
“
ｍ圭ｂｙｏｕ

”
．

Ｃｙ０ 柵 ＝１まｈ１ｎｋｔるａｔ 磁ｅ 交ｎｏｗ－ｅ 迦ｅ ａｎδ ｗｉｓｄｏｍ ｅｍｂｏｄｉｅｄ

三詞 Ｅａｓ重ｅｍ ｍｅｄｉｃｉＢｅ ｃａｎ ｂｅ ｏｆ ｕｓｅ ｉＲ ｔ註ｅ ｅ㎜ ｅｒｇｅｎｃｅ ｏξ ξｈｉｓ

ｎｅ ｗ 泌 ｅａ ｏξ 三ｎ言ｅｇｒａξｅｄ ｍｅ 磁ｃ昼１ ｓｃ三ｅｎｃｅ｛．
玉 ｂｅｌｉｅｖｅ ｉｔ ｗ妻１１ ｂｅ

鶯ｓｅｆｕ１ｉ列 ξｗｏ ａｒｅａｓ－ Ｔちｅ ぎｉｒｓｔｉｓ ｉ列 をｈｅ ａｒｅａ ｏｆ ｈａｒδｗ ａｒｅ， 脳 ｃ
ｈ

註ｓ王（星棚 ｐ０ Ｈｎｄ ａｃ侵ジｕｎｃｔｕｒｅ． Ｔｈｅｓｅ ｔｂｅｒａｐ…ｅｓ ａξｅｉｎｃｏ η ｏｒａｔｅｄ

１ｎ ｍ ｏｄｅ ｍ 燃ｅｄｉｃｉｎｅ．
ξｏξ ｅｘａ棚 ｐ茎ｅ，

ｔｈｅ 愉 ｕｇ Ｔａｍ
ｉｆｌｕ ｉｓ

ｅｆ多ｅｃｔ妻ｖｅ …ｎ ｔらｅ ｔｒｅ齪宣胴 ｅＤｔ ｏｆ 妻ｎｆ１㍊ｅｎｚａ， 割Ｒ
ｄ ｂａｓ ｂｅｃｏ 搬 ｅ ａ

ｆｏｃ睦ｓ ｏチ ａξｔｅ斌ｉｏ珊。
Ｔａｍ圭 舳 ｃ０Ｂｔａ｛ｎｓｔおｅ ｓａ搬 ｅ ｃｏ 狐ｐｏ羽ｅｎまｔｈａｔ

ｉｓ ｆｏ渥ｎｄ １ｎ ｔ糸ｅ Ｃ養ｉ 鵬 ｓｅ ｈｅｒｂ， ｓ
童ａｒ ａ岱ｉｓｅ， ｕｓｅ

ｄ ｉｎ Ｅａｓξｅ ｍ

棚ｅｄ…ｃｉｎｅ． Ｓｏ ｏｎ ｔ馳 ｏ珊ｅ ゑａＢｄ， Ｐｅｏｐ
１ｅ ｗｉｌ１ ｌｏｏｋ ｄｏｗ ｎ ｔおｅｉｒ

ｎｏｓｅｓ ａｔ Ｅａｓｔｅｍ ｍ ｅｄｉｃｉｎｅ，
ｂｕｔ ａｔｔ紬 ｓａ ｍｅ ｔｉｍ ｅ ｔｈｅｙ ｗ三１ ｕ畠ｅ

Ｔａ搬ｉ貸ｕ，
ａ ｓ三ｔｕａまｉｏｎ ｗｈｉｃｈ Ｉ ｆ呈ｎδ ｔｏ ｂｅ ｅｘｔｒｅ ｍ ｅ…ｙ ｐｅ 刺 ｅｘ１ｎｇ．

Ｗ ｅ ｒｅａｌｌｙ ｍｕｓをｒｅｃｏｇｎｉｚｅ ｔｈ 舳 ｏδａｙ
，
ｓ ｍｅｄｉｃｉＢｅ ｃｘ１ｓξｓ ａｓ ｐａｒξ

ｏｆ ａ王ｏｎｇ ｃｕ１ 廠 ａ三 ｃｏｎξｉｎｕｕ ｍ．

Ｔゑｅｒｅ ｛ｓ ｏｎｅ ｏξｈｅｒ 欲ｅａ， ｏｒ ｓｏ
長 ｗ ａｒｅ， ｔ

ｈａ芝Ｉ ｗ ｏ汕１さ １麦ｋｅ ｔｏ

ａｄｄ王ｅｓｓ，
ｔｈａｔ 三ｓ，

言ｈｅ ｃｏｎｃｅｐｔｓ ｗｈ｛ｃｈ ξｏｒ鰍 ｔもｅ ｆｏｌユ珊ｄａｔｉｏｎ ξｏｒ

Ｅａｓｔｅ 閉 ｍｅｄｉｃｉηｅ． Ｐｏｒ ｅｘａ ｍｐ；ｅ，
Ｅ ａｓｔｅ ｍ 燃ｅｄ圭ｃｉ 舵 ｈａｓ ｔもｅ

ｃ０Ｂｃｅｐｔｏｆ
“
Ｐｈｙｓｉｃａ；ｃｏｎｓξｉｔｕｔ…ｏｎ

”
、
三ｆｔｗｏ ｐｅｏｐｌｅ ａｒｅ ｅｘｐｏｓｅｄ

ｔｏ ξｈｅ ｓａｍ ｅ ｃｏｌｄ ｖｉｒｕｓ， ｏｎｅ 獅ａｙ ｃｏｍ ｅ
ｄｏ ｗｎ ｗｉｔｂ ａ ｃｏ１ｄ ａ皿ｄ

ｔｈｅ ｏｔおｅｒ ｍ ａｙ ｓｕ 甜ｅｒ ｎｏ ｉｌｌ ｅ冊ｅｃｔｓ．
Ｔ ｈｅｓｅ ｒｅｓｕｌξｓ ｃａｎ ｂｅ

ａｔｔｒｉｂｕｔｅｄ ｔｏ ａ ｄｉｆξｅｒｅｎｃｅ 圭ｎ 茎ｅｓ圭ｓξａｎｃｅ ａｎｄ まちｅｒａｐｅｕを麦ｃ

ｐｒａｃまｉｃｅ ｍ ｕｓｔ ｂｅ ｐｒｅ 棚ｉｓｅｄ ｏｎ 芒ｈ麦ｓ ｎｏｔｉｏｎ． Ａｓ Ｄｒ． Ｓ ＨＩ ＭＩＺ Ｕ

ｓａ三ｄ ｂｅｆｏζｅ， ｔ
おｅ ｖａｒｉａｂｉ１三ｔｙ ｏｆ ｔｈｅ ｇｅｎｏ ｍｅ ｈ８ｓ ｂｅｅｎ ｄ１ｓｃｏｖ－

ｅｒｅｄ．
丁養ｕｓ，

ｔｈｅ Ｅａｓξｅｍ ｍｅｄｉｃａ董 ｃｏｎｃｅｐｔ ｏｆ
“
ｐ為ｙｓ…ｃａｌ ｃ０Ｒｓｔｉ一

鮒 ｉｏｎ
”
ｗ おｉｃｈ ξｅａ１三ｙ ｒｅｐｒｅｓｅｎ言ｅδ ｐ 熾 ｔｙ ｍ ｕｃｈ ｏｆ ａ ｇｒａｙ ａｒｅａ

養ａｓ ｎｏｗ ｂｅｅｎ ｆｏｒ搬 ａＨｚｅｄ ｉ羽ｔｏ ｓｃｉｅｎｃｅ．
Ｔｈｏｒｅｆｏｒｅ， 芝

ｈｅ ｇａｐ

ｂｅｔｗ 撒 ｔゑｅ ｍｅｄｉｃｉ１１ｅ ｏξ 芝ｈｅ Ｅａｓ童 榊 ｄ ｔｈａｔ ｏｆｔｈｅ Ｗｅｓξｉｓ

δｅＣｒｅａＳｉｎｇ．

Ｎ ｏ ｗ ｔｈｅｒｅ １ｓ ｔｈｅ ｃ０Ｂｃｅｐξ ｏｆ
“
ｍｉｂｙｏｕ

” ｉｎ Ｅａｓまｅ ｍ

ｍｅｄｉｃｉＢｅ一
珊 …ｓ ｉｓ ｔｈｅ ｐｅｒｉｏｄ ｂｅｆｏｒｅ ＆ ｃｏｎ 徽ｉｏ孤 もｅｃｏ ｍ ｅｓ ａ

δｉｓｅａｓｅ ｄｕｒｉｎｇ ｗ註ｉｃｈ ｔ為ｅ ｐａｔｉｅｎｔ ｉｓ ｍｏｖｉｎｇ ｔｏｗ 趾ｄ 眺 ｅａｓｃ
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三ｅａｄｉ皿ｇ ａ
ｈｅａｌｔらｙ

１｛ｆｅｓｔｙ
亘ｅ．Ｉｔ
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まｈｅ ｗｉｓｄｏｍ ｏｆ Ｅａｓｔｅｍ ｍｅｄｉｃｉ附 “ Ｍ ｂｙｏｕ
” ｃａｎ ｂｅ δｉｖｉδｅｄ

ｂｒｏａｄｌｙｉｎｔｏｔｗｏｔｙｐｅｓ．
Ｏ列ｅ１ｓ ｗｈ ㈱ ｔｈｅｒｅ ａｒｅ ａｂηｏ ㎜ ａ１ｉｔｉｅｓ
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と 呼 ん で 研 究 さ れ て き た の で す が、
ゲノム 解 読 の お か げ で、

や っ とこ の 分 野 に Ｂ の 目 が 見 えて き ま した。

私は免 疫の遺伝 子をずっと研 究してきたのですけ れど

も、
「病 は 気 か ら」 と い う の が 意 外 に 当 た っ て い る と い うこ

と に つ い て、 い ろ ん な 証 拠 （ｅＶ１ｄｅｎＣｅ） が あり塞 す。 神 経

免疫 学あるいは神経内分 泌免疫学という学 間が今、 市民

権を得て、 学会どして動いています。 例えば同じ程度の病

状の患者さんでも、 自分はこの がんを治してみせると思う

人 と、 自 分 は 死 ん で しまう と 悲 観 して い る 人 とで は、 リ ン
パ

球 の 数 が 違 っ て き て、 病 状 に 差
が 出 てくる と い う の で す。

不 思 議 な こと が あ る も の で す が、 や っ とヒト ゲノム ＤＮＡ 配

列と１い う 辞 書 が で き た こと に よ り、 そ の 不 思 議 な ことを、 サ

イエ ンスの目で検証 でき、 新しい 時代のあけ ぼのが 来た

か な と お も い ま す。 そう い う意 味 で、 特 に この 眠ＥＨＭＳ の

場 含には
、
患者様のご自分から提供していただいた綱胞と

その ＤＮＡ から得られるゲノム情報が、 いままで研究者や

医者 が気 がつ かないことを自然に語ってくれるような部分

が あ ると 思 う の で す。 そ れ が こ の ＩＲＥＩＩＭＳ の 強 さ だ し、 そ

う いう 意 昧 で は、 松 岡 先 生 が 日 本 に 帰 っ て こら れ て か ら ２０

年 闇 頑 張 っ てこら れ て、す ご い も の を つ くっ た な と いう の が、

私 の 感 想 で す。

扇会：丁宗 鐵先生、
専門 分野の 「ミビョウ」 学につい

て ご 説 明 い た だ け 塞 す か。

丁：東洋医学の英知は、 これからの新しい統含医科学

の形成に役に立つのではないかと忠います。 ２ つの面から

役 に 立 つ と 考 えら れま す。 １ つ は、

ハ ー ドウ ェ ア で す。 こ れ に は 漢 方

薬 や鐵 （はり） があります。 現代

医学の体系の中で応用できる治療

法 で す。 例 え ば 最 近、 タ ミ フ ル が

インフルエンザに効くというので話

題 に な っ て い ま す が、 タ ミ フ ル は

東 洋医学で使う八角という生薬の

抽由 物です。 一方では 東洋医学を軽んじながら、 他 方で

は タミ フ ル は 使 う。 こ れ は す こ し お か し い。 や は り 文 化 の

連続の上に今の医学が存在していることを認めなければい

け な い 。

もう亘つはソフトウェアの部分です。 東洋 医学の医学概

念 で す。 例 え ば、 東 洋 医 学 で は、
「体 質」 と い い ま す。 同

じ風邪のウイルスを浴ぴても、 鳳 邪をひく人とひかない人

が い る。 抵 抗 力 が 違 う の だ か ら、 そ れ を 前 提 と して 治 療 方

針を立てなければいけないと蓄っています。 先ほどの清水

先生のお話にもありましたように、 今ではゲノムの多様性

が閉らかにされてきています。 東洋医学が体質という概念

で ブ ラ ッ ク ボ ック スと１して い たと ころ が 科 学 的 に さ れ て い ま

す。 で す か ら， 東 西 の 医 学 の 問 で た が い に 矛 盾 す る も の

で は な い 考 え 方 に な る の で す。

さ ら に 東 洋 に は、
「未 病」 と い う 概 念 が あ りま す。 病 気

に な る 前 に 病 気 に 向 か い つ つ あ る とこ ろ を 見 つ け て、 治 療

す る こと で す。 未 病 の 時 期 で あ れ ば、 薬 な ど も 処 方 しな い。

養生といって、 日
常生活上の注意をちょっとしてあげるだ

け で 病 気 を 免 れ る こと が で き る ど い う の で す。 こ れ は。 東

洋の知恵ではないかと思うのです。 未病には大きく２ つの

種 類 が あ りま す。 亘 つ は、 検 査 債 に は 異 常 が あ る の だ け

れ ど、 患 者 さ ん に 全 く白 覚 症 状 が な い 場 含。 もう 玉 つ は、

患 者 さ ん の 訴 え は あ り、 い ろ ん な と こ ろ が 悪 い の だ け れ

ども、 検査値にまだ異常 がない場合。 これは以前は
「気

の せ い だ」 と、 医 者 が 蕃 っ て い た わ け で す。 不 定 愁 訴 と

いう 首 い 方 も や は り 同 じ だ と お も い 窪 す。 後 者 は、 臨 床 検

査 が ま だ 未 熟 な た め と いうこ とも あ る の で す。 で す か らこ れ

は、 克 服 目 標 に な っ てくる わ け で す。 未 病 の 概 念 を 入 れ る

と、 ま
だ ま だ 医 学 は 進 歩 す る。 や は り 臼 本 で は 西 洋 医 学 ど

東洋医学の２つを結びつけて、 新しいものをつくっていく

必 要 が あ る の で は な い か と 患、っ て お りま す。

司 会 ： 丁 宗 鐵 先 牛、 未 病
は 予 防 と１は 違 うの で す ね。

丁 ： は い。 予 防 ど いう の は 西 洋 医 学 が む しろ 得 意 で す。

まだ健康なうちにワクチンの鞍種をするのが予防です。 未

病というのは健康ではなく、 病気に向かっている状態なの

で す が、 本 人
が
、 気 が つ い て い な か っ た り 検 査 で はと１ら え

られない状態です。 半健康などいろいろな言い方ができま

すけれども、 そういう状態を束洋医学では未病と言ってい

た の で す。 ち な み に、 こ の 未 病と１い う 言 葉 は、 ３ 年 前 か ら

国際医学用語と１して認められまして、日本語のままでｒミビョ

ウ」 というと国際的に通用するようになったのです。

司会：では次に 国立情報学研究所副 所長の東倉先生、

情 報 の■面 から お 話 しく ださ い。

東倉：私はこのインスティテユートの外部評価委員でも

あ り ま す の で、 そ う い う 立 場 を 含 め て、 総 合 的 な 圃 か ら、

いく つ か コメ ン トさ せ て い た だ き た い と 思 い ま す。 最 初 に

鳥 倉 先 牛１
が お っ しゃ い ま し た よう に、 今、 医 学 分 野 だ け で

は な く、 い ろ い ろ な 分 野 で 学 問 の 専 門 化 と い うの が 進 ん で、

み な 狭 い 穴 に 入り 込 み、 相 互 間 の 連 携 が なく な って い ま す。

知識もその分野の専門家だけが占有していて、
すぐそばの

分 野 に も 広 が ら な い と い う 状 況 が ど こに で も あ る わ け で す。

こ れ を 統 合 し な け れ ば い け な い と い うこ と は、 い ろ い ろ な

分 野 で 起 きて い ま す。 し か し、 そ れ は 簡 単 な こ とで は な い

だ け に、 こ の 亙ＲＥＩ１ＭＳ プ ロ ジ ェクト自 体 が 非 常 に 大 き な チャ

レンジだということなのです。 専門家の知識を統 合するた

めには、 世闘でいろいろな形で発展している惰報技術 が

非 常 に 役 に 立 ち ま す。 惰 報 技 術 も 近 年、 そう い う レ
ベ ル に

達しました。 情報技術の専門家ではない人もそれをうまく

使 い お 互 い にｊ庸 報 を 交 換 し、 し か も 専 門 家
だ け で なく、

患 者とのコミュニケーションなどいろいろな面でも情報技

術 が使え、 清報技術が役に立つ統合の遺異になるのだと

∴
１８

「．ｌＲ…ｌｌＭＳ の 特 色 ３） 公 開 シンポ ジウム パ ネル ディスカッシ三ヨンより
旺１ＲＥｌｌＭＳ に 螂 等す るもの』 （つ づき）
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１９

ｉｎｔｅｇｒａｔｉｏη ｉｓ ｏｃｃｕｒｒｉｎｇ ｉｎ 盆 ｖａｈｅｔｙ ｏｆ ｆｉｅ１逢ｓ．
㍑ ｏｗｅｖｅｒ，ｔ

ｈｉｓ

三ｓ ｍｔ ａ ｓ麦ｍｐ至ｅ 三ｓｓ顯ｅ，
ａｎｄ ｔｈｅ ＩＲ 服玉Ｍ Ｓ ｐｒｏｊｅｃｔ ｉ言ｓｅｌｆ

ｒｅｐ王ｅｓｅｎｔｓ ａｎ ｅｎｏｒ搬 ｏｕｓ ｃｈａ至１ｅｎｇｅ．
Ｉｎｆｏξｎ｝ａξｉｏｎ ｔｅｃおηｏ１ｏｇｙ

ｗ ｈ｛ｃ註 養ａｓ ｂｅｅｎ δｅｖｅｌｏｐｅｄ ｔ汰 ｏｕｇｈｏｕｔ ｔおｅ ｗｏエ１ｄ 三ｎ ｖａｒｉｏｕｓ

ｆｏｒｍ ｓ ｃａｎ …〕ｅ ｅｘｔｒｅ ｍｅ茎ｙ 欄 ｅ 滅 ｉ莉 ｉｎｔｅｇｒａｔｉηｇ ｔｂｅ ｋｎｏｗ三〇 迦 ｅ

ｏｆ ｓｐｅｃ三ａ…ｉｓｔｓ． Ｉｎ
ｆｏｒｍ ａ言ｉｏｎ まｅｃもｎｏ…ｏｇｙ らａｓ ａｌｓｏ ｒｅａｃｂｅｄ ξｈ｛ｓ

１ｅｖｅ三三ｎ ｒｅｃｅｎξ ｙｅａｒｓ－
Ｈ ｈ１ｎｋ ｔあａｔｉｔ三ｓ ｅ 鮒 ｅ ｍｅｌｙｉｍ ｐｏ竹ａｎｔｆｏｒ

ｔｈｏｓｅ … 妃 ｉｖｉｄｕａ三ｓ ｗ ｈｏ ＆正ｅ ｎｏｔ ｓｐｅｃ 滅 …ｓｔｓ １ｎ …羽ｆｏｒｍ ａｔｉｏｎ

ｔｅｃｈｎｏ１ｏｇｙ 言ｏ ａｖａ｛ｌ ｔｈｅｍ ｓｅｌｖｅｓ ｏξ 言ｈｅｓｅ ξｏ〇三ｓ， 盆ｎ
ｄ ｕｓｅ ｔ為ｅ 鰍

ξｏ ｅｘｃおａｎｇｅ ｉｎチｏ ㎜ ａｔ１ ㎝ 星ｎｄ ｅｓｔａｂ１ｉｓｈ ｃｏ ｍ ｍ ㎜ ｉｃａξｉｏｎ， ｎｏ
ｔ

ｊｕｓｔ ｗｉ言ｈ ｏｔｈｅｒ ｓｐｅｃｉａｌｉｓｔｓ，
ｂｕま ｗｉｔｈ ｐａξｉｅｎまｓ． Ｔ

お圭竃 ｐｒｏｊｅｃｔ ｃａＢ

ｓｅ 岬ｅ ａ 歪ｏ茎ｅ ｉＲ をｈｉｓ ｐｒｏｃｅｓｓ．
Ｎ ｏｗ， ｗ

ｈｅｎ ｗｅ ａｓ ｐａξｉｅｎｔｓ ｆ三莉ｄ

○ 泌ｓｅ１ｖｅｓ ｉｎ ｃｏ 脈 ａｃｔ ｗｉｔｈ 宣ｈｅ 獅ｅｄ三ｃａ呈 ｃ 拠ｅ ｓｙｓｔｅ燃 ， ｗｅ ｍ ａｙ

ｅｎｄ ｕｐ ｆｅｅｉｉＢｇ ｃｏｎξｉｄｅｎξ 劃ｎｄ ξｅ旦ｓｓｕｒｅｄ ｉ理 ｓｏ ｍｅ ｃａｓｅｓ ａｎｄ

ｆｅｅ 腕 ｇ ｓｏ ｍ ｅｗ ｈａ宣 １１】一 絡 ｅａｓｅ ａｎｄ ｄｏｕｂｔξｕ三 三羽 ｏｔｈｅζｓ，

Ｍ ｏξｅｏｖｅξ，
ｔｈｅ工ｅ ｉｓ ｓξｉ１１ ａ １ｏｔ ｔｈ星ｔ…ｓ ｙｅｔ ξｏ ｂｅ ｕｎδｅｒｓｔｏｏｄ ｂｙ

言ｈｅ ｍｅｄ量ｃａｌ ｅｓｔａｂｌｉｓｈ 獅ｅｎξ． Ｆｏｒ ｅｘａ ｍｐ
１ｅ
，
ｄ｛ｆｆｅｒｅｎｃｅｓ ａ燃 ｏｎｇ

量ｎｄ妻ｖ三ｄ江ａ１ｓ ａｎδ さ王ｕｇｓ ｎｌｕｓｔ ａ王ｓｏ ｂｅ ｃ０Ｂｓｉｄｅｒｅｄ，
Ｔｈｕｓ，

ｉｔ ｉ竃

ｅｘｔｒｏ 鰍ｅ至ｙ ｉ鰍 ｐｏｒｔａｎｔ ぎｏｒ ｕｓ ｔｏ ｅ ｍ ｐｌｏｙ ｖａｒｉｏｕｓ ａＲａ１ｙｔｉｃ

棚ｅξｈｏｄｓ ｓｕｃｈ ａｓ ｓｔａｔ三ｓ言ｉｃｓ ａｎｄ ｔｏ ｃｏｎｄｕｃ雀 ｓｃ…ｅｎ主主ｆｉｃ ｖｅｒ…ｆ呈ｃａ－

ｔ三０Ｂ ｔｈｒｏｕｇ養 ｉｎｆｏ茎ｎユａξｉｏｎ ｔｅｃｈｎｏ１ｏｇｙ …ｎ ｏｒｄｅｒ ｔ〇 三ｎｖｅｓξｉｇａ言ｅ

ｗｈｅ言ｈｅｒ ａ ｐ＆絞ｉｃｕｌａｒｔおｅｒ３ｐｙ ｏｒ ｄｒ肚ｇ ｉｓ ｒｅａ１三ｙ ｅ鉗ｅｃ言ｉｖｅ ｏｒ ｎｏｔ，

ｎ ｅ篶，
細 ｄａｔａ ｃａｎ ｓｐｅａｋ ｔｏ 棚 目ｎｄ ｅｎａｂ１ｅ ｕｓ ｔｏ ｓａｙ，

“Ｉｆｔおｅｒｅ

…罵 ξｈ…ｓ 星棚 ｏｕｎξ ｏｆ δａｔａ ｔおａｔ ｉｓ ａｖａ三１ａｂ；ｅ ｏη ｔｈｅ ｓ湿ｂｊ琶ｃ言，
言ｈｅη

宝ｈ三ｓ ｌ］ユｕｓξ もｅ ξｈｅ ｃａｓｅ
”
． Ｔｈｕｓ，

ｉｎ ｔｈａξ ｓｅｎｓｅ，
ｔｈｅ ｐ 欲ｔｉｃｉｐａｔ三〇ｎ

○ぎｉ皿ξｏぎ 胴ａξｉｏｎ ｓｐｅｃｉａ１｛ｓｔｓｉｎ ｔおｉｓ ｐｒｏｊｅｃｔｉｓ ｅｓｓｅｎむａ萎。

玉ｎ ｅｘａｃま１ｙ ｗ ｈａｔ ｆｏｒｍ ｉｎｆｏｒ鰍 ａまｉｏｎ ｓｈｏ砥三ｄ ｂｅ １ｎｃｏｒｐｏｒａまｅδ

ｉ飛ｔｏ をｈ｛ｓ ｐｒｏｊｅｃま三ｓ ａＢ ｉｓｓｕｅ ｔｈａま ｗ…ｎ ｄｅ宣ｅ ㎜ ｉＢｅ 三ｔｓ ｓｕｃｃｅｓｓ ｏｒ

ぎａ呈丑ｕ迂ｅ．
Ｉｎ ３ｎｏｔｈｅｒ ｓｅｎｓｅ，

ｔｈ圭ｓ ｐξｏｊｅｃξ ｕＲｄｅｒｓｃｏζｅｓ ｔ
ｈｅ

ｅｘ ㈱ 狐ｅｉｙ ｉｍｐｏれａ煎 ｐｏｉＢｔ ｏｆ ｏ王ｇａｎｉｚ
ｉｎｇ ｔらｅ ｒｅｓｕ

１言ｓ 三ｎ言ｏ 脚

｛ｎｆｏ ㎜ ａｔｉｏｎ ｄａｔａｂａｓｅ ｗｈｉｃｈ ｍ蟹ｓｔ ｂｅ ｉｎ ａｎ ａ㏄ｅｓｓ 湖 ｅ ξｏｒ搬

ｗ 滅ｃ蓬 ｉｓ ｎｏｔ ｊｕｓ言 ｕｎｄｅζ ｔもｅ ｃｏｎｔ王ｏ至 ｏ
ｆ ｉｎｔｅｇｒａｔｅｄ 搬ｅδｉｃａｌ

ｓｃｉｅｎｃｅｓ．
Ｉｎｓｔｅ呂ｄ，

ｉま 鰍 ｕｓ室 もｅ 燃ａｄｅ ａｖａｉ三ａｂ１ｅ ｓｏ ｔ益ａｔ 旦ｎｙｏｎｅ

ｃ星ｎ ｕｓｅ ｉ童 星ｎｄ ｉｔ ｓわｏｕｌｄ ｂｅ 搬ａδｅ ｐｕも三ｉｃ，
言ｏ ｅｎｓｕｌ＝ｅ ｔ益ａｔ三ｔｃａｎ

ｓｐｒｅａｄ ｔ汰 ｏｕｇｈｏｕｔ Ｊａｐａｎ ａｎｄ 言ｈｅｎ ξｈｅ ｗ ｏｒｌｄ． Ｍ ｙ ｖｉｅｗ
ｉｓ ξｈａｔ

ｉη£ｏｒ榊 ａ言ｉｏｎ ｔｅｃ為ｎｏ…ｏｇｙ 量ｓ ａｎ ａｂｓｏ１紅ｔｅ１ｙ ｅｓｓｅｎ言ｉａｉ ｅ１ｅ棚 ｅｎｔ ｏぎ

ｔｈ…ｓ チｉｅ１ｄ．
Ｔらｕｓ

，
玉 ｗｏｕｌｄ ｌｉｋｅ 言ｏ ｈｅａｒ ａｂｏ㍑ｔ ｔおｅ ｃｕ 猟ｅ滅

舳 ｎｋ三ｎｇ ｏｎｔｈｅ 凧 Ｅｎ Ｍ Ｓｓ ㈹ ｃｔｕｒｅ，

Ｍ 灯 Ｓ００ 畑 ： Ｗｅｈａｖｅｄｅｖｅｉｏｐｅｄ Ｃｙｂｅｒ玉ｎｔｅｇｒａｔｅｄ Ｍ ｅｄｉｃａｌ

Ｉｎｆｒａｓ 腕 ｃｔｕ王ｅ （Ｃ豆Ｍ互） ｕｓ三㎎ ａｎ ｉηｆｅ ㈹ ｃｅ ｌｅａｍ１㎎ ｍｏｄｅ三ｉｎ

ｃｏｏｐｅｒ星ｔ…ｏｎ ｗｉまｈ Ａ ｄｖａｎｃｅδ 刃ｅ１ｅｃｏ ｍ ｍ 訂ｎｉｃａｔｉｏｎｓ Ｒｅｓｅａｒｃち

Ｉｎｓｔｉｔｕｔｅ Ｉｎｔｏｒｎａ言圭ｏｎａＬ Ｐｏｒ ｔｈａｔ ｒｅａｓｏｎ，
ｅｐｉｄｅ欄；ｏ１ｏｇｉｃ証１

ａ ｍ１ｙｓ
｛ｓ 麦ｓ ｎｅｃｅｓｓ星ｒｙ ａｎｄ ｉま ｗｉ三１ ｎｏｔ ｗｏｒｋ ｗｉｔｈｏｕｔ ｒｅ夏ｉａｂ！ｅ

ｓｔａｔｉｓｔｉｃａ１ ｄａ童ａ－
Ｗ ｅ ｗｉ１１ｒｅｑｕｉｒｅ 昼 ｍ１ｎ１ｍ ｕ榊 ｏｆ ｌ，

２００ ｓａｍ ｐ１ｅｓ

ξｏ正 ｔｈヨｓ．
Ｔおｅ 棚 ａ！ｙｓ｛ｓ ｂａｓｅｄ ｏｎ ｔｈｅｓｅ ｓａｍ ｐ１ｅｓ ｗ｛１１ ｂｅ ｅｘ屋 ｍｉｎ一

｛ｎｇ ｔ養ｅ ｐａｔ｛０Ｂｔｓ 圭ｎ ξｈｅ
“
棚ｉｂｙｏ齪

”
ｓｔａｔｅ ａｓ ｄｅｓｃ王三ｂｅｄ もｙ Ｄ工

Ｃ Ｙ Ｏ Ｎ Ｇ． Ａ ξｏまａ１ ｏｆ ３００ ｖｏ池 ｎｔｅｅｒｓ ｃｏｍ ｅ ｔｏ ｏｕｒ ｃｅｎ童ｅｒ
ｆｏｕｒ

をｉｍｅｓ ａ ｙｅａｒ ａｎｄ ａｒｅ ｅｘ 棚 干ｎｅδ ｆｏｒ ｉ００ ｉまｅｍｓ－
Ｔｈｅｙ ａ舵 ａ三ｓｏ

ｅｘａ 棚ｉｎｃδ ｕｓｉｎｇ ｔｈｅ ξｒａｄ｛ｔ呈ｏｎａ］ 棚 ｅａｓｕｒｅｍ ｅＢｔｓ ｏデ ｒｙｏδｏｒまｋ讐

ａｎｄ 賃ηｇｅｒｔ１ｐ Ｐ㍊ｌｓｅ ａｎｄ ｗｅ 撚ｅ ｎｏ ｗ 割むａｉｙｚ｛ｎｇ 言ｈｅ ｒｅｓｕ１言ｓ． Ａｓ

ａ ｐ旺ｒｔ ｏｆｔ 淋 ｐｒｏｃｅｓｓ， ｗｅ
ｈａｖｅ ｇ 閉

ｄｕａｌ１ｙ ｃｏｍ ｅ ｔｏ 口苅
ｄｅ 鮒 ａｎｄ

ｔｈｅ ｆｏ１ｉｏｗｉｎｇ．
Ａｓ ｃｌａｓｓｉｆｉｅｄ もｙ まｈｅ ｆｉｖｅ－１ｅｖｅｉ ｓｙｓｔｅ 繍 ｗ 繍 ｃｈ

もａｓ ｂｅｅｎ ｄｅｓｃｒ主ｂｅｄ ｉｎ 迂ｈｅｊｏｕｍａ王 Ｃａ鮒 ｅ正， ｗ
ｈｅｎ 豆００ ｐｅｏｐｌｅ

ｗもｏ 趾ｅ ２０ ｙｅ趾ｓ ｏｆａｇｅ ｏｒ ｏｌｄｅｒａｒｅ ｅｘａ棚ｉ鵬ｄ，ｇｅ鮒ｒａ
１１ｙ ７０

ａｒｅ ｆｏｕｎｄ ｔｏ ｂｅ ｈｅ昌１ｔ 卵、
５ ａｒｅ 圭獅 ｍ ｅｄｉａｔｅ１ｙ ｆｏｕ篶ｄ まｏ ｂｅ三１至 ａｎｄ

ｔｈｅ ｒｅ 卿 ａｉ珊ｉｎｇ ２５ ａ■ｅ ｉｎ ｔｈｅ
“
榊ｉｂｙ ㎝

”
ｓｔ＆９ｅ．

Ｎ ｏ ｗ， ｗ
ｈｅ篶 ａｐｐｒｏｘ 細 ａｔｅ

ｌ
ｙ
３００ ｐｅｏｐ

王ｅ 釘ｏ 澱 ｓｅｖｅｒａ童 ｄ麦ｆｆｅｒ－

ｅｎξ ｃｏ ｍ ｐａｎ
ｉｅｓ ｄ 酊三羽ｇ 言ｂｅｉｒ ｐｅ籔ｋ ｗ ｏ 燃 ｎｇ ｙｅａｒｓ ｗｅζｅ

ｅｘａｍ量ｎｅｄ， ｖｅ 岬
ξｅｗ ｗｅ歪ｅ ａｔ ｌｅｖｅΣ ３， ｗ

Ｍ…ｅ ａ １欲 ｇｅ Ｂｕ 獅 ｂｅｒ

ｗｅｒｅ ａｔ ｌｅｖｅ１ ４ ｗ ｈ１ｃ い ｓ
“
ｍ三ｂｙｏｕ

”
． Ｃ ｏｎｖｅｒｓｅ；ｙ， ｗ

ｈｅｎ ｔ為ｅｓｅ

１ｎ ＆ ｖ１ｄｕａ１ｓ ｗｅｒｅ ｇ三ｖｅｎ ａｄｖｉｃｅ ｏ口１…ｆｅｓξｙ１ｅ ｃｈａｎｇｅｓ，
ｉｎｃ三ｕδｉｎｇ

δｉｅｔａｓ ξｅ１挑ｅｄｔｏ 附ｅｓξｙ
王ｅ ｄ｛ｓｅ註ｓｅｓ，

ｔ島ｅｙ ｓ
ｈｏ ｗｅｄ ｃｏ 閉ｉｄｅｒａｂｌｅ

ｉ㎜ｐｒｏｖｅｍｅｎｔ 固
ｆｔｅｒ宣ｈＴｅｅ ｍ ｏｎｔわｓ．

Ｗｅ ぬｖｅ ｂｅｅｎ ｓｅ 鮒 ｇ ｕｐ ａ Ｔｅａ鰍一 納圭孤１ｎｇ Ｃｏｕ至ｓｅ ｆｏｒ

Ｉ磁 ｅｇ 澗言ｅδ 泌 ｅｄｉｃａｌ ＳｃｉｅＲｃｅｓ ｂａｓｅｄ ｏｎ ｔｈｅ ｔｕｔｏｒｉａ１ ｓｙｓ言ｅ ｍ

ｕｓ１ｎｇ Ｃ玉 Ｍ玉一 τｂ呈ｓ ｃｏ邊ｒｓｅ ｉｓ ｎｏ言 ｊｕｓｔ ぎｏｒ ｏｕｒｓｅ１ｖｅｓ－ｗｅ

ｗｅ１ｃｏ ｍ ｅ 酸 ｙｓｉｃｉａｎｓ， ｓｃ
１ｅｎｔｉｓｔｓ， ａｎ

ｄ ｏｔｈｅ茎ｓ ξｏ ｃｏ ｍ ｅ ｔｏ

ＩＲＥＩ玉Ｍ Ｓ ｏｎｃｅａ ｗｅｅｋ言ｏｓεωｙ ａｓｐａ血 ｏｆ ㎝一 鮎 一〇ｂ ｔｒａｉ列ｉｎｇ。

丁註ｉｓ ξｕ言ｏｒｉａ１ ｓｙｓｔｅ 榊
ｈａｓ ｅｖｏ；ｖｅｄ ａ げ ｏｋｙｏ Ｗ ｏｍ ｅｎ

，ｓ Ｍ ｅδｉｃａｌ

σｎｉｖｅｒｓｉまｙ． Ｉ ｗｏｕ
ｌき ｗｅ三ｃｏｍｅ 棚 ｙｏｎｅ ｗ 舳 棚 ｉｎｔｅｒｅｓξ まｏ

ｃｏ 搬ｅ ａｎｄ ｏｂｓｅ正ｖｅ．
丁湊ｅ ｂａｓｉｃ ｓｅｔｕｐ 三ｓ ｏ 鵬 ｗ 註ｅ正ｅ ｉｎ ｔｈｅ
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いう 点 が、 非
常 に 大 事 だ と お も い ま す。 そ の 中 で、 こ の

プ

ロ ジ ェク ト 特 有 の こ と を 言 い ま す。 先 ぽ ど か ら． 我 々， 患

者としていろんな医療に接するときに、
信頼して受ける場

合と半信半疑で受ける場合と、 いろいろあるわけですけれ

ど、 今 ま だ 医 療 側 で も わ か ら な い とこ ろ を 手 深 り で や っ て

い る とい う 部 分 が 多 い わ け で、 姻 人 差 や 薬 に よ る 違 い な ど、

い ろ ん な 条 件 と いう の が 絡 み 合 っ て い る と お り、 こ こ か ら、

何が本当に効果釣なのかということを調べるためには、 統

計とかいろいろな分析方法を駆使し、 そういう情報技術に

より科学的に検証するということが非常に大事なのですね。

デ ー タ に 語 ら せ る と い うこ と で す。
「デ ー タ で こ れ だ け ち ゃ

ん と した も の が 田 て い る ん だ か ら． こ れ は 問 違 い を い で す

よ一 と い う こと が 言 え る よう に す る の で す。 そ の 意 味 で、 こ

のプロジェクトには情報 の専 門家の参繭ということが必 須

に な る わ け で す。

このプロジェクトの成否には、 情報をどういうふうな形で

取り込むかということが欠かせない課題です。 もう 五 つ脳

の意味では、 この成果をこの統含医科学のプロジェクトだ

け で 占 有 す る の で は な くて、
よ り 広 くこ の 分 野 で 日 本、 そ

れから世界に広めるためにも、 その情報のデータベースと

いうのをみんなが使えるような形で整備して公 開していく、

そういうことに対してもこのプロジェクトでは大きな重点を

竈 い て や っ て い た だ き た い と いう こと で す。 こ の 分 野 に 情

幸轟技 術 と い う の は 欠 か せ な い と い うの が、 私 の 見 方 で す。

そ れ に 対 して 今。 １ＲＥ玉ＩＭＳ の 体 制 として どう い う ふ うな こ と

を 考 え て い ら っ しゃ る か と い うこ と を、
ち ょっ と お 話 し い た

だ け たら と 思 い ま す。

松岡：それに関して私どもは、 国際電気通信基 礎研究

所などと共同で、 推論
学習方式を用いた統合塗科学情報

基 盤、 Ｃｙｂｅｒ 亙娩 ｇｒａｔｅｄ Ｍｅｄｉｃａ１

肘ｒａｓｔｍｃｔｕｒｅ （ＣＩＭＩ） と い う の を

闘 発 して お り ま す。 こ の た め に は、

疫学 的解析 が必要で、 しっかりと

した統計データがないとだめだと

い う こ と で す。 そ れ に は 最 低、

玉，２００ サ ン
プ ル は 必 要 だ と の 課 題

を い た だ きま した。 こ れ に 基 づ く 解

析 は、 丁 先 生 が お っ し ゃっ た、 ま さ に 未 病 の とこ ろ を 診 て

い る よう な 気 が しま す。 ボ ラ ン ティ ア で 来 てくだ さ っ た ３００

人 に 今、 年 問 ４ 回、 ユＯＯ 項 目 の 検 査 に 加 え、 伝 統 医 療 の

良導絡と指尖脈波についても調べ、 結果を解析していただ

い て い る と ころ で す。 そ の 中 で 次 の よう な こと が だ ん だ ん

わ か っ て き て い ま す。
ｒＣａｎｃｅｒ」 と いう 雑 誌 に 出 て い た よう

な ５ 段階に 分類 いたします。２０ 歳 以上の 健康 診断で

玉ＯＯ 人診て」般的に ７０ 人が健康、 ５ 人に病気がすぐ晃

つ かり、 あと の ２５ 人
が 未 病 と いう 段 階、 と い うよう に 考 え

て い ま す。 こ れ に し た が って、 い くつ か の 会 社 の 働 き 盛 り

の人たちを申心とした約 ３００ 人について診させていただ

い て い ま す が、 ３ の レ ベ ル の 人 は 少 なく、 未 病 と い え る レ

ベ ル ４ に 該 当 す る 人 が か な り多 い の で す。 こ の 方 たち に、

食生活をはじめ生活習慣病にかかわるいろいろな生活上

の ア ド バ イ ス を しま す と、 ３
か 月 後 に は か な りよく な ら れ て

い ま す
。

このＣ王Ｍ を利用したテユートリアル方式でのチーム制統

含医科学育成コースを計画しております。 これを私どもだ

け で は な くて、 メ デン カ ル・ドクタ ー で も い い し、 サ イ エ ン ティ

ス トで も い い し、 い ろ い ろ な 方 に、 オ ン ・ ジョ ブ ・ト レ ー

ニングといって本務 に従 事しながら １ 週間に 玉 回だけ

１ＲＥＩ互ＭＳ に 来 て い た だ い て、
勉 撞 し
、
理 解 を して い た だく

ことを 始めています。 テユートリアル方式は東京女子医科

大学で非常に発達しています。 もし、
ご興味のある方は見

て い た だく の が い い と 思 い ま す が、
朝 か ら コ ン ピ ュ ー タ 上

で白学自習していただきます。 途申の 旦１ 時と ３ 時には

テユータと討論するという基 本システムを 構築していまし

て、 現 在、 試 験 運 用 期 問 申 で い ろ い ろ な 方 に や って い た

だ い て い ま す。 この 方 式 を 今 後、
全 国 に 発 信 して 広 げ て い

き た い と 思 っ て い ま す。

東 倉 ： わ か りま した。

司 会 ： 人 材 育 成、 教 育、 あ る い は 情 報 と い う 部 分 で、

ほ か の 先 生 方、 い か が で しょう。

高倉： 今、 情報の重要性ということをお話しになったの

ですが、 それぞれ専門分野で先端的なこどを研究されるこ

とは
、 非
常に大事です。 今日のお話はわかりやすいように

説明していただいてはいるのですが、 理解の程度は人に

よ っ て い ろ い ろ だ と 思 い ま す。 た だ、 こう い う 会 を す る 以

上 は、皆 さ ん に わ か っ て い た
だ か な い と 意 味 が な い の で す。

いかに情報をうまく伝えるかということは非常に重要です。

研究者でも、 別 の分 野の 専門家から非 常に先端 的な話し

を聞いていると、 どういう重要性を持っているの かわ から

ないこともあります。 そういう情報がうまく伝わるようにす

ること。 難しいことをわかりやすく言萄閑することが大事でそ

の た め の、 パ ラ ダイ ム シ フト も 必 要 で は な い か と 患 っ て お

りま す。

司会： 多くの先生が情報テクノロジーを使って広くシェア

で き る よう に し た シ ス テ ム な の で は な い かと＝思 い ま し た。 こ

の 点 で は い か が な の で しょう か。 こ の 統 合 医 科 学 に よっ て、

今まであったいろいろなハードルを克服し、 本当に統合で

き る の で しょう か。 ＳＲ１ＶＡＳＴＡＶＡ 先 生、 い か が で しょう。

Ｓ偶１ＶＡＳ↑ＡＶＡ ： 再 能 性 が あ る と 私 は 思 っ て い ま す。 ここ

で開発されましたソフトウェアには、 大変に感銘を受 けま

した。 このような技術が世界に広まれば、 点を線につな
げ

る 惰 報 プ ロ セ ス が か な り 違 って くる と 思 い ま す。 医 師、 そ

れから科学者たちが、 情報技術を用いて島度化してくるわ

け で す。 ここ に い らっ しゃ る グ ル ー プ の 方 に で き る だ け 早 く

／

＼
２０

「．ｌＲＥｌｌＭＳ の 篶 魯 ３） 公 麗 シンポ ジウム パネ ル ヂィスカッションより
匡１舵１１ＭＳ に 期 袴 するも の パ つ づき）
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ｓａｙ 言ｈａｔ ｗｈｉ茎ｅ ａ ｗｉｄｅ ｒａｎｇｅ ｏξ ｍｅｄｉｃａ１ ｄａξａ ｛ｓ ａｎａ１ｙｚｅｄ ａｆｔｅｒ

ｗｈ１ｃ勤 ｎｅｗ ｒｅｓ泌 ｓ ａｒｅ ｔ紬 η ｏｕｔｇｕｔ，
ｌｏｏｋ｛ｎｇ 刮ξｉｔ ｆｍ ｍ ｔｈｅ

ｓｔａｎｄｐｏ主鮫 ｏぎ ａ ｎｏｎ－ｍ ｅｄ三ｃａ… ｓｐｅｃ麦ａ茎三ｓｔ，
Ｉ ｆｏｕｎｄ ｔｈｅ ｕｓｅｒ

ｉｎｔｅｒξａｃｅ ｖｅｒｙ ｅａｓｙ 圭ｏ ｕｎｄｅｒｓｔａｎｄ．
Ｔｈｅ ｕｓｅｒ ｃａｎ ｅａｓｉ１ｙ ａｃｃｅｓｓ

ｔｈｅ ｒｅｓｕ王ｔｓｉｎ ａｎ ｅａｓｙ ｔｏ ｕｎｄｅｒｓセａｎｄ ｆｏζｍａ言 ａＢｄ ｔ計ｅＲ 獅 ａｋｅ ｈｉｓ

ｏｒ ｈｅｒ ｏ ｗｎ ｄｅｃ圭ｓ圭ｏｎ ｑｕ｛ｔｅ ｅａｓ三１ｙ．
Ｍ ｏｒｅｏｖｅｒ， ｔ

ｈｅ １ｎξｅｒｆａｃｅ

ｅｍ ｐ…ｏｙｓ ｎｏξｊｕｓｔ ｃもａｒ星ｃｔｅｒｓ ｏｒ ｓｃｒ麦ｐま，
ｂ 滋 ｃｏｍ ｐｕｔｅｒ ｇｒａ 帥 ｉｃｓ

ｗ ｈｉｃｈ ａｒｅ ｅｘ言ｒｅ㎜ ｅ１ｙ ｅａｓｙ ｔｏ ｇ 閉ｓｐ． 丁養ｕｓ， ｖａｒ
ｉｏｕ竃 ａｓｐｅｃｔｓ ｏξ

棚 ｅｄｉｃａｌ ｐｒａｃｔｉｃｅ ｗ 剛 ｃｈ ｐｒｅｖｉｏｕｓｌｙ ｃｏｕｌｄ ｎｏｔ ｈａｖｅ ｂｅｅｎ

ｓ鞭 ｐｏξｔｅｄ ｂｙ ｔｅｃｈ篶ｏｌｏｇｙ ｗ…ｌｌ ｎｏｗ ｂｅ ａｂ１ｅ ｔｏ ｉｎｃｒｅａｓｉｎｇｉｙ

ｉＢｃｏｒｐｏ 澗言ｅ ξｅｃｈｎｏ…ｏｇｙ－
Ｏｎｃｅ ｔ註ｉｓ ｓｙｓｔｅｍ １ｓ 星ｄｏｐｔｅｄ ａｒｏ湿Ｂｄ

ｔ益ｅ ｗｏｒｌδ，
ｔもｅｃｏｓｔ ｗｉ１茎ｇｏ ｄｏｗｎ ａｎｄ ｐｒｏ 伽ｃｔｉｖ圭ｔｙ ｗｉ玉王ｇｏｕｐ，

ｔもｕｓ ｅｘｅ竹云ｎｇ ａ ｈ蟹ｇｅｉｍ ｐａｃｔ－

ＭＯｄ６閉ｔ０【： ◎ｒ， Ｓ只ＩＶＡＳγＡＶＡ， ｗ
ｈｅｎ ｙｏｕ ｗｅｒｅ ａｂ茎ｅ ｔｏ

ｔａｋｅ ａ １ｏｏｋ ａｔ ｔｈｅ ｓｏｆｔｗ ａｒｅ， ｙｏｕ ａｓ
吏ｅｄ ａ ｑｕｅｓｔｉｏｎ ａｂｏ 淡

ａ１ｔｅｍ齪ｔ圭ｖｅ 鮒 ｄ１ｃ１ｎｅ． Ｗ
ｈａｔ ｗｅｒｅ ｙｏｕｒｔ註ｏｕ 鈎 ｓｉｎ ｒｅｇ星ｒｄ ｔｏ

ξｈ１ｓ？

ＳＲｌＶ^ Ｓτ^ Ｖ＾： Ｉ ｈａｖｅ ｔｗｏ ξｈ麦Ｒｇｓ ｔｈａ主 玉 ｗｏｕ１ｄ 蔓改ｃ ξｏ

ｃｏ 欄 ｍ ｅｎ童 ｏｎ ａｆｔｅｒ ｓｅｅ三Ｐ９ 童おｅ ｓｏ多ｔｗ ａｒｅ，
Ｏ ｎｅ ｉｓ 泳 ａｔ ｉｆ

ｓｙ柵ｐｔｏｍｓ 肛ｅ ｃｏ澱ｐｌｅｔｅ１ｙ 燃 ｐ１ａｙｅｄ ｍｄ ｔｈｅｎ ｔｈｅ ｓｏｆｔｗ 撚ｅ

ｌｉ泳 ｓ ｙｏ蔑 ξｏ ａ ｗ…ｄｅ 閉Ｒｇｅ ｏｆ ｏξｈ 研 ｒｅｌａｔｅｄ ｓｙｓｔｅｍ ｓ，
迂ｈｅｎ ｔらｉｓ

ｓｏｆまｗ 撚ｅ ｗｏｕ…ｄ ｂｅ ｖｅｒｙ 洲ｅ紬 いｎ ｂｒｉ理ｇｉｎｇ ξｏｇｅｔｈｅ正 燃ｏｄｅｍ

柵εｄ…ｃ三羽ｅ ｗ 総 ａ至ξｅ ｍ ａｔｉｖｅ ξ王ｅａ芝ｍ ｅｎをｓ． Ｔｈ 洲 ， ｅｖｅｎ
ｔｈｏｓｅ

壬ｎ養 Ｍ 伽 昼茎ｓ ｗ ｈｏ ａｒｅ ｎｏｔ ｖｅ童ｙ ｆａ搬 洲 ａｒ ｗｉｔｈ ａ１ｔｃｒｎａξ三ｖｅ

㈹ ａ腕 轄耐ｓ ｗｏ張三ｄ ｂｅ ａｂｉｅ ｔｏ １ｉ欣 Ｂｐ ｗ１ｔゑ ｔｈｅｍ ｔ汰ｏｕｇｈ ｔおｉｓ

ｓｏｆｔｗ ａξｅ－
１ ｍｙｓｅげ ｈａｖｅ ｎｏｔ もｅｅ苅 ｔｒ罰ｉｎｅｄ ｉｎ ａ茎言ｅｆｎ星セ麦ｖｅ

ξｈｅｒａｐｉｅｓ，
ｂｕｔＩｔ註ｉ赦 ξｈａｔｉｔ ｗｏｕ１ｄ ｂｅ ｅｘ芭ｒｅｍｅ１ｙ ｕｓｅ 滅 ξｏ ｂｅ

邑ｂ１ｅｌｏ ＆ｃｃｅｓｓ ａｋｅｍａｌｉｖｅｔ 欄ｔｍｅｎｔ１ｎｆｏ ㎜ ３ｔ１㎝ ｌｈｒ㎝ ｇｈ 榊 ｓ

ＳｙＳξｅｍ・

Ａη 星ｄｄ｛ｔ…ｏｎａｌｐｏ１ｎｔＩ ｗｏｕｌｄ 欣 ｅξｏ ｍ 敏ｅ ｕｐｏ犯 ｏｂｓｅｒｖ１ｎｇ

ｔｈｅ ｓｏｆｔｗ ａｒｅ ｉｓ ｔｈａξ ｍ ｅｄｉｃ星 い ｅｓセｓ 搬 ａｙ ｂｅｃｏｍ ｅ ｐｏｓｓｉもｌｅ

ｔｈｒｏｕｇ い ｈｅ ｐξｏｇ 閉 ｍ． Ｍ ｏｒｅｏｖｅｒ，
ｉη ｒｅｇａｒｄ 童ｏ ｔ養ｅ ｃｏｓξｓ ｏｆ

郷ｅδ…ｃａ－ ｃａｒｅ
，
ｉぎｉ言 ｗ ｅξｅ ｐｏｓｓｉも玉ｅ ｔｏ ｃａｉｃｕ至ａξｅ ｖｉａ ａ ｃｏ ｍｐｕｔｅｒ

ｅｘａｃｔ１ｙ もｏ ｗ ｍ ｕｃ嚢 ｉｔ ｗ ｏ軸１δ ｃｏｓ い Ｂ ０ζｄｅｒ ｔｏ ｄｉａｇｎｏｓｅ ａ

ｓｇｅｃ１ｆｉｃ ｐａｔｉｅｎ重， ｔ
おｅｎ 星 ｃｏｓｔ－ｅ 純 ｃｔ１ｖｅ ｃ養ｏｉｃｅ ｃｏｕ呈ｄ ｂｅ ｍａｄｅ

ｉ珊 ｔｈｅ ｃｏｕｒｓｅ ｏｆｄａ三１ｙ ｐｒａｃξｉｃｅ。
玉ξｈ三ｎｋ ｔちａｔ ｂｏξｈ Ｊａｐａｎ ａｎｄ ｔｈｅ

Ｕ ｎ…ｔｅｄ Ｓｔ＆ｔｅｓ ｆｉｎｄ ｔ註ｅｎ｝ｓｅ１ｖｅｓ ｉｎ ｔ養ｅ ｓａｎ－ｅ ｇＯｓ…ｔｉＯｎ，ｔ
養ａｔｉｔ…ｓ

ｒａｔ養ｅｒ δｉｆｆｉｃｕ１ｔｔｏ ｆ１ｇ 泌ｅ ｏ 滋 ｔおｅ ｃｏｓ言 ｗ 為ｅｎ ｄｏ｛ｎｇ ａｔｅｓを．Ｉｆξｈａｔ

ｃｏｕ１ｄ ｂｅ ｄｅｔｅｒｍｉｎｅさ ｖね ξｈｅ ｐｒｏｇｒ星ｍ，
ｉｔ ｗｏ ω ｄ ｂｅ ａ ｖｅｒｙ

ｇｏｏｄ ｔｈｉｎｇ ｉｎｄｅｅ６．

ＴＡ ｍ ６ 舳 １： Ｗｅ ｈａｖｅ ｂｅｅｎ 言ａ１ｋｉｎｇ ａｂｏｕξ ｔｈｃ ｐｒｏｂ１ｅｍｓ

ａｓｓｏｃ三ａｔｅｄ ｗ 搬 三ｎｆｏｒｍ ａｔ１ｏｎ， 馴
ｄ ξｈｅ ｄｉｓｃ睦ｓｓ｛ｏｎ ｈ乱ｓ ｆｏｃｕｓｅｄ

ｏｎ ｔｈｅ 洲 ｅ ｏｆ ａｄｖａｎｃｅｄ ｔｅｃ註ｎｏ茎ｏｇｙ．
Ｈ ｏｗ ｅｖｅｒ，

玉 ｗ ｏ滅 ｄ １ｉｋｅ ξｏ

ｂｒｉｎｇ ｔｈｅ ｄ麦ｓｃｕｓｓｉｏｎ ｄｏｗ ｎ ｔｏ ａ ｍｏ£ｅ ｇｅｄｅｓｔ 曲 ｎ ｌｅｖｅｌ， Ｏ讐ｒｉ珊ｇ

ｔｈｅ ｉ３ ｙｅａξｓ ｏｆ 燃 ｙ ｓｔ星ｙ ｛ｎ ｔ為ｅ し
頁ｎｉ言ｅｄ Ｓｔａｔｅｓ，

Ｉ ｎｏｔ三ｃｅｄ ξｈａｔ

ｖｅ童ｙ ｄ１ｓまｉＢｇｕヨｓｈｅｄ をｅａｃｈｅ王ｓ ｇａｖｅ ｓｅ ｍｉｎ打 ｓ ｗ嚢ｉｃｈ ｃｏｕ茎ｄ ｂｅ

ｅ＆ｓｉ１ｙ ｕｎｄｅｒｓｔｏｏｄ もｙ 丑ａｙ 榊 ｅｎ．
Ｎｏｗ ｉｆ ｗ ｅ 茎ｏｏｋ ａξ ｗｈｙ ξｈｉｓ ｉｓ

ｔｈｅ ｃａｓｅ，
ｉｔ ｃａｎ ｂｅ 峻ａｃｅｄ ｂａｃｋ ξｏ 言ｈｅ ｆａｃｔ ｔｂ星ｔ ｔ註ｏｓｅ ｂｏｄｉｅｓ

ｔ虹ａま ａｗ 撚δ ｍｏｓｔ ｏｆ ｔｈｅ ｇ 湘 ｎｔｓ ａｒｅ ｐｒ
ｉｖａξｅ ｏｒｇａｎｉｚａｔｉｏ 洲 ａｎｄ

ｔｈｅ ｐｅｏｐ工ｅ ｗ ｈｏ ｈｅａｄ 芝ｈｅ ｍ 纈珊ｄ ｍ 欲 ｅ ｄｅｃｉｓｉｏ莉ｓ ｏ 舳 ｈｅ ａｌ１ｏｃ星一

ｔ且ｏη ｏｆ ｒｅｓｅａｒｃｈ ｆｕｎδｓ 迂ｅｏｄ ｔｏ ｂｅ １ａｙ 搬ｅｎ ｗｈｏ ａｒｅ ｐａｓｓ圭ｏｎ－

ａξｅ；ｙ ｉＢｔｅｒｅｓｔｅｄ ｉｎ ξｈｅ ｓｃ葦ｅｎｃｅｓ． Ｔｈｅｙ ａｒｅ 圭ｎ ｃｏ竈ｔｒｏ１ ｏｆ ｔ為ｅ

ｆｕｎｄｓ ａＢｄ ｉξ ｙｏｕ ｃ 棚 ｎｏξ ｐｅｒｓｕａδｅ ｔ養ｅｍ，
ｔｈｅｎ ｙｏｕ ｗｉ１三 ｎｏｔ

ξｅｃｅ｛ｖｅ ｆｕｎ 磁ｎｇ ｆｏｒ ｙｏ 鮒 ｒｅｓｅ 撚ｃ益．
Ｔｈｕｓ，

ｉま ｎａｔｕｒａ１茎ｙ ｆｏ１三〇ｗｓ

ｔｈａｔ ｔもｅ ｍｏｒｅ ｅ］ｏｑｕ０Ｂｔ ｓｐｅａｋｅ王ｓ ａｒｅ ξｈｅ ｏｎｅｓ ｗｈｏ ａｒｅ ｍ ｏζｅ

ｈ麦ｅ茎ｙ ｔｏ ａｔξｒａｃ雀 ｒｅｓｅａ工ｃｈ ｆ邊Ｂｄｉｎｇ． Ｉｔ ｉｓ ｕｎｆｏｒｔｕｎａ言ｅ ｔゑａ在 １）ｒ．

Ｂｅｍａ］ｒｄｏ ＮＡ ＤＡＬ－ＧＩＮＡ ＲＤ ｗａｓ ｕｎａｂ王ｅ ｔｏ もｅ ちｅｒｅ ｔｏｄａｙ

ｂｅｃａｕｓｅ ｈｅ ｉｓ ｉｎｄ 帥 ｏｓｅｄ
，
ｂ 磁 おｅ ｉｓ ａｎ ｅｘａｍ ｐ；ｅ ｏｆ ｏｎｅ ｏｆ

ξｈｅｓｅ ｅｘ重ｒｅ 欄ｅ１ｙ ｐｅｒ 脳 ａｓ量ｖｅ ｉｎｄｉｖｉδｕａ王ｓ．
Ｔ ゑｕｓ

，
ξｈｅ ｓｙｓｔｅ搬 ｆｏｒ

ｒｅｓｅａｒｃｈ ｆ醐 ｄ…Ｂｇ ｉｎ ホｃ Ｕｎｉｔｅｄ Ｓｔａｔｅｓ 舳三閉 ｅｘｃｅＨｅｎｔ

ｓｃ１ｅｎ｛ｉｓｔｓ ｔｏ ｂｅｃｏ ｍｅ ｇｏｏｄ ｃｏ 郷 ｍ ｕｎ１ｃａ重ｏｒｓ．

Ｃｏｎｖｅｒｓｅ至ｙ， ｏｎ
言ｈｅ ｓｃｉｅｎｃｅ ｓｉｄｅ， ｗｅ Ｂｅｅ

ｄ ｔｏ ｅ三ｉｃｉｔ ｓ蟹ｐｐｏｒｔ

ｏｆ 重ｈｏｓｅ ｌ＆ｙ 燃 ｅｎ ｗｈｏ ａｒｅ ｗｅＨ ｖｅζｓｅｄ ｉｎ ｔもｅ ｓｃ｛ｅｎｃｅｓ． 玉ｎ

Ｊａｐａｎｅｓｅ ｓｃｉｅｎｃｅ，
ｔｏ ｓｏ 榊ｅ ｅｘ言ｅｎｔ

，
ｔ葱ｅｒｅ ｉｓ ａ ξｅｎｄｅｎｃｙ ｔｏ

ｓｐｅ星交 ａｂｏｕｔ δｉｆｆｉｃｕｈ ａｎｄ ｃｏ 搬 ｐ１ｅｘ ｓｕｂｊｅｃｔｓ ３苅ｄ ｔｈｅｎ ；ｅ３ｖｅ …ｔ

湿ｐ ｔｏ 言ｈｅ １圭ｓξｅ 鵬 ｒｓ ｔｏ ｕｎδｅｒｓｔａｎｄ．
丁註ｉｓ ａｐｐｒｏａｃｈ ｍ ｕｓｔ ｂｅ

星るａｎｄｏｎｅｄ，
もｅｃ星ｕｓｅ ｎｏ ０Ｂｅ ｓｈｏｕＩｄ 萎ｅｎｄ ｔゑｅ妻ｒ ｓ載ｐＰｏｒｔ ｔｏ

ｓｏ搬ｅまｈｉｎｇ ｔｈａξｔｈｅｙ ｄ０ Ｒ０ｔ ｕｎｄｅ 耐 蜘 ｄ． Ｗｅ ｎｅｅｄ ξｏ ｃ 欄 ｔｅ ａ

ｓｃｉｅｎ言ｉｆｉｃ ㎜ ａｒｋｅｔ ｗｈｅ正ｅ ξｈｅ 燃ｏｓξ ｃｏ燃 ｐｒｅｈｅｎｓｉｂ茎ｅ ｓｃ｛ｅｎｔ｛ｓ言ｓ

ｇｅｔ ぬ ｅ自ｄ 」 ｎ をｈａｔ ｓｅｎ竃ｅ， ｗ
ｅ ｈａｖｅ ａξ ｏｕｒ ｄｉｓｐｏｓａ１ をｈｅ ｂｅｎｅξｉｔ

ｏｆ１ｎｆｏ ㎜ ａｔ１㎝ ｌｅｃｈｎｏ１ｏｇｙ ｗｈｉｃｈ 鰍 水ｅｓ ｉｔ ｅａｓｙ ｆｏｒ ｕｓ ｌｏ

ｗｏｒ失 ｔｏ ｃζｅａｔｅ ａ ｓｙｓｔｃ棚 ｗ もｅｒｅ ｓｃ１ｅｎξｉｓｔｓ ｗａｎξｔｏ ｍａｋｅ ｔおｅｉｒ

ｒｅｓむｋｓ ｅａｓｉ；ｙ 軸莉ｄｅｒｓｔ 蜘 ｄａｂｌｅ ｔｏ 言ｈｅ ｇｅｎｅｒａｉ ｐ拙ｂ１三ｃ．
Ｈ㍊ ｍ 蜘

ｃｏ羽ｔａｃ言，
ｔ養ａｔｉｓ，

ｌｏｏｋｉＢｇ ａｔ ｅａｃｈ ｏまｈｅｒ，
ｉｎｖｏ萎ｖｉｎｇ ｅｙｅ－ｃ０１１ｔａｃξ

ｉ羽 ｃｏｎｖｅｒｓａξｉｏｎ，
三ｓ ｖｅｒｙ 三搬 ｐｏｒｔａｎｔ， ａＢ

ｄ ｉξ ｉｓ ξｈ三ｓ ｗ ｈｉｃｈ ｉｓ

ｓ靱ｒｐｒｉｓｉｎｇ１ｙ 茎星ｃｋｉｎｇ ａ ｍｏｎｇ Ｊａｐａｎｅｓｅ ｓｃｉｅｎｔｉｓ主ｓ．

洲Ｏｄ６旧ｔｏｒ： ◎ｒ・ ＮＡＧ ＡＩ ｗ 紘ｔａｒｅｙｏｕｒｔｈｏむｇｈｔｓｈｅｒｅ？

洲＾Ｇ １^： 玉ｎ ｐａｒｔ…ｃｕｌａｒ，
ｔらｅ ｐｒｏｂｌｅｍ ｏｆ 三ｎｆｏｒｍａｔ…ｏｎ ｉＢ ｔ虻

刮ｒｅ昼 ｏｆ ξｅｓｅ欲 ｃｈ ｃａｎ ｂｅ δｉｖ１ｄｅｄ ｉ列ｔｏ ｔｗｏ 服ｅａｓ： ｆ…ｒｓｔｌｙ， ｔ
為ｅ

ｇａｔ註ｅｒｉｎｇ ｏｆ ｋｎｏｗ王ｅｄｇｅ …〕ｙ ｓｐｅｃｉ星茎ｉｓまｓ ａｎｄ， ｓｅｃｏｎ
ｄ１ｙ， 芝

ｈｅ

ｓ延ｂｓｅｑｕｅｎｔ ｖｅｒｔ…ｃ３１ ｄｉｓｓｅｍ三ｎ星ｔ三〇ｎ ｏ 〔 ｈａｔ ｉｎｆｏｒｍａｔ；ｏｎ．
Ｆｏｒ

ｅｘ昼榊 ｐｌｅ，
ｉｔ…ｓ ｎｏ言 ａ ｓｉｍｇｌｅ 繍ａξｔｅｒｔｏ ｄｅｔｅｒｍｉ珊ｅｔｏ ｗｈａ言ｅｘｔｅｎξ

ａ δｉｓｅａｓｏ 為ａｓ ｏｃｃｕ収ｅｄ，ａｎ
δ ｔｏ ｗｈａを ｅｘｔｅｎｔｉｍ ｐｒｏｖｅ 欄ｅｎまｓ ａｒｅ

ａｃｈｉｅｖｅδ ｗ｛ｔ養 ξｒｅａ 伽 ｅｎｔ 乱Ｅｄ ｐξｅｖｅｎ童ｉｏｎ．
Ｆｏｒ ｅｘａ ｍｐ至ｅ，

ｉｆ ５０

ｏｕを ｏｆ １ＯＯ ｐｅｏｐ至ｅ らｅｃｏ互ｎｅ ｉ三１，ａｎ
ｄ ｔｂｅｎ ｏｕｔ ｏｆξｈａｔ ５０，

４０ ａｒｅ

ｃｕｒｅδ，
ｔｈｅｎ ｔｈ三ｓ ｃａｎ ｂｏ 伽ｔｅぎｍｉｎｅｄ るｙ ｅｘａｍｉｎｉｎｇ １００

ｉｎｄ三ｖ三 伽 ａ１ｓ． Ｈ ｏｗｅｖｅｒ， ｗｅ
罰ｒｅ ｃｕｒｒｅｎｔ１ｙ ｃｏｎｆｒｏｎｔｅｄ ｗ 燃

ｍ ａｎｙ ｄｉｓｅａｓｅｓ ｗ ｈｉｃ嚢 ｏｃｃｕｒ ｉη ；０ ｏｕｔ ｏｆ 至，
０００ ｛ｎδｉｖ｛伽 ａｌｓ

，

ａｎδ ξｈｅｓｅ １０ ｃ ｍ ｂｅ ｒｅｄ聾ｃｅ６ ξｏ ５ ｗｉｔｈ ｔｈｅ ｕｓｅ ｏチ ａ ｓｐｅｃｉｆｉｃ

ｄ胸 ｇ， ｗ
ｈｉｃｈ ｍ 秋ｅｓ ｅｖａ］ｕａξｉｏｎ ｅｘｔｒｅｍｅ｝ｙ ｄｉ繍ｃ 洲。

Ｔｈｕｓ，言
ｈｅ

ｓｈ星 細 ｇ ｏぎｉ珊ｆｏｒｍａｔ三〇ｎ １ｓ ｅｘｔｒｅｍｅ１ｙ ｉｍｐｏ 碗 ｎｔ．
Ａｓ ｗａｓｓａｉδ

ｂｅｆｏｒｅ， ｅｖｅｎ
ｉｆ 麦ｎｆｏｒ鰍 ａｔ｛ｏｎ Ｏｎ ｐｒＯｔｅｉｎｓ ａｎδ ９ｅｎｅｓ 三ｓ

ｃｏ…ｌｅｃｔｅｄ， ｙｏ葛 ｗ
１１三 ｎｏｔ ｕｎさｅｒｓｔ酬 ｄ ａ珊ｙｔｈｉ珊ｇ ｊｕｓ い ｏｏｋｊ旭ｇ ａｔ

ｔｈａξ 沁ｆｏｒ搬 嚇 ０Ｂ
，
８ｎｄ 紅 ｍｕｓｔ ｂｅ ｉｎｔｅｇ閉ｔｅｄ ｗｉｔｈ ｒｅ茎ａ言ｅδ

ｂｉｏ１ｏｇｉｃａ〔 ｎｆｏｒｍａｔｉｏ列 ｍ δ ｃ１…ｎｉｃａ；ｉ械ｏｒｍａξｉｏ列 脳ｃｈ ａｓ ξｈｅ

ｐａをｉｅｎｔ
ｌ
ｓ 榊ｅｄ｛ｃａ１ ｈ｛ｓξｏｒｙ，

ｃｏｎｌｐ至ａ｛ｎｔｓ ａｎｄ １ａｂ ｒｅｓ蟹茎ｔｓ。
丁養ｉ彗

ｒｅｑｕｉｒｅｓ ａ ξｅ一…ａｎｃｅ ｏｎ ｔｈｅ ｐｏ ｗｅｒ ｏｆｉｎぎｏ ｍ－ａｔｉｏｎ ｓｃｉｅｎｃｅｓ 」ｔｉｓ

ｉｎ】Ｐｏｒｔａｎξ重ｈ３ｔｔちｉｓ ｂｅ ｄｏｎｅｉｎ ａ ｓｐｅｅｄｙ 榊 ａｎ羽ｅｒ，

Ｔｏｄａｙ
，
ｓ ｍ ｅｄｉｃａ１ ｃ 趾ｅ ａｎｄ ｍｅｄｉｃａ王 ｒｅｓｅａ■ｃｈ ｗ三１１ ｎｏｔ ｃｏ ｍｅ

ａｂｏｕｔ ｗｉｔおｏｕｔξｈｅ ｓ旺ｐＰｏｒｔ ｏξｓｏｃｉｅｔｙ． Ｅｔらｉｃａ至 ｃｏｎｓｔｒａ三ｎ宣ｓ ｈａｖｅ

ｅ ｍｅぎｇｅδ ｉｎ ｖａｒｉｏむｓ ａζｅａｓ ｏｆ ｒｅｓｅａｒｃｈ， ａｎ
ｄ …ｎｆｏｒ獅 ａｔ曼ｏｎ ｉｓ

珊ｅｃｅｓｓａ］ｒｙ ｉｎ ξｈｅ ｓｅｎｓｅ ｏξ ｅｎａｂ１ｉＢｇ ｍ ｅｍ ｂｅｒｓ ｏξ ｓｏｃｉｅｔｙ ｔｏ

ｕｎｄｅξｓｔａηｄ ｏｕｒ１・ｅｓｅａｒｃｈ．

ＭＯｄ欲ａｔ研 １Ｄτ Ｓ ｍ Ｍ１ＺＵ
，
ｗｈａｔａｒｅｙｏ靱ｒｔ

おｏｕｇ奈ｔｓ？

Ｓ珊 ＭＩＺＯ： Ｈｈｉｎｋ言ｈ８ｔｔｏｄ３ｙ ｗｅ ｈａｖｅ星ｄｅｇｕａ言ｅ王ｙ ｄｉｓｃｕｓｓｅｄ

言ｈｅ ｉ搬 ｐｏｒｔａｎｃｅ ｏｆ 燃ｅ１磁 ｎｇ 鮒 ｏｒｍ劃ξｉｏｎ ｆｒｏ 獅 富ｃ麦ｅｎｃｅ ａｎｄ

１ｎｆｏ ㎜ ａｔ１ｏｎ ｆｒｏｍ 細 ｃ１ｉｎ１ｃａ１ ｓ１ｄｅ． Ｃ１ｅ 的 ，
ｉｎｆｏ ㎜ ａｌｉ㎝ ｏｎ

１．ヨ８ｔｉｏη８１ｅ ｆｏｒｌＲＥｌｌＭＳ ３〕 …ｘｃｅｒｐｔｓテｒｏｍ ｔｈｅ Ｐ 酬 ｅｌ Ｄ；ｓｏｕｓｓ；ｏｎ ｏｆ 蜘ｅ１
創１ＲＥｌｌＭ Ｓ Ｏ ｐｅｎ Ｓｙｍｐｏｓ；ｕｍ
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こ れ を 開 発 して い た だ い て、 ほ か の 園 で も 使 え る よう に し

て い た だ き た い と 思 い 表 す。 そ れ を もと に して， さ ら に 進

震させ れぱ、 よりよいものが得られるのではない かと期待

して お りま す。

棄倉：少しつけ加えさせていただきます。 私も今のシス

テムを景せていただきましたが、 医療科学 のいろいろ存

デ ー タ を 分 析 して、 そ れ で 新 し い

結 果 が 田 てくる と い う、 我 々 の よ う

な医療の専門家ではない分野から

箆 ると１、 ユ ー ザ イ ン タ ー フェ ー スと

い い 豪 す カ＼ 使 う 人 が、 結 果 を う

窯 く、 わ か り や すく 見 る こと が で き

て、 そ れ に 対 して 自 分
が どう しよ う

かと二いう判断が非常にうまくできや

す い よ うに な っ て い る と 思 い ま す。 そ こ で、 た だ 文 字 で 由

てくる だ け で は な く て コ ン ピ ュ ー タ グ ラ フィ ック ス で、 非 常

に わ か りや す い 形 で 表 示 さ れ る と いう ような と１ころ が、 使 い

や すく で き て い る 亘 つ の ポ イ ント に な っ て い ると１思 う の で

す。 な か な か 技 術 と し て サ ポ ー トさ れ て い な か っ た の が、

こ れ か ら ど ん ど ん ザ ポ ー トさ れ て、 遣 の 申 に 広
が る ぐら い コ

ス トも トが っ て き て、 生 産 性 も ξ二が っ て くると い うこと二に な

る と、 そ れ は 大 き なイ ン
パ クト に な る と 思 い ま す。

詞 会 ：ＳＲ亙ＶＡＳＴＡＶＡ 先 生、
先 ほ どソ フ トウ ェ ア を ごら ん

；こな っ たと き に、 代 替 医 療 に つ い て 質 問 さ れ て い ま した ね。

そ れ に 関 して ご 意 見 が あ りま す か。

珊 ＶＡＳ↑ＡＶＡ： この ソ フ トウ ェ ア を 屍 て、２ つ 指 摘 した い

点 が ありま す。１ つ は 症 状 が 完 全 に 表 示 さ れ て い て、 そ して

ソ フト ウェ ア が そ こ に 介 在 し、 そ こ か ら さま
ざ ま な 他 の 関 連

シ ス テ ム に リ ンク で き、 そ の ソ フ トウ ェ ア に 入 っ た な ら ば 西

洋医学に加えて代替 医療の可能性についてもリンクできた

ら非常に役に立つのではないかと思います。 代替医療のこ

と を よく矢口ら な い 人 が い た と して も、 そ の ソ フ トウ ェ ア の 申

に入ってい けばすぐに結びつけて考えていくのではないか

と思い窯す。 私は代替医療のトレーニングを受けていませ

んが、そのシステムの中に代替医療情報が入ってくるという

ことで あ れ ば、 非 常 に 有 用 に な る の で は な い
かと１思 い ま す。

もう 玉 つ の 点 は、 ソ フトウ ェア の 観 点 で 申 し 上 げ ま す と、

メディカルテストがプログラム 上でできるという 町能 性で

す。 こ れ は 医 療 費 の 上 で も、
あ る 患 者 さ ん を 診 断 す る た め

に ど の くら い の コ ス トが か か っ て い る の かと＝い う こと１が コ ン

ビ ュ ー タ 上 で わ か る よう に な れ ば、 臼 常 診 療 の
観 点 で も、

よりコスト効率のよいものを選択するということで考えてい

く の で は な い か と 思 い ま す。 ８ 本 もアメ リカとｌ１詞 じよう な 状

況 だ と 思 い ま す が、 テ スト を した 場 合 に ど の くら い の コ スト

が か か る の か と い う の は、 な か な か わ か り に くい。 そ れ が

わ か る よう な プ ロ グ ラ ム が 入 っ て い た ら、
た い へ ん に よ い

と１恩、い ま す。

高垣：情報をどうするかという問題で、 非常に高度なテ

クノ ロ ジ ー を 使 っ た 部 分 の 話 し が あ り ま し た が、 普 通 の レ

ベルの部分について述べます。 私はアメリカに 豆３ 年いて

感 じ た の で す が、 偉 い 先
生 た ち が セ ミ ナ ー を さ れる と、 話

し方が非常にうまいのです。 どうしてそういうことになるの

かというと、
実 はかなりの研 究費の出所 が民間の財 団で

あって， そういう民間の財団で研究費配分を決めているよ

うな人たちは、 熱心なサイエンスに興味のある」般の人が

多く
、
そういう方々が資金を握っているから、

彼らを説得

しないと研究費が得られない。 必然的に研究費集めがうま

い 先 生 と１ い う の は 話 が う 塞 い と い う こ と に な り ま す。

Ｂｅｍａｒｄｏ ＮＡＤＡＬ－ＧユＮＡＲＤ 先 生 が 本 日 は 骨 折 で 来 ら れ な

かったのは非常に残念ですけれども、 被も非常に人を得心

させるのがうまい先生です。 そういう概究費に関するシス

テ ム が 日 本 とは ち ょっと 違 うとこ ろ が ありま す ね。

逆 に 言 うと、 サ イ エ ン ティス ト 側 は、 サ イ エ ン ス を よく 知 っ

ている一 般の人々の支援を受けて育っていくという部 分が

あ る は ず な の で す。
どち ら か と いう と、Ｅ 体 の サイ エ ン ス で、

難しいことを言うことでその場を通用させてしまうことがま

ま あ りま す。 そう いうこ と で は な くて、 わ か らな いと１相 手 に

して もら え な い と１い う、 そ う い う マ ー ケ ッ ト を。 サ イ エ ン ス

とし て つ くら な け れ ば い け な い で しょう。 そ う い う 意 味 で、

コンピュータテクノロジー は一般に情 報を 行き渡らせるス

ピ ー ド が 遼 い し、 整 埋 す る 技 術 も あ りま す が、 や は り、 サ

イ エ ン テ ィ ス トに 」 般 の レ ベ ル に わ か る よう な 言 葉 で、 噛

み砕くような説明をさせるというようなシステムもつくって

い か な け れ ば な ら な い
。
人 問 の ｎａｒｒａｔｉＶｅ な、

お
．
ば い に 顔

を貝ながら蕃葉と警葉を交換する、 そういう
■部分の情報と

い う の も 重 要 で、 そ う い う 部 分 が 意 外 と、 日 本 の サ イ ヱ ン

ス の 申 に は 欠 落 して い る と 思 い ま す。

詞 会 ： 永 井 先 生、 い か が で しょう か。

泳井：特にこの 研究にとって情報 の問題というのには、

専門家がいかに矧識を獲得していくかと１いう面と、 それから

横の広がりの面と１の２つ があるの

だろうと思います。 例えぱ病気がど

のくらい発生しているのカ＼ 治療や

予防でどのくらいよくなったかという

の は、 簡 単 に は わ か り ま せ ん。 例

えば 互ＯＯ 人のうち ５０ 人が病気に

な っ て、 そ のう ち ４０ 人 治 りま し た

と い うの で し た ら、 玉ＯＯ 人 診 れ
ぱ わ

か り ま す。 し か し 今 我 々 が 抱 え て い る 病 気 と い う の は、

至，ＯＯＯ 人 のう ち 至
年 問 に １０ 人 が 発 作 を 起 こ し、 そ れ を あ

る薬で ５ 人に減らしましたというような、 非常に判断の難し

いと ころ の 病 気 が たくさ ん ある わ け で す。 で す か ら、 情 報 の

共 有 が 非 常 に 重 要 で す。 先 ほ ど お 謡 が あ り ま し た け れ ど、

タンパクや遺伝子の情報が集積されてきても、 それだけ見

１
、 …
一
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ｃｕ亘ＴｅＢｔ ｎミｅｄ…ｃａｌ ｃａｒｅ ｃａｎ ｂｅ ａｃｃｅｓｓｅｄ 量ｎ ａ ｖａｒ三ｅｔｙ ｏ
ｆ
ｐ葦ａｃｅｓ－

Ｆｏｒ ｅｘａｍ ｐ茎ｅ，
ｉｎｆｏｒｍ ａｔｉｏｎ ｏ岱 ａｒｅａｓ ｓｕｃｈ ａｓ ｔｈｅ ａδｖｅｒｓｅ

ｒｅａｃ宣ｉｏｎｓ ｏｆ ａ ｄｒｕｇ ｏｒ 誌ｏ ｗ ；ｏｎｇ ａ ｄ ㎜ ｇ １ｓ ｅｆｆｅｃ言１ｖｅ ｉｓ ａ 触 ｏｓｔ
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玉 ｋａｖｅ ξｏ軸ｎｄ ｔｈａｔ ｗｈｅｎ Ｉ ｔａｋｅ ｍｅｄ｛ｃ鐵一

ｔｉｏｎ，
Ｉ ａ搬 ｇｅｎｅｒａ１１ｙ ｎｏｔセｏ１ｄ ξｈ昼ｔ｛ｆ Ｉ ｗｅｒｅ ｔａｋｉｎｇ ｏｎｅ ξａｂ１ｅｔ，

馴 ｄ ｔｈｅ δｏｓｅ ｗ ａｓ ｄｏ㍊ｂ１ｅｄ， ｓ
ｈｏｕ１ｄ ｉｔ ｂｅ ｄｏむｂｌｅｄ ｏｖｅｒ ２４
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ｃｏｕｒｓｅ ξｈｅｒｅ ａｒｅ ｓｏ ｍｅ ａｓｐｅｃｔｓ ξｈａｔ ｙｏ渥 ｄｏ ｎｏ言 鵬 ｅｄ セｏ ｋｎｏｗ，

らｕｔ ｔｋｉｓ ｉｓ 星 ｐｍｂ茎ｅｍ．
Ｍｙ ｄ渕 ｇｈｔｅｒ ａｎｄ ｈｅ王 ｈ邊ｓｂａｎｄ ㈱

ｅｎｇａｇｅδ ｉｎ ｃｌｉｎ麦ｃ星１ ｐζａｃｔ三ｃｅ …刮 ｔｈｅ －ＪＢｉξｅｄ Ｓｔａｔｅｓ， ａＢ
ｄ ｔｈｅｙ

ｒｅｃｅｉｖｅ ａ …ａｒｇｅ ｖｏ…ｕ燃 ｅ ｏｆ ａ ｗｉｄｅ 閉理ｇｅ ｏｆ ｉ羽ｆｏｒｍａｔ｛ｏη．
Ｆｏｒ

ａｎｙ ｐａζｔｉｃｕ１趾 ｄ ｍ ｇ，
ｔ註ｅｙ ｗ｛１至， ａｓ ａ 搬ａ

芝ｔｅｒ ｏｆｃｏｕｒｓｅ， 王ｅｃｅ
麦ｖｅ

ｐａｇｅｓ ａｎ 的 ａｇｅｓ ｏｆ１ｎｆｏ ㎜ ａｔｉｏｎ．１ｎ Ｊ＆Ｐａｎ ｗｅｓｉｍｐｌｙ ａｒｅｔｏｌｄ

ｔｏ ，１ｔ劃ｋｅ ξｗｉｃｅ ａｆξｅエ 搬 ｅ昼Ｉｓ，１ ａ■ｄ ｔｈａ い ｓ ｉｔ． Ｈ ｏｗ ｅｖ 研，
ｔｈｅ

ａｄＶｅｒＳｅ ｒｅ＆Ｃｔ｛ＯｎＳ ＳｕＣｈ ａＳ ｄｉＺＺｉｎｅＳＳ Ｏｒ ｎａ砥菖ｅａ ａｒｅ Ｏｎｌｙ

ｄｅｓｃｒｉｂｅｄ ｂ－ｅ到ｙ， 鮒
ｄ 洲ｓ ｉｓ ｔｈｅ ｗａｙ ｔｈ１ｎｇｓ ａｒｅ ｄｏ 鵬 ｎｏｗ，

Ｔｈｕｓ．
｛ｆ ｗｅ ａｒｅ ｒｅａ王１ｙ ξｏ ｏｂｔａ主ｎ ｉｎｆｏｒｍａｔ｛ｏｎ 由 ａｔ ｇｉｖｅｓ 洲 ｔ養ｅ

ｆｕ茎１ ｐｉｃｔ収ｅ，
Ｉ ｔもｉｎｋ ｔｈａｔ ｗｅ ｎｅｅｄ ｔｏ ｒｅ 榊 欣 ｏ脳 ｓｙｓξｅｍ ｉｎ

Ｊａｐ肌

Ｍ０ 傲 痂 【ｌ Ｗｅｌ１ ｗｅ ㎝ｌｙ ｈａｖｅ ａｉｉξｔｌｅ ｂｉまｏｆｔ１㎜ｅ １ｅｆ宣． Ｄｏ

脚ｙ ｏｆｔｈｅｐａｎｅｉ 柵ｅ醐ｂｅｒｓ ｈ割ｖｅ ａｎｙξｈｉｎｇξｈａｔ芝ｈｅｙ ｗｏｕ１ｄ１三ｋｅ

ｔＯ Ｓａｙ？

Ｓ削 Ｍ１刎 ＝三 ｍｙｓｅ茎ｆｈ８ｖｅｎｏｔｙｅｔｂａｄｔｈｅ ｏｐｐｏｒｔｕｎ｛ｔｙｔＯ ｕｓｅ

三ま、
ｂ習ｔ Ｉ ｄｏ 養ａｖｅ 曲 ｅ ｆｏ１…ｏ ｗ麦ｎｇ ｑｕｅｓｔ…ｏｎ－

Ｉ ｗ ０１１ｄｅｒ ｗｈｅをｈ 研 ａ

ｔｒａｉｎｉ握ｇ ｓｙｓｔｅｍ ｗ葛ｉｃｈ ｄｅｐｅηδｓ ｏｎ ｉｎｆｏｒｍ ａｔｉｏｎ ｗ おｉｃｈ ｉｓ

○らまａ…鵬ｄ ｂｙ ｃｏｍｐ疵ｅパ ｓｒｅ劃至１ｙ ａ ｇｏｏｄ …ｄｅａ ｏす ｎｏｔ， Ｈｏｗ ｄｏ

ｙｏ頸 ｇｏ ａもｏｕｔ ｎｕｒｔ聾ｒｉｎｇ ｔ紬 ｒｅａ； ｐｈｙｓｉｃｉａｎｓ ｏξ ｔｈｅ ｐａｓξ ｗ ｈｏ

ｃ盆ｍ ｅ ｔｏ ｕｎｄｅｒｓまａｎさ ｄｉｓｅａｓｅ ｂｙ 童ａ茎ｋ三ｎｇ ｗ…ｔｈ ａｎｄ ｅｘａ ｍ…ｎｉｎｇ

ｔおｅｉｒ ｐａｔ…ｅｎ童ｓ？

Ｍ π Ｓ００Ｘ＾ ＝Ｔｈａξ麦ｓｔｒｕ王ｙ ｗｈ誠 Ｉ ｗｏ湿玉ｄ ｈｋｏｔｏ ６ｏ．
豆ξｙｏｕ

ξ 故 ｅ 轟 １ｏｏを ａξ ｏｕｒ ｔｒａｉ列ｉｎｇ ｓｙｓ童ｅｍ，
玉 在ｈｉ 汰 ｙｏｕ ｗｉｌ… ｕｎδｅｒ－

ｓｔａｎｄ ξｈａ言一 Ｒｅｓｅａξｃｈｅｒｓ ｉｎ ｔｈｅ ｂａｓ三ｃ ｓｃｉｅｎｃｅｓ ｃｏｎｄ岱ｃｔ ｇｅｎｅ言ｉｃ

棚 ａ茎ｙｓ
ｉｓ。 ㍊ｏ ｗｅｖｅｒ，

ｉｔｉｓ ｏｆｔｅ苅 ｔおｅ ｃ罰ｓｅｔｈａまｔｈｅｙ ｃａ ｍ ｏｔｓａｙ
ヨ珊

ｗ も呈ｃｈ ｇｅｎｅ ｔｈｅ ｐｒｏｂ１ｅ 獅 茎ｉｅｓ．
Ｈ ｏｗｅｖｅｒ， ｗ ｅ ｃａｎ，

ｉη 統 ｅ ｃｏ 鮒 ｓｅ

ｏｆ ｏｕｒ ｃ三ｉｎｉｃａｌ ｐｒａｃま三ｃｅ， Ｐｒｅ
ｄ三ｃｔ ξｈｅ ｒｅｌａｔ１ｏＰｓ養 φ ｂｅｔｗｅｅｎ

ｃ１ｉＢｉｃａ… ｓｙｍ ｐｔｏｍ ｓ ａｎｄ ｇｅ竈ｅｔ｛ｃ ａｂｎｏｒ 燃ａ 榊 ｅｓ－ Ｏ ｆ ｃｏ証ｒｓｅ，

ｔｈｅｒｅ ｉｓ ｎｏｔ ａ ｏ 鵬一ｔｏ－ｏｎｅ ｃｏｒ工ｅｓｐｏｎｄｅｎｃｅ ｂｅｔｗｅｅｎ ａ ｓｙ ｍｐｔｏ ㎜

ａＢｄ 星 ｇｅｎｅ，
ｂ泌 ｏｎｃｅ ｙｏｕ

ｈａｖｅ ｛ｎｐｕｔ ｔｈｅ
ｉｎｆｏｒｍ星ｔ…ｏｎ ｔおａｔ

ｔｈｅｒｅ ｉｓ ａ ｐｏｓｓｉｂｉ１ｉｔｙ ｔｈａｔ
”ｔｈｉｓ ｇｅＲｅ ｃｏｎ 故ｉｂｕｔｅｓ ｔｏ ｔｈｉｓ

ｓｙｍ ｐｔｏ 鰯
■，
， ｔ
もｅｎ ｗ ｅ ｃ 馴 …ｅａｍ ｖｉａ ｏｕｒ ｓｙｓ芝ｅｍ．

Ｅｖｅｎ 童ｈｏｓｅ

ｗ ｈｏ ａｒｅ ｎｏｔ ｐｈｙｓｉｃｉ馴 ｓ ｃ 醐 １ｅａ ｍ－
Ａｔ ｐｒｅｓｅｎｔ，ｔ

ｈｅ ｓｙｓまｅ ｍ １ｓ

㎝１ｙ ｏｐｅｎξｏ ｍｅｍｂｅｒｓｏチＩＲ 肌 ＭＳ ａｎｄｉｓｎｏｔｙｅ童ａｖａ三１ａｂ１ｅまｏ

ｔ益ｅ ｐｕｂ１｛ｃ， ａｎ
逢 亙 ａｎｔｉｃ…Ｐａｔｅ ｔｈａｔ …ｔ ｗｉｕ ｂｅｃｏｍｅ ｅａｓｉｅ パ ｏ

ｕ 地 ｅｒｓｔａｎｄ ａｎδ 雀ｏ ｖｉｅ ｗ ａｓ ｗ ｅ ｃｏｎｔｉｎｕｅ をｏ ｉｎｃｏｒｐｏｒａｔｅ

ｉｍ ｐｒｏｖｅ ｍｅＢｔｓ，

Ｉ ｗｏｕ１ｄ 茎ｉｋｅ ｔｏ ｓｅｅ ｔｈａｔ ｎｏ ｍ ａ言ｔｅｒ ｗｈｅｒｅ ｙｏｕ 虹ｅ …ｎ ｔ註ｅ

ｗ ｏｒ至さ， ｅｖｅｎ
ｆｏｒ ｅｘ固 ｍｐ１ｅ， ｙｏ湿 ａｒｅ ｏｎ ＆

ｄｅｓｅ竹ｅｄ 主ｓ１目ｎｄ， ｙｏｕ

ｗ ｏｕｌｄ ｂｅ ａｂ１ｅ ξｏ ａｖａｉ童 ｙｏｕ江ｓｅ１ｆ ｏｆｔｋｉｓ ｓｙｓｔｅ ｍ ａｎｄ ｒ㏄ ｅ…ｖｅ，
ｔｏ

ｓｏ ｍｅ ｅｘｔｅｎｔ， 搬 ｅ
磁 ｃａ１ ｃ星ｒｅ。 丁

汰 ｏ珊ｇｈ ｉ械 ｅｒｅｎｃｅ 王ｅａ ｍ｛ｎｇ， ｙｏｕ

ｃａｎ ｍ ｏｖｅ ｉ列 ｔちｅ ｒ三ｇおｔ ｄ…ｒｅｃξｉｏｎ ａηｄ ｇｏ ０Ｂｔｏ ｔｈｅ ｎｅｘｔ ｓをｅｐ

ｅｖｅ珊 ｗ…ｔｈ まｈｅ ｓｍ ａｌ］ｅｓ重 ａ榊 ｏ 洲 ｔ ｏｆｉｎｆｏ ㎜ ａξヨｏｎ．
Ｔｈｕｓ，

ｉま ｗｏｕ１δ

もｅ ｂｅｓ言ｉｆ ｙｏｕ ｃｏｕ１ｄ ｃｈｅｃｋ ｆｒｏ ｍ ｔｈｅ
“
ｍ…ｂｙｏｕ

”
ｓｔａｇｅ，ａｎ

ｄ ｉまｉｓ

ｗ 撒 童ｈａｔ呈ｎ ㎡ 藺ｄｔｈａｔｔｂｅ Ｃ１Ｍ至ｓｙｓｔｅｍ
ｈａｓ ｂｅ㎝ ｃｒｅａｔｅｄ ｗｉｔも

ａ ｓｔａｆｆ ｏｆ 岱ｖｅ。
玉ｆ ｙｏｕ ｇｉｖｅ ｉｔ ａ ｔ町 ｏｎｃｅ，

蔓 齢ｉｎｋ まｈａｔ ｙｏじ ｗｉ茎１

ｕｎｄｅｒｓｔａｎｄ．

ＭＯ 館 湘ｔ０【： 丁養ｅ ｓｏｆまｗａｒｅ ｉｓ 磁ｆｆｉｃｕｌｔｔｏ ｅｘ創ａｉｎ ｗｉｔおｏｕｔ

ｓｅｅｉＢｇ １ｔｂｕｔ ａｆｔｅｒｔｈｅ 撒ｓｔ ｃｈｃｋ，
ａ ｐｈｙｓｉｃｉａｎ Ｑ ＆Ａ ｗｉｎｄｏｗ

ｏｐ ㎝ｓ， ａｎ
δ ｙ㎝ ｇｅｌｔ為ｅ ｉ 洲 ａ１１ｎｆｏ ㎜ ａｔ１ｏｎ－

Ｉｔ ｓ 鮒 ｓ ｏ献 ｂｙ

養ａｖｉｎｇ 言ちｅ ｐａｄｅｎｔ ρｏｓｅ ａ §ｕｅｓｔｉｏｎ ξｏ ｔわｅ ｐおｙｓｉｃｉａｎ ａｎｄ

ｇｅｔｔｉｎｇ 星 ｒｅｓｐｏｎｓｅ 』 ｖｅｎ Ｉ ａｍ ｃｏｎｆｉｄｅｎξまｈａｔＩ ｃａｎ ｈａｎｄ…ｅ ｔｈ１ｓ

ｔｙｐｅ ｏｆ ｓｙｓｔｅ棚． ｌ ｗ ｏｕ
ｌｄ １ｉｋｅ ｔｏ ｓｅｅ ｔｈ 銚 ｔｈｉｓ ｗｏｎｄｅｒｆｕｌ

ｓｙｓｌｅｍ，
ｉｎ １ｈｅ ｆｏ ㎜ ｏｆｌｈｅ ｉｎｆｏ㎜ ａ１ｉ㎝ ｋ ｐｍｖｉｄｅｓ ａｎ 舳 ｅ

ｉｎｔｅｇｒａｔｉｏ い ｈａｔｉ迂 ｏｆｆｅｒｓ，
ｄｏｅｓ ｎｏ け ｅｍ 星ｉ丑 ｊｕｓｔ ａｔ ｔｈｅ ｄｉｓｐｏｓａ１

ｏｆ 淡 ｏｓｅ 麦ｎ Ｊａｐａｎ ｏξ ｛ｎ ｔｈｅ Ｕ ｎｉ主ｅ６ Ｓ言ａ言ｅｓ，
ｂｕｔ ｉｓ Ｉｎａｄｅ

ａｖａ 脆ｂｌｅξｏ 棚ａｎｙｃ ㎝ ｎｔｒｉｅｓａｒｏ ㎜ ｄ童ｈｅ ｗｏ 舳． Ｗｈａｔａｒｅｙ ㎝ま

ｔ養ｏｕｇｈｔｓｉｎ ｔわｉｓ ａｒｅ鉋？

一^ Ｘ＾ＸＵ８＾ ：Ｆ三ｎａ１至ｙ，
玉 ｗｏｕｌｄ …ｉｋｅｔｏｓｕ獅 ｍａｒ圭ｚｅ ａ ｂｉｔｈｅｒｅ．

Ｔ ｈｉｓ ｐｒｏｊｅｃ言 ｗｉｌｌ ｎｏｔ ｂｅ ａｂｌｅ ｔｏ ｃｏｖｅｒ ａ１三 ａｓｐｅｃｔｓ ｏｆすｅｓｅ星ｒｃｈ

ｉｎ 童ｈｅ ａｒｅａ ｏｆｉｎｔｅｇ 榊 ｅｄ ｍｅｄｉｃａ１ｓｃｉｅｎｃｅｓ ｂｅｃａ 洲 ｅ ξｈｅ チｉｅｌｄ ｉｓ

ｅｘまｒｅｍ ｅ１ｙ ｗ麦ｄｅ ａｎｄ ａ１丑一ｅｎｃｏ 燃ｐａｓｓ｛ｎｇ．
Ｈ ｏｗｅｖｅｒ， ａｓ ａ ｐａ

れ ｏｆ

言ｈｅ ｐｒｏｊｅｃ言， ｏむｒ ｏ
ｂｊｅｃｄｖｅ ｉｓ ｔｏ ａｃｈｉｅｖｅ ｅａｒ三ｉｅｒ ｄｅｔｅｃｔ｛ｏ乃 ｏｆ

δｉｓｅａｓｅ，
ｉｆ ｏｎ１ｙ ａ １ｉξｔ】ｅ ｅａｒ１ｉｅｒ Ｉ， 鰍 ｙｓｅ

１ｆ
，
ｈａｖｅ ｂｅｅ珊 ｕｓ…ｎｇ 言ｈｅ

をｅｒｍ
，１
ｅｘ ㈱ ｍ ｅｌｙ ｅａｒｌｙ ｄｅｔｅｃｔ

ｉｏｎ
，１
ａｓ ｏｐＰｏｓｅｄ まｏ

ｌｌ
ｅａｒｉｙ

６ｅｔｅｃｔｉｏｎ，
，１ ａｎｄ Ｉ ｔおｉｎｋ ｔｈａξ ｔｈｉｓ ＆ＰＰｌ＝ｏ固ｃｈ …ｓ ｔおｅ ｓａ柵ｅ ａｓ

“ｍ呈ｂｙｏｕ
”
．
１ｆ ｗ ｅ ｃ 蜘 ｒｅ纈ｃｈ ｔおｅ ｓｔａｇｅ ｗ ｈｅ江ｅ ｉ言 …ｓ ｐｏｓｓｉｂｉｅ 童ｏ

ｃ 服ｅ δｉｓｅａｓｅ ｅ３ｒΣｙ ｏζ ｅｖｅｎ ｐｒｅｖｅｎ 〕 ｔ，
をｈａｔ ｗｉ三１ ｂｅ ａ ｈ汕ｇｅ

ｃｏｎｔｒｉｂｕｔｉｏｎ， ａｎ
ｄ Ｉ ｗ ｏｕ夏ｄ １ｉｋｅ ｔｏ ｓｅｅ ｓｕｃｈ ｒｅ竃讐茎ｔｓ ｕｓｅｄ ｎｏｔ

ｏｎ至ｙｉｎ Ｊａｐａｎ，
ｂｕｔａｌｓｏ ｉ 械 ｈｅ ｒｅｓ童 ｏｆｔｈｅ ｗｏｒｌｄ、

○ 鵬 ｅｘ昼ｍ ｇｌｅ Ｉ ｗ ｏ泌 ｄ ｌｉｋｅ ξｏ ｐｒｅｓｅｎｔ三ｓ 自 ｒｅｓｅ 紅ｃｈ ｐｒｏｊｅｃｔ

ｔ養ａｔ ｃｏｎｄ独ｃｔｅｄ ａｎ ｉｎｔｅｒＢａｔｉｏ邊ａ］ ｃｏＴｎｐａｒｉｓｏｎ ｏｆ ｅｐｉδｅ胴ｉｏｌｏｇｉ－

ｃａ１ ｓｕ 岬 ｅｙｓ ｏｎ 芝ｈｅ ｐｒｏｇｎｏｓｉｓ ｆｏｒ ｓｔｍ ｋｅ－ Ｗ
蓬ｅｎ ａ ｃｏ ｍｐａｒｉｓ ㎝

ｗ ａｓ ｍ ａｄｅ ｂｅξｗ ｅｅｎ Ｊａｐａｎ ａｎｄ ａｒｅｇｉｏｎ ｏｆ Ｃｈｉｎａ，
ｉｔ ｗａｓ ｆｏｕｎｄ

ｔｈａｔξｈｏｓｅｉｎｄｉｖｉｄむａ１ｓ ｗｉ言ｈｔｈｅ ｓａ燃ｅ ｄ…ｓｅａｓｅｓ…ｎ ３ａｐ 榊 ｈａδ ａ

淋ｅ ｅｘｐｅｃｔａｎｃｙ ａｐＰｒｏｘｉｍ ａｔｅ正ｙ ξｅ珊 ｙｅａｒｓ ｉｏｎｇ 研 ｔｈａ■ 言ｈｅ

Ｃｈｉ鵬 ｓｅ。 玉ｆ ａｎ 棚 ａ１ｙｓ三ｓ ｗｅｒｅ ｔｏ ｂｅ ｃｏｎｄｕｃｔｅｄ ｔｈａｔ ｃｏ退１δ

δｅｔｅ ㎜ １ｎｅ ｗ おａｔ ξａｃｌｏｒ，
ｂｅ ｉｔ１ｉｆｅｓｔｙ

１ｅ ｏｒ δｉｅｔ，
ｉｎ ｔｈｅ Ｊａｐａｎｅｓｅ

δ三ｆｆｅｒｓ チｒｏ 搬 ξｈｅ Ｃ 星ｉｎｅｓｅ ａｎｄ 胴ｓｕ１ｔｓ 三ｎ １ｏｎｇ 研 １｛ｆｅ ｅｘｐｅｃ－

ｔａｎｃｙ， ａｐ
ｄ 曼ｆ ξｈｅ ｒｅｓｕ三ｔｓ ｗ ｅｒｅ ａｄｏｐｔｅｄ ｂｙ ｔｈｅ Ｃ 撮 ｎｅｓｅ，

ｔ暮ｅｎ

ｔｈｏｙ ｍａｙ もｅ ａ５至ｅｔｏｌ１ｖｅ ㈱ ｙｅａｒｓｌｏｎｇｅ正 Ｗｅ ｅｘｐｅｃｔｔｈａｔｔｈｅ

ｒｅＳ饒１ξＳ ０チ ｉｎｔｅｍ ａｔｉＯｎａ三 ｊＯｉｎｔ ｒｅ害ｅ虹 Ｃお Ｗｉ…１ ｇｉＶｅ ㎜ ＳＷｅｒＳ ξＯ
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て い て も 何 も わ か ら な い。 そ れ ら の 生 物 学 的 な 情 報 と、 患

替 さ ん の 病 歴、 訴 え、 検．
査 値 な ど の 臨 床 情 報 と を 統 合 し な

い ど い け な い。 こ れ も 情 報 科 学 の 力 に 頼 ら ざる を 得 ま せ ん。

これをスピーテンーに行うことが重要です。 今の医療と医学

研 究 は、 社 会 の サ ポ ー トな し に は 成 り 立 ち ま せ ん。 い ろ い

ろ な 研 究 に． 倫 理 的 糊 約 が 田 て 蒙 いりま す。 我 々 が 行 っ て

いる研究の意味を社会の皆さんにわかっていただくという意

妹 で も。 情 報 が 必 要 で す。

司 会 ： 清 水 先 生、 い か が で しょう。

清水：サイエンスの肯青報と二臨床の情報がドッキングする

ことの大切さは、 もう今充分に議論されたとおりだと思いま

す。 し か し、 確 か に 現 在 の 医 療 情

報はいろいろなところにアクセスす

れぱ幽てくるのですが、 例えば薬

に 副 作 用 が あ る か、 ま た、 そ の 薬

が ヂ何時間効くのか」 とかというよ

うな情報は、 ヨ本の場合にはほと

んど出てきません。 私 もある薬 を

搬 用 して い ま す け れ ど、 そ れ が １

錠で済んでいたのを服用 量を２倍にするというとき。 脳

蒔 間 で ２ 倍 に す れ ぱ い い の か、 あ る い は １２ 縛 間 ごと に 丑

錠 ず つ 飲 め ば い い の か と か いう よう な こと が、 な か な か 教

えてもらえない。 もちろん知らなくてもいい部分もあるので

しょう け れ ど も、 そう い う 問 題 が あり ま す。 私 は 自 分 の 娘 夫

婦がアメリカで臨床をやっていますので、 いろ
んな情報が

実は多量にもらえるのです。 ある薬に関する情報は何 ト

ページというくらいのものが簡単にもらえます。 日本だとそ

れ は ほ と ん ど な くて、
食 後 に ２ 回 飲 め ば い い こど、 た

だ し

副 作 用 に は め ま い が し て 吐 き 気 が す る、 な どと１いう こと が

きわめて簡単に書いてあります。 そういうところが現実にあ

ります。 そこで本当に血となり肉となるような情報を得るた

めには、 我 が国の方式を考え直す必要があると感じてい

ま す
。

司 会：残り時間も少 なくなりましたが、 パネリストから

伺 か
。

清 水１私 自身 は残念な がら体験 していな いのですが、

次 の よう な 質 聞 が あり ま す。 コ ン ビ ュ ー タ に 依 存 し た 情 報

の ト レ ー ニ ン グ シ ス テ ム は い い の で す が、 患 者 さ んど 問 診、

触 診 を して、 そ れ で 病 気 が わ か る よ うな 鋒 流 の 名 医 は、 ど

う や っ て 育 て れ ば い い の で しょう か。

松岡：まさにそれをやりたいと思っています。 一度私ど

も の ト レ ー ニ ン グ シ ス テ ム を 見 て い た だ け る と、 そ の 辺 は

よくわかっていただけると１思います。 遺伝子の解析は基礎

科学の研究者が行いました。 よく、 どの遺伝子に問題があ

る の か と い うよう な こと は、 そう 簡 単 に は わ か ら な い と 言 わ

れ る の で す が、 私 ど も 臨 床 で 診 て い る と． 臨 床 の 症 状 と１遺

伝 子 の 異 常 の 関 連 が 予 測 で き て きま す。 もち ろ ん、 淀 状 と

１．ｌＲＥｌｌＭ Ｓ の 犠 慈

遺伝 子の異常とは １対ヱで対 応できない のですけれど、

町能性として に の症状にはこの遺伝子の関与がある」 ど

いう情報が入っていますから、 私どものシステムで学習す

る こと が で き ま す。 医 師 で は な い 方 に も 学 習 し て も ら い ま

す。 今 は、 ま だ 公 開 して い な い も の で す か ら、 互ＲＥＩ互ＭＳ に

属する者を対象にして試験的に実施しており、 改良により

さらに分かりやすく見やすくしようと思っています。 私は基

本的には世界中どこでも、 たとえ孤島でもこのシステムをと

おしてある程度の 医療を可 能にすることを考えております。

推論学習をとおして少ない情報の申でも、 適正に考え、 次

のステップヘと調べていく。 そして未病 の段 階が 調
べられ

る と い うこと が で き れ ば い い な、 と いう 願 い を 込 め て ５ 人

のスタッフで作製しています。 一 度試されるとわかると思

い ま す。

司会：ソフトウェアを口頭で説明するのは難しいのです

が
、 最 初 に クリッ ク する と、 お 医 者 様 との Ｑ ＆ Ａ の ウィ ンド

ウ が ス タ ー トし、 そ れ が 最 初 の イ ン フ ォメ ー ショ ン で す。 医

師のこういう質間に対して、 患者がこういう答えを出してき

た、 と いうと こ ろ か らス タ ー トし て い る の で、 私 で もこ の 方

式 だ っ た ら わ か る か なと１い う期 待 を 持 ち ま し た。 こ の よう に

す ば ら し い も の が で き、 こ の イ ン フ ォ メ
ー シ ョ ン、 こ の

ｉｎｔｅｇ 献ｉｏ洞 が 日 本 だ け と か ア メリ カ だ け の も の で は な く、

多くの隣国にも広がるこ１とを私は期待したいと思います。

そ の 点 は い か が で しょう か。

高 倉 ： 最 後 に、 少 しま と め 的 な ことと して 申 し 述 べ ま す。

統合医科学の研究は非常に分野が広いものですから、 す

べてをカバーするような研究がこのプロジェクトでできるわ

け で は あ りま せ ん。 し か し、 そ の 中 で 病 気 を 少 しで も 早 く

見 つ ける こと を 昌 標 とし ま す。 私 ども で は、
「早 期 発 見ｊ で

はなく、
ｒ超早期発見」 という言葉を使っておりますけれど

も、 こ れ は 未 病 と 同 じ よう な 考 え 方 に な る と 患 い ま す。 病

気を早く治すことができる、 あるいは予防することができる

よう に な れ ば、 大 き な 貢 献 が で き、 そ の 成 果 は 日 本 だ け で

は な く
、
世 界 の どこ で で も 使 え る こと に な る と 思 い ま す。

一

例として、 脳卒中の予後についての疫 学的な調査研究を

国際的に対比した研究があります。 日本の場合と申国のあ

る地方での場合との比較ですが、 日
本の方が同じ病気でも

寿 命 が １０ 年 ぐ ら い 長 い と い うこと が わ か っ て い ま す。 そ こ

で、
何が申国の人と違うのか、

生活習 慣や食物が違って

い る か らカ＼ と１い うよう な 分 析 を 進 め、 Ｂ 本 と 同 じ に な る よ

う注意すれば中国でも寿命が ！０ 年延びるかもしれない、

ということを私どもは期待しています。 また国 際的な共同

研究の実績も示すことができると思うのです。 平均寿命が

！０ 年 延 び る と い う こと は 大 き な こと１で す の で、 そ う い う 解

析をするためには情報処理 が非常に大切です。 こうして将

来 的 に は、 日
本 の た め だ け で なく 世 界 の 医 療、 そ して 全 て

の人の健康のために貢献できることを願っております。

３） 公 議 シン ボジ ウム パ 秦ル ディスカ ッショ ンより 距１距１１ＭＳ に 覇 待 するも の パ つ づ き）
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